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1 手動セットアップ�

インターネット接続の手動設定�

USBドライバの手動インストール�

らくらくアシスタントの設定がうまくできないときは、手動で
USBドライバのインストールやインターネットに接続するた
めの各設定をおこないます。�

�
Windows® 2000はMicrosoft® Windows® 2000 operating systemの略です。�
Windows® 98はMicrosoft® Windows® 98 operating systemの略です。�
Windows® 95はMicrosoft® Windows® 95 operating systemの略です。�
WindowsNT® 4.0はMicrosoft® WindowsNT® operating system version 4.0の略です。�



2　USBポートを使用するときの注意

1-1．USBドライバの手動インストール
（Windows98/Windows95）

IWX70またはRS20のUSBポートにパソコンを接続する場合は、パソコンにIWX70とRS20
用のUSBドライバをインストールすることが必要です。USBドライバは『らくらくアシスタン
ト』（→「取扱説明書」）で自動的にインストールできます。ここでは、USBドライバがうまくイ
ンストールできなかった場合に、手動でインストールする手順を説明します。IWX70とRS20用
のUSBドライバは同じものなので、IWX70、RS20のどちらかをパソコンに接続してインストー
ルを実行します。

USBポートを使用するときの注意
（Windows95）

USBポートに接続する前に、以下の点
を確認してください。

■ W i n d ow s95 のバージョンが
「OEM Service Release 2.1
（OSR2.1）」以降の場合のみ使用
できます。
次の方法でバージョンを確認してくだ
さい。

!  →［設定］→［コントロー
ルパネル］を選択します。

→［コントロールパネル］ウィンドウが
表示されます。

@［システム］アイコンをダブルク
リックします。

→［システムのプロパティ］画面が表示
されます。

#［全般］タブ内に「Mic roso f t
Windows 95 4.00.950B」と表示
されていることを確認します。

$   OK   ボタンをクリックします。

→［システムのプロパティ］が終了し、
［コントロールパネル］ウィンドウに
もどります。

■ OHCIコントローラ採用のパソコ
ンでは、USBポートにUSBケー
ブルを差した状態では W i n -
dows95が終了できないことが
あります。

■ USBケーブルを抜き差しすると、
機能が停止してパソコンが動作し
なくなることがあります。
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USBソフトウェアの確認
（Windows95）

Windows95でUSBを使用する場合
に必要な「USBソフトウェア」がパソ
コンにインストールされているか確認
し、IWX70またはRS20で使用でき
るバージョンかどうかを確認します。
● Windows98の場合はこの操作は

不要です。「USBドライバのインス
トール」へ進みます。

1  →［設定］→［コントロールパ
ネル］を選択します。

2 ［アプリケーションの追加と削除］アイ
コンをダブルクリックします。

→［アプリケーションの追加と削除のプロパ
ティ］画面が表示されます。

3 「USB Supplement to OSR2」があ
るか確認します。

「USB Supplement to OSR2」がな
い場合は、USBソフトウェアがインス
トールされていません。お使いのパソ
コンの製造メーカーにお問い合わせく
ださい。

● 見つかった場合は「U S B
Supplement to OSR2」の
バージョンを確認します。次の
手順に進みます。

4  →［検索］→［ファイルやフォ
ルダ］を選択します。

→［検索：条件＝すべてのファイル］画面が
表示されます。

5 「名前」に「USBD.SYS」と入力します。

6 「探す場所」でWindows95がインス
トールされているハードディスクを選
択し、「サブフォルダも探す」を x に
します。

7  検索開始  ボタンをクリックします。

→検索結果が表示されます。

8 見つかった「USBD.SYS」ファイルの
上で右クリックし、［プロパティ］を選
択します。

→［Usbd.sysのプロパティ］画面が表示さ
れます。

9 ［バージョン情報］タブをクリックし、
「ファイルバージョン」が「4.03.1213」
以降かを確認します。

●「ファイルバージョン」が「4.03.
1212」の場合はIWX70、RS20
では使用できません。

0  キャンセル  ボタンをクリックします。

q ［検索］画面を閉じます。
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● NEC製PC98-NXシリーズの
場合、3 の画面で「U S B
Supplement to OSR2」が表
示されませんが、USBソフト
ウェアはインストールされて
います。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ●「USB Supp lement  to
OSR2」がインストールされ
ていても、パソコンのBIOS設
定を変更しないとUSBポート
が使用できない場合がありま
す。BIOS設定の方法はパソコ
ンによって異なりますので、
パソコンの取扱説明書などを
参照してください。

● 3 の画面で「USB Supple-
ment to OSR2」をダブルク
リックすると、USB ソフト
ウェアが削除されるので注意
してください。

●『Aterm Station』で紹介して
いる動作確認済みパソコンリ
ストの中の、USBソフトウェ
アのバージョンを参考にして
ください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

USBドライバのインストール

Windowsのユニバーサルシリアルバ
スコントローラにIWX70とRS20用
の US B ドライバを組み込みます。
IWX70とRS20は電源を切った状態
にしておいてください。
● 以下の手順はWindows98搭載の

パソコンにIWX70を接続した場合
を例に説明します。お使いの環境に
よっては手順や画面が異なることが
あります。RS20を接続した場合の
手順も同様です。

1 パソコンを起動します。

ほかのアプリケーションソフトを使用
しているときは、そのアプリケーショ
ンを終了します。

2 USBケーブルでパソコンとIWX70ま
たはRS20を接続します。

（→「取扱説明書」の「2-6．パソコン
を接続する」）

3 IWX70の電源を入れます。

● RS2Oの場合は電源プラグをコ
ンセントに差し込みます。

→ ［新しいハードウェアの追加ウィザード］
が起動します。

4   次へ   ボタンをクリックします。
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5 「使用中のデバイスに最適な･･･」を選
択し、  次へ   ボタンをクリックします。

6 添付CD-ROM『AtermIWX70シリー
ズユーティリティ集』をパソコンに
セットします。

●『AtermIWX70シリーズユー
ティリティ集』のメニュー画面
が表示された場合は、［C D -
ROMの終了］ ボタンをクリック
します。

7 「検索場所の指定」を x にし、  参照   ボ
タンをクリックします。

→［フォルダの参照］画面が表示されます。

8 CD-ROMのアイコンをダブルクリッ
クし、「Usb」フォルダをダブルクリッ
クします。

9 「Win98」フォルダをクリックして
  OK   ボタンをクリックします。

● Windows95の場合は「Win95」
フォルダを指定します。

→［新しいハードウェアの追加ウィザード］
の「検索場所の指定」画面にもどります。

0   次へ   ボタンをクリックします。

→「Aterm IT-USB USBPort Adapter」が
CD-ROMから検索されます。

q   次へ   ボタンをクリックします。

→ファイルがコピーされます。

w   完了   ボタンをクリックします。

→USBドライバが組み込まれます。

● 正しくインストールされたか確
認します。次の手順に進みます。

e  →［設定］→［コントロールパ
ネル］を選択します。

r ［システム］アイコンをダブルクリック
します。

→［システムのプロパティ］画面が表示され
ます。

t ［デバイスマネージャ］タブをクリック
します。



6　USBドライバのインストール

o   次へ   ボタンをクリックします。

p 「デバイスは一覧にない」を選択し、
  次へ   ボタンをクリックします。

a 「いいえ（一覧から選択する）」を選択
し、  次へ   ボタンをクリックします。

→「ハードウェアの種類」が表示されます。

s 「ハードウェアの種類」の中から「ポー
ト（COM/LPT）」を選択し、  次へ   ボ
タンをクリックします。

→ハードウェアの「製造元」と「モデル」の
画面が表示されます。

y 一覧の中の「ユニバーサルシリアルバ
スコントローラ」の□＋ をクリックし、
インストールした「Aterm IT-USB
USBPort Adapter」が表示されてい
ることを確認します。

●「Aterm IT-USB USBPort
Adapter」の前に  が表示さ
れているときは、インストール
が失敗した可能性があります。
その場合は USB ドライバを
いったんアンインストールし、
再度インストールを実行します。

● 続けてCOMポートへの組み込
みをおこないます。次の手順に
進みます。

u ［コントロールパネル］の［ハードウェ
アの追加］アイコンをダブルクリック
します。

→［新しいハードウェアの追加ウィザード］
画面が表示されます。

i   次へ   ボタンをクリックします。
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d 「製造元」の中から「NEC」を選択し、
「モデル」の中から「Aterm IT-USB
COMPort Adapter」を選択します。

f   次へ   ボタンをクリックします。

g リソースの割り当てを確認し、  次へ   ボ
タンをクリックします。

● Windows98の場合は h に進
みます。

● Windows95の場合に次の画面
が表示されたときは、「Aterm
IT-USB COMPort Adapter」
がWindows95の「serialui.dll」
を使用するためです。以下の操
作をしてください。

!   OK   ボタンをクリックします。

● Windows95のCD-ROMから
コピーする場合は、CD-ROMを
セットしてから   OK   ボタンを
クリックします。

→［ファイルのコピー］画面が表示され
ます。

@   参照   ボタンをクリックします。

#Windows95がインストールされ
ているフォルダ内の「system」
フォルダをダブルクリックします。

●Windows95のCD-ROMを指
定する場合は「Win95」フォル
ダをダブルクリックします。

$   OK   ボタンをクリックします。

%「ファイルのコピー元」に # で選
択したフォルダが表示されている
ことを確認し、  OK   ボタンをク
リックします。

→［新しいハードウェアの追加ウィザー
ド］画面にもどります。

h 「新しいハードウェアに必要なソフト
ウェアのインストールが完了しました」
と表示されていることを確認し、  完了  

ボタンをクリックします。

→［システム設定の変更］画面が表示されます。



8　USBドライバのインストール／インストールの確認

j   はい   ボタンをクリックします。

→Windowsが終了し、パソコンの電源が切
れます。

k パソコンの電源をONにします。

インストールの確認

USBドライバがCOMポートに組み込
まれたか確認します。

1  →［設定］→［コントロールパ
ネル］を選択します。

2 ［システム］アイコンをダブルクリック
します。

→［システムのプロパティ］画面が表示され
ます。

3 ［デバイスマネージャ］タブをクリック
します。

4 一覧の中の「ポート（COM/LPT）」の
□＋ をクリックし、インストールした
「Aterm IT-USB USBPort Adapter」
が表示されていることを確認します。

● この画面は「Aterm IT-USB
USBPo r t  A d ap t e r」が
「COM2」ポートに組み込まれ
た場合の例です。お使いのパソ
コンによっては C O M 1 や
COM3などに組み込まれること
があります。

●「Aterm IT-USB USBPort
Adapter」の前に  が表示さ
れているときは、インストール
が失敗した可能性があります。
その場合は USB ドライバを
いったんアンインストールし、
再度インストールを実行します。
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IWX70・RS20を組み込む

USBポートに接続したIWX70または
RS20を使用するモデムとして定義し
ます。

1  →［設定］→［コントロールパ
ネル］を選択します。

2 ［モデム］アイコンをダブルクリックし
ます。

● IWX70、RS20以外のモデムが
すでに組み込まれている場合は
次の画面が表示されます。

この画面が表示された場合は
  追加   ボタンをクリックします。
次に表示された画面で「その他」
を選択して、  次へ   ボタンをク
リックします。

→［新しいモデムのインストール］画面が表
示されます。

3 「モデムを一覧から選択するので検出し
ない」をクリックして x にし、  次へ  

ボタンをクリックします。

→モデムのモデルを選択する画面になります。

4  ディスク使用  ボタンをクリックします。

→［ディスクからインストール］画面が表示
されます。

5 添付CD-ROM『AtermIWX70シリー
ズユーティリティ集』をセットします。

メニュー画面が表示された場合は
［CD-ROMの終了］をクリックします。

6   参照   ボタンをクリックします。

→［開く］画面が表示されます。

7 「ドライブ」でCD-ROMドライブを選
択して［intnet］フォルダをダブルク
リックし、［Win95］フォルダを選択
して   OK   ボタンをクリックします。

→［ディスクからインストール］画面にもど
ります。

8   OK   ボタンをクリックします。

→モデム情報ファイルの一覧が表示されます。



10　IWX70・RS20を組み込む

9 使用するモデムを選択します。

IWX70とRS20ではモデムの種類が
異なります。

■ IWX70の場合
接続するアクセスポイントによって
次のように選択します。

報情ムデモ 類種のムデモ

NDSI 線回
spbk46 ）期同（

WImretA
511CNYS

NDSI 期同非線回 WImretA
511CNYSA

NDSI 線回
spbk821 ）期同（ 821PMWImretA

K23SFAIP

23SFAIPWImretA
（ tceriD ）

23SFAIPWImretA
（ sserpmoC ）

K46SFAIP 46SFAIPWImretA

■ RS20の場合
IWX70との無線区間の通信方式に
よって次のように選択します。
IWXX70のモデムの種類を ISDN
用にした場合、無線区間の通信方式
は「デュアルリンクワイヤレス通
信」となります。

式方信通の間区線無 類種のムデモ

K23SFAIP
（ sib24.V ）りあ縮圧

K23riASRmretA
（ sserpmoC ）

K23SFAIP
（ sib24.V ）しな縮圧

K23riASRmretA
（ tceriD ）

ワクンリルアュデ
信通スレヤイ

（ spbk46 ）

K46riASRmretA
（ kniLlauD ）

  次へ   ボタンをクリックします。

「モデムを接続するポート」でUSBドラ
イバを組み込んだCOMポート（「イン
ストールの確認」の 4 ）を選択し、
  次へ   ボタンをクリックします。

→「モデムは正常にセットアップされまし
た。」と表示されます。

  完了   ボタンをクリックします。

→［モデムのプロパティ］画面にもどります。

 閉じる  ボタンをクリックします。

→ IWX70、RS20の組み込みが終了します。
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USBドライバのアンインストール

IWX70とRS20用のUSBドライバ
を削除します。添付CD-ROM『Aterm
IWX70 シリーズユーティリティ集』
に収録されているアンインストーラを
使用します。

!使用中のアプリケーションソフト
を終了します。

@添付CD-ROM『AtermIWX70シ
リーズユーティリティ集』をパソ
コンにセットします。

#メニュー画面が表示されるので
［CD-ROMの終了］をクリックし
ます。

$  →［ファイル名を指定し
て実行］を選択します。

%「名前」に半角文字で次のように入
力します。

Q:¥USB¥ITUSBUNINST.EXE
↑

（QはCD-ROMドライブ名）

^   OK   ボタンをクリックします。

→アンインストーラが起動します。

&画面の指示にしたがってアンイン
ストールを実行します。



12　Windows2000

1-2．USBドライバの手動インストール
（Windows2000）

IWX70またはRS20のUSBポートにパソコンを接続する場合は、パソコンにIWX70とRS20

用のUSBドライバをインストールすることが必要です。USBドライバは『らくらくアシスタン

ト』（→「取扱説明書」）で自動的にインストールができます。ここでは、USBドライバがうまく

インストールできなかった場合に、手動でインストールする手順を説明します。IWX70とRS20

用のUSBドライバは同じものなので、IWX70、RS20のどちらかをパソコンに接続してインス

トールを実行します。

Windows2000

Windowsのユニバーサルシリアルバ
スコントローラにIWX70とRS20用
のUSBドライバを組み込みます。

パソコンを起動します。

ほかのアプリケーションソフトを使用
しているときは、そのアプリケーショ
ンを終了します。

USBケーブルでパソコンとIWX70ま
たはRS20を接続します。

（→「取扱説明書」の「2-6．パソコン
を接続する」）

IWX70の電源を入れます。

● RS20の場合は電源プラグをコ
ンセントに差し込みます。

→［新しいハードウェアの検出ウィザード］
が起動します。

  次へ   ボタンをクリックします。

→検索方法を選択する画面が表示されます。

「デバイスに最適なドライバを検索す
る」を選択し、  次へ   ボタンをクリック
します。

→検索場所を指定する画面が表示されます。

「検索場所のオプション」で「場所を指
定」を x にし、  次へ   ボタンをクリッ
クします。

添付CD-ROM『AtermIWX70シリー
ズユーティリティ集』をパソコンに
セットします。

→製造元のファイルのコピー元を指定する
画面が表示されます。
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  参照   ボタンをクリックします。

→［ファイルの場所］画面が表示されます。

［マイコンピュータ］アイコンをクリッ
クし、CD-ROMのアイコンをダブルク
リックします。

「Usb」フォルダをダブルクリックし、
「Win2000」フォルダをダブルクリッ
クして   開く   ボタンをクリックします。

→製造元のファイルのコピー元を指定する
画面にもどります。

  OK   ボタンをクリックします。

→「Aterm IT-USB USBPort Adapter」が
CD-ROMから検索されます。

  次へ   ボタンをクリックします。

→ファイルがコピーされます。

次の画面が表示されたときは  はい  ボ
タンをクリックします。

  完了   ボタンをクリックします。

→USBドライバが組み込まれます。

→［設定］→［コントロールパ

ネル］を選択します。

→［コントロールパネル］ウィンドウが表示
されます。

［システム］アイコンをダブルクリック
します。

→［システムのプロパティ］画面が表示され
ます。

［ハードウェア］タブをクリックします。
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 デバイスマネージャ�ボタンをクリックし
ます。

→［デバイスマネージャ］ウィンドウが表示
されます。

［モデム］アイコンの前の ＋ をクリッ
クします。

「AtermIT 128K Support Series
for USB」と表示されることを確認し
ます。

［デバイスマネージャ］ウィンドウを閉
じます。

→［システムのプロパティ］画面にもどりま
す。

  OK   ボタンをクリックします。

→［コントロールパネル］ウィンドウにもど
ります。

USBドライバのアンインストール

USBドライバを削除します。添付CD-
ROM『AtermIWX70シリーズユー
ティリティ集』に収録されているアン
インストーラを使用します。

!使用中のアプリケーションソフト
を終了します。

@添付CD-ROM『AtermIWX70シ
リーズユーティリティ集』をパソ
コンにセットします。

#メニュー画面が表示されるので
  終了   ボタンをクリックします。

$  →［ファイル名を指定し
て実行］を選択します。

%「名前」に半角文字で次のように入
力します。

Q:¥USB¥ITUSBUNINST.EXE

（QはCD-ROMドライブ名）

^   OK   ボタンをクリックします。

→アンインストーラが起動します。

&画面の指示にしたがってアンイン
ストールを実行します。
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1-3．USBドライバの手動インストール
（Macintosh）

IWX70またはRS20のUSBポートにMacintoshを接続する場合は、MacintoshにIWX70と

RS20用のUSBドライバをインストールすることが必要です。USBドライバは『Installer for

USB』（→「取扱説明書」）で自動的にインストールができます。ここでは、USBドライバがうま

くインストールできなかった場合に、手動でインストールする手順を説明します。IWX70 と

RS20用のUSBドライバは同じものなので、IWX70、RS20のどちらかをMacintoshに接続

してインストールを実行します。

Macintoshのバージョンを確認
する

IWX70 とRS20 のUSB ポートは
iMacおよびPower Macintosh G3
以降のマシンの次のOSで使用できま
す。［ ］メニュー→［このコンピュー
タについて］で確認します。
Mac OS 8.6 Mac OS ROM J1.2.1
Mac OS 9

USBドライバのインストール

IWX70とRS20用のUSBドライバ
を手動でインストールする手順を説明
します。

1 Macintoshを起動します。

ほかのアプリケーションソフトを使用
しているときは、そのアプリケーショ
ンを終了します。

2 添付CD-ROM『AtermIWX70シリー
ズユーティリティ集』をCD-ROMド
ライブにセットします。

3 ［USBドライバ］フォルダをダブルク
リックします。

4 ［USBドライバ］フォルダ内の2つの
ファイルをハードディスクの［システ
ムフォルダ］内の［機能拡張］フォル
ダにドラッグ&ドロップしてコピーし
ます。

5   OK   ボタンをクリックします。

6 機能拡張を有効にするため、Macintosh
を再起動します。
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● MacOS 8.6がプリインストー
ルされているMacintoshでは
「SerialShimLib」をコピーし
ようとすると、「これは使用中
です･･･」と表示され、コピーで
きないことがあります。その場
合は「SerialShimLib」のコ
ピーは不要です。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ●「USBAterm」のアイコンが
文書になっているときは、
USB ポートが使用できませ
ん。MacOSのバージョンを
8.6 以上にバージョンアップ
してください。

● 他のAterm用のUSBドライ
バと一緒に使用することはで
きません。［機能拡張］フォル
ダに「USBAterm」以外の
「USBAterm」の名前が付く
ファイルがある場合は削除し
てください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

RS20を認識させる

RS20をMacintoshに認識させます。
RS20背面のディップスイッチを操作
します。
MacintoshにIWX70を接続した場合
はこの手順は不要です。

RS20背面のディップスイッチの「1」
をONにします。

RS20の電源プラグをいったんコンセ
ントから抜いて、再度差し込みます。

USBケーブルでMacintoshのUSB
ポートとRS20のUSBポートを接続
します。

（→「取扱説明書」の「2-6.パソコンを
接続する」）
→RS20の液晶ディスプレイに「USB by
Aterm」と表示されます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● ディップスイッチ「1」がOFF
になっていると、RS20 の
USBポートとMacintoshを
接続して使用することはでき
ません。

● ディップスイッチが上記のよ
うに設定されていなくても、
RS20の液晶ディスプレイに
「USB by Aterm」と表示され
ることがありますが、イン
ターネットに接続することは
できません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● RS20の液晶ディスプレイに
「USB by Aterm」と表示され
ない場合は、Macintosh と
RS20が正しく接続されてい
ません。USBケーブルを抜い
て差し込み直してください。
それでも認識されない場合は、
USBドライバが機能拡張フォ
ルダにコピーされているか確
認してください。

● ご使用の環境によってはUSB
ケーブルを差してもMacintosh
がRS20を認識しない場合があ
ります。その場合はいったん
USBケーブルを抜いて再度差し
込み直してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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6   追加   ボタンをクリックします。

→［新しいモデムのインストール］画面が表
示されます。

7 次の画面が表示されたときは「その他」
を選択し、   次へ   ボタンをクリックし
ます。

モデム情報のインストール

IWX70またはRS20をインターネッ
トの接続に使用するモデムとして設定
します。

1 パソコンを起動します。

ほかのアプリケーションソフトを使用
しているときは、そのアプリケーショ
ンを終了します。

2 添付CD-ROM『AtermIWX70シリー
ズユーティリティ集』をパソコンに
セットします。

→「AtermIWX70シリーズユーティリティ
集」のメニュー画面が表示されます。

3 「AtermIWX70シリーズユーティリ
ティ集」のメニュー画面の［CD-ROM
の終了］をクリックします。

→ [AtermIWX70シリーズユーティリティ
集] のメニュー画面が終了します。

● CD -ROM をセットしてもメ
ニュー画面が表示されなかった
ときは、この操作は必要ありま
せん。

4  →［設定］→［コントロールパ
ネル］を選択します。

→ [コントロールパネル]ウィンドウが表示さ
れます。

5 [モデム]アイコンをダブルクリックし
ます。

→［モデムのプロパティ］画面が表示されます。

1-4．インターネット接続の手動設定（Windows98/Windows95）
インターネットに接続するための設定は『らくらくアシスタント』の［インターネット接続の設定］

（→「取扱説明書」）で設定ができます。ここでは『らくらくアシスタント』で設定がうまくできな

かった場合に、手動で設定する手順を説明します。

●以降の手順はWindows98搭載のパソコンにIWX70を接続した場合の設定を例に説明します。

お使いの環境によっては手順や画面が異なることがあります。RS20を接続した場合の手順も

同様です。
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8 「ハードウェアウィザードを実行しな
い」を x にし、   次へ   ボタンをクリッ
クします。

● この画面が表示されない場合は、
9に進みます。

9 「モデムを一覧から選択するので検出し
ない」を x にし、  次へ  ボタンをク
リックします。

0  ディスク使用  ボタンをクリックします。

→［ディスクからインストール］画面が表示
されます。

q   参照   ボタンをクリックします。

w 「ドライブ」のzをクリックしてCD-
ROMドライブ（ ）を選択し、「フォ
ルダ」の「intnet」をダブルクリック
します。

e 「Win98」をダブルクリックし、ファ
イル名の「mdmnit.inf」をクリックし
て   OK   ボタンをクリックします。

→［ディスクからインストール］画面にもど
り、指定したCD-ROMドライブとフォル
ダ名が表示されます。

r   OK   ボタンをクリックします。

→［新しいモデムのインストール］画面が表
示されます。
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t 使用するモデムを選択します。

IWX70とRS20ではモデムの種類が
異なります。

■ IWX70の場合
接続するアクセスポイントによって
次のように選択します。

ト�ン�イ�ポ�ス�セ�ク�ア� 類�種�の�ム�デ�モ�

NDSI 線�回�
spbk46 ）�期�同�（� 511CNYSWImretA

NDSI 期�同�非�線�回� 511CNYSAWImretA

NDSI 線�回�
spbk821 ）�期�同�（� 821PMWImretA

K23SFAIP

23SFAIPWImretA
（� tceriD ）�

23SFAIPWImretA
（� sserpmoC ）�

K46SFAIP 46SFAIPWImretA

● アクセスポイントの接続条件は、プ
ロバイダにお問い合わせください。

■ RS20の場合
IWX70との無線区間の通信方式に
よって次のように選択します。
IWX70のモデムの種類をISDN用
にした場合、無線区間の通信方式は
「デュアルリンクワイヤレス通信」
となります。

式方信通の間区線無 類種のムデモ

K23SFAIP
（ sib24.V ）りあ縮圧

K23riASRmretA
（ sserpmoC ）

K23SFAIP
（ sib24.V ）しな縮圧

K23riASRmretA
（ tceriD ）

ワクンリルアュデ
信通スレヤイ

（ spbk46 ）

K46riASRmretA
（ kniLlauD ）

y   次へ   ボタンをクリックします。

u IWX70またはRS20が接続されてい
るポートを選択し、   次へ  ボタンをク
リックします。

i   完了   ボタンをクリックします。

→モデムのインストールが終了し、[モデム
のプロパティ]画面にもどります。

o tで選択したモデムが反転表示されて
いることを確認し、  プロパティ  ボタン
をクリックします。

● すでに設定してあるモデムと同
じものを再度設定すると［情報］
タブ内に「#2」が付いたモデム
情報が表示されます。
モデム情報を削除するときは、
不要なモデム名をクリックして
から   削除   ボタンをクリックし
ます。
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p 「最高速度」のzをクリックし、最高
速度を選択します。

最高速度とはパソコンと IWX70また
はRS20間の通信速度をさします。イ
ンターネットに接続するときの通信速
度のことではありません。選択したモ
デムの種類によって最高速度を次のよ
うに選択します。

■ IWX70の場合

�の�ム�デ�モ� 度�速�高�最�

511CNYSWImretA 002511

511CNYSAWImretA 00675
002511

821PMWImretA 004032

23SFAIPWImretA
（� tceriD ）� 00675

00251123SFAIPWImretA
（� sserpmoC ）�

46SFAIPWImretA 002511

種�類�

■ RS20の場合

類種のムデモ 度速高最

K23riASRmretA
（ sserpmoC ） 00675

002511K23riASRmretA
（ tceriD ）

K46riASRmretA
（ kniLlauD ） 002511

a   OK   ボタンをクリックします。

→［モデムのプロパティ］画面にもどります。

● 複数のモデム情報をインストー
ルする場合は 6 ～ a をくり
返します。

s  ダイヤルのプロパティ  ボタンをクリック
します。

d 所在地情報を設定します。

登録名： 特に入力の必要はあり
ません。

国名/地域： 「日本」を選択します。
市外局番： 先頭の「0」をのぞい

て入力します。
所在地との通話：変更しません。

f   OK   ボタンをクリックします。

→［モデムのプロパティ］画面にもどります。

g  閉じる  ボタンをクリックします。

→［モデムのプロパティ］が終了し、モデム
情報のインストールが完了します。
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ダイヤルアップの設定

インターネットにダイヤルアップ接続
するための設定をします。
設定の前に、ダイヤルアップネットワー
クが組み込まれているか確認します。

1 デスクトップの[マイコンピュータ]ア
イコンをダブルクリックします。

→［マイコンピュータ］画面が表示されます。

2 [ダイヤルアップネットワーク]アイコ
ンがあるか確認してください。

● [ダイヤルアップネットワーク]
アイコンがすでにある場合は、
「ネットワークプロトコルの設
定」に進みます。

● [ダイヤルアップネットワーク]
アイコンがない場合は、以下の
手順で組み込みます。

ダイヤルアップネットワークの
組み込み

ダイヤルアップネットワークをパソコ
ンに組み込みます。

!Windows98 に添付されている
CD-ROMをパソコンにセットし
ます。

● Windows98がプリインス
トールされているパソコンの
多くは、ハードディスクに
CD-ROMの内容がコピーさ
れています。この場合は、CD-
ROMは必要ありません。

@  →[設定]→[コントロール
パネル]を選択します。

#［アプリケーションの追加と削除]
アイコンをダブルクリックします。

→［アプリケーションの追加と削除のプ
ロパティ］画面が表示されます。

$［Windows ファイル］タブをク
リックします。

%「ファイルの種類」の「通信」を x
にし、   詳細   ボタンをクリックし
ます。

→［通信］画面が表示されます。

「̂ダイヤルアップネットワーク」を
x にし、   OK   ボタンをクリック
します。

→インストールが始まり、［アプリケー
ションの追加と削除のプロパティ］
画面にもどります。
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ネットワークプロトコルの設定

インターネットに接続するときの通信
規約である「ネットワークプロトコル」
を選択します。

1 →［設定］→［コントロールパ
ネル］を選択します。

2 [ネットワーク]アイコンをダブルク
リックします。

3 「現在のネットワークコンポーネント」
にプロバイダへの接続に必要な次の3つ
があるか確認します。

Microsoftネットワーククライアント
ダイヤルアップアダプタ
TCP/IP

これ以外のものは不要ですので、選択
し   削除   ボタンをクリックして削除し
ます。
不足しているものがあれば   追加   ボタ
ンをクリックします。
→［ネットワーク構成ファイル追加］画面が
表示されます。

&   OK   ボタンをクリックします。

→「ダイヤルアップネットワーク」のイ
ンストールが完了します。

*  →［Windowsの終了］を
選択して［コンピュータを再起動
する］を選択し、   はい   をクリッ
クします。

→パソコンが再起動します。

● 再起動後、[マイコンピュータ]
ウィンドウ内に[ダイヤルアッ
プネットワーク]アイコンが表
示されていることを確認して
ください。
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4 不足しているものによってそれぞれ次
の設定をします。

Microsoftネットワーククライアントを
追加する場合：「クライアント」

ダイヤルアップアダプタを追加する場
合：「アダプタ」

TCP/IPを追加する場合：「プロトコ
ル」

● 以降はTCP/IP を例に説明し
ます。

5 ［ネットワークの設定］タブをクリック
します。

6 「プロトコル」を選択し、   追加   ボタン
をクリックします。

→［ネットワークプロトコルの選択］画面が
表示されます。

7 「製造元」で「Microsoft」を選択し、
「ネットワークプロトコル」で「TCP/
IP」を選択します。

8   OK   ボタンをクリックします。

→3の［ネットワークの設定］画面にもど
ります。

9 「TCP/IP」を選択し、  プロパティ  ボタ
ンをクリックします。

→［TCP/IPのプロパティ］画面が表示され
ます。

0 ［詳細設定］タブをクリックします。

q 「既定のプロトコルとして設定する」が
グレー表示になっているか、または
はっきりと表示されているときは x に
なっていることを確認します。

w   OK   ボタンをクリックします。

→［ネットワークの設定］画面にもどります。

e   OK   ボタンをクリックします。

→「再起動しますか」と表示されます。

r   はい   ボタンをクリックします。

→パソコンが再起動し、設定したTCP/IPが
有効になります。
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プロバイダの設定

インターネットの接続に利用するプロ
バイダの設定をします。

1 デスクトップの［マイコンピュータ］ア
イコンをダブルクリックします。

●［マイコンピュータ］アイコンは
図と異なることがあります。

→［マイコンピュータ］ウィンドウが表示さ
れます。

2 ［ダイヤルアップネットワーク］アイコ
ンをダブルクリックします。

● ダイヤルアップネットワークを
はじめて起動したときは、「ダイ
ヤルアップネットワークによう
こそ」の画面が表示されます。こ
の場合は、  次へ   ボタンをクリッ
クします。次回以降の起動時に
は表示されません。

→［ダイヤルアップネットワーク］ウィンド
ウが表示されます。

3 [新しい接続]アイコンをダブルクリッ
クします。

→［新しい接続］画面が表示されます。

4 「接続名」に接続するプロバイダの名前
を任意に入力します。

ここで入力した名前で接続用アイコン
が作成されます。

● ここでは例として「BIGLOBE
64」と入力します。

5 「モデムの選択」でインストールしたモ
デム情報が表示されていることを確認
し、   次へ   ボタンをクリックします。

● モデム名が表示されていない場
合は、zをクリックし、その中
から選択します。

6 「電話番号」に接続するアクセスポイン
トの電話番号を入力します。
市外局番の先頭の「0」は除いて入力し
ます。

7 「国番号」の中から「日本（81）」を選

択し、   次へ   ボタンをクリックします。

8   完了   ボタンをクリックします。

→［ダイヤルアップネットワーク］画面にも
どり、4  で指定した「接続名」の付い
たアイコンが追加されます。

9 ［ダイヤルアップネットワーク］画面で
接続用アイコン（例：BIGLOBE64）に
マウスポインタを合わせ、右クリック
します。
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0 メニューから［プロパティ］を選択し
ます。

→接続先の情報画面が表示されます。

q 接続するアクセスポイントや通信方式
によって「電話番号」の末尾に次の文
字を入力します。

■ PIAFS32Kアクセスポイントに接続
するとき（IWX70・RS20）
電話番号の末尾に「PF」と入力

■ PIAFS64Kアクセスポイントに接続
するとき（IWX70・RS20）
電話番号の末尾に「PD」と入力

■ ITMUX機能を使用して同期64Kア
クセスポイントに接続するとき
（IWX70）
電話番号の末尾に「PA」と入力

■ ITMUX機能を使用して128kbps
マルチリンクPPPアクセスポイント
に接続するとき（IWX70）
電話番号の末尾に「PB」と入力

■ デュアルリンクワイヤレス通信で
RS20から発信するとき（RS20）
電話番号の末尾に「DL」と入力

● この指定をした場合は「市外局
番とダイヤルのプロパティを使
う」をクリックして □ にします。

w   設定   ボタンをクリックします。

e 「最高速度」がアクセスポイントの条件
に応じた通信速度であることを確認し、
  OK   ボタンをクリックします。

最高速度とはパソコンと IWX70また
はRS20間の通信速度をさします。イ
ンターネットに接続するときの通信速
度のことではありません。選択したモ
デムの種類によって最高速度を次ペー
ジのように選択します。



プロバイダの設定　27

手
動
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ

1-4 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
の
手
動
設
定 (W

in
d
o
w
s
9
8
/W

in
d
o
w
s
9
5
)

■ IWX70の場合

�の�ム�デ�モ� 度�速�高�最�

511CNYSWImretA 002511

511CNYSAWImretA 00675
002511

821PMWImretA 004032

23SFAIPWImretA
（� tceriD ）� 00675

00251123SFAIPWImretA
（� sserpmoC ）�

46SFAIPWImretA 002511

種�類�

■ RS20の場合

類種のムデモ 度速高最

K23riASRmretA
（ sserpmoC ） 00675

002511K23riASRmretA
（ tceriD ）

K46riASRmretA
（ kniLlauD ） 002511

r ［サーバーの種類］タブをクリックし
ます。

t サーバーの種類を下図のように設定し
ます。

y  TCP/IP設定  ボタンをクリックします。

→［TCP/IP設定］画面が表示されます。

u 「ネームサーバーアドレスを指定する」
をyにし、プロバイダより指定された
ネームサーバーのIPアドレスを半角で
入力します。

● 設定内容はプロバイダによって
異なります。プロバイダのユー
ザ情報資料などにしたがって指
定してください。

●「セカンダリDNS」はプロバイ
ダから指示がなければ、入力し
なくても問題ありません。

i 「IPヘッダー圧縮を使う」をクリックし
て □ にします。

o   OK   ボタンをクリックします。

p   OK   ボタンをクリックします。

→［ダイヤルアップネットワーク］ウィンド
ウにもどります。
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■ PIAFSスルーモード
子機のPIAFSデータを IWX70で
変換せずにそのままINSネット64
に送出し、PIAFS対応アクセスポ
イントやPHSデータ端末と通信し
ます。

■ プロトコル変換モード（非同期
9.6K/14.4K/19.2K/28.8/
38.4K/57.6K）
子機の無線データをIWX70で一時
的に終端し、非同期対応アクセスポ
イントに合わせてデータを変換して
通信します。対応する通信速度の中
から選択します。

■ プロトコル変換モード（同期64K）
子機の無線データをIWX70で一時
的に終端し、ISDN同期64Kアク
セスポイントに合わせてデータを変
換して通信します。（初期値）

  OK   ボタンをクリックします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面に
もどります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ●「通信モード指定発信」（→
P.79）を使用して、発信モー
ドを選択することもできます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

無線ポートのデータ発信モードを
設定する

IWX70 の無線ポートのデータ発信
モードを設定します。RS20からイン
ターネットに接続するときは、IWX70
の無線ポートのデータ発信モードの設
定が必要です。プロバイダのほとんど
はISDN同期64Kのアクセスポイント
を用意しているので、初期値のままで
発信ができます。非同期アクセスポイ
ントやPIAFSアクセスポイントなどに
接続する場合は、無線ポートのデータ
発信モードを変更します。

 →［プログラム］→［Aterm
IWX70&RS20ユーティリティ］→
［IWX70&RS20らくらくアシスタン
ト］を選択し、『らくらくアシスタント』
を起動します。

→［らくらくアシスタントメニュー］が表示
されます。

［IWX70&RS20の詳細設定］を選択
します。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面が
表示されます。

設定する無線ポートを選択します。

→［無線ポートの設定］画面が表示されます。

「データ発信モード」を選択します。
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接続を確認する

プロバイダのアクセスポイントにダイヤ
ルし、正しく接続できるか確認します。

RS20から接続する場合はPHSラン
プが緑色に点灯していることを確認し
ます。

デスクトップの［マイコンピュータ］ア
イコンをダブルクリックします。

●［マイコンピュータ］アイコンは
図と異なることがあります。

→［マイコンピュータ］ウィンドウが表示さ
れます。

［ダイヤルアップネットワーク］アイコ
ンをダブルクリックします。

→［ダイヤルアップネットワーク］ウィンド
ウが表示されます。

接続アイコン（例：BIGLOBE64）を
ダブルクリックします。

●「プロバイダの設定」の 4 で「接
続名」に指定した名前の接続アイ
コンが表示されます。

→［接続］画面が表示されます。

「ユーザー名」（ユーザID）がプロバイ
ダから指定されたユーザ設定情報など
の資料と合っていることを確認し、パ
スワードを入力します。

●「パスワードの保存」をクリック
して xにすると、次回の接続か
らパスワードを入力する必要が
なくなります。

  接続   ボタンをクリックします。

→ IWX70がINSネット64を通じてプロバ
イダにダイヤルします。

→プロバイダに電話をかけてつながるとユー
ザー名（ユーザID）とパスワードの認証が
おこなわれ、そのあとプロバイダのホスト
コンピュータに接続されます。

→タスクトレイのインジケータに［ダイヤ
ルアップネットワークモニタ］アイコン
が表示されます。

→ INSネット64に接続されます。

→ IWX70またはRS20の液晶ディスプレ
イにデータ通信中を表すc または dが
表示されます。

● IWX70からインターネットに
接続した場合、IWX70の液晶
ディスプレイには、使用中のB
チャネルをあらわすeまたはf
とcまたはdが表示されます。
RS20などの子機からPIAFS
スルーモードでインターネット
に接続した場合は、IWX70の液
晶ディスプレイに  c 、d は表
示されず、 e または fだけが
表示されます。



30　接続を確認する

● IWX70の液晶ディスプレイにc
が表示されているときは、1つの
Bチャネルを使って64kbpsの
速度で通信している状態を示し
ます。d が表示されているとき
は、2つのBチャネルを使って
128kbpsの速度で通信してい
る状態を示します。

● RS20の液晶ディスプレイに c
が表示されているときは、1つ
の 無 線 チ ャ ネ ル を 使 っ て
32kbpsの速度で通信している
状態を示します。dが表示され
ているときは、2つの無線チャ
ネルを使って64kbpsの速度で
通信している状態を示します。

タスクトレイのインジケータの［ダイ
ヤルアップネットワークモニタ］アイ
コンをダブルクリックし、  切断   ボタン
をクリックします。

→ INSネット64との接続が切断されます。

→通信回線が正常に切断されると、IWX70
の液晶ディスプレイに「テ゛ータセツタ゛
ン」と約20秒間表示されます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ●   切断   ボタンをクリックして
も IWX70またはRS20の液
晶ディスプレイにデータ通信
中を表すcまたはdが表示さ
れているときは、通信回線が
つながったままになっていま
す。このようなときはIWX70
に接続されている INS 回線
ケーブルを抜いて通信回線を
強制的に切断してください。
なお、INS回線ケーブルを抜く
とすべての通信が切断される
ので、電話機などの他の機器
が通信中ではないことを確認
してから INS回線ケーブルを
抜いてください。

● 通信相手に接続できなかった
場合に IWX70が同じ番号に
自動的に再発信する回数は、
最初の発信から数えて3分間
で2回以内に制限されていま
す。この制限内で接続できな
かった場合は、時間をおいて
から接続しなおしてください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● アクセスポイントに接続した
あとに認証の失敗などでイン
ターネットに接続できなかっ
た場合も、通信料金がかかり
ます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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1-5．インターネット接続の手動設定（Windows2000）
インターネットに接続するための設定は『らくらくアシスタント』の［インターネット接続の設定］

（→「取扱説明書」）で設定ができます。ここでは『らくらくアシスタント』で設定がうまくできな

かった場合に、手動で設定する手順を説明します。

● 以降の手順はWindows2000搭載のパソコンにIWX70を接続した場合の設定を例に説明し

ます。RS20を接続した場合の手順も同様です。

［電話とモデムのオプション］アイコン
をダブルクリックします。

→［電話とモデムのオプション］画面が表示
されます。

［モデム］タブをクリックします。

  追加   ボタンをクリックします。

→［ハードウェアの追加と削除］画面が表示
されます。

モデム情報のインストール

IWX70またはRS20をインターネッ
トの接続に使用するモデムとして設定
します。

パソコンを起動します。

ほかのアプリケーションソフトを使用
しているときは、そのアプリケーショ
ンを終了します。

添付CD-ROM『AtermIWX70シリー
ズユーティリティ集』をパソコンに
セットします。

→「AtermIWX70シリーズユーティリティ
集」のメニュー画面が表示されます。

「AtermIWX70 シリーズユーティリ
ティ集」のメニュー画面の［CD-ROM
の終了］をクリックします。

→［AtermIWX70シリーズユーティリティ
集］のメニュー画面が終了します。

● CD -ROM をセットしてもメ
ニュー画面が表示されなかった
ときは、この操作は必要ありま
せん。

  →［設定］→［コントロール
パネル］を選択します。

→［コントロールパネル］ウィンドウが表示
されます。
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「モデムを一覧から選択するので検出し
ない」を x にして   次へ   ボタンをク
リックします。

  次へ   ボタンをクリックします。

 ディスク使用  ボタンをクリックします。

→［フロッピーディスクからインストール］
画面が表示されます。

  参照   ボタンをクリックします。

→［ファイルの場所］画面が表示されます。

CD-ROMドライブを選択し、「INTNET」
フォルダをダブルクリックします。
「WIN2000」フォルダをクリックし
て   開く   ボタンをクリックします。

→［フロッピーディスクからインストール］
画面に戻ります。

  OK   ボタンをクリックします。

「モデム」の中から使用するモデムを選
択します。

IWX70とRS20ではモデムの種類が
異なります。

■ IWX70の場合
「AtermIW 128K Support Series」
を選択します。

■ RS20の場合
「AtermRS Series」を選択します。

  次へ   ボタンをクリックします。



モデム情報のインストール　33

1-5 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
の
手
動
設
定 (W

in
d
o
w
s
2
0
0
0
)

手
動
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ

Atermを接続しているポートを選択
し、  次へ   ボタンをクリックします。

→［デジタル署名が見つかりませんでした］
画面が表示されます。

次の画面が表示されたときは   はい   ボ
タンをクリックします。

→モデム情報がインストールされます。

  完了   ボタンをクリックします。

→［電話とモデムのオプション］画面にもど
ります。

rで選択したモデムが追加されている
ことを確認し、［ダイヤル情報］タブを
クリックします。

  編集   ボタンをクリックします。

→［所在地の編集］画面が表示されます。

「国／地域」を「日本」とし、「市外局
番」を入力します。

「ダイヤル方法」で「トーン」を選択し、
  OK   ボタンをクリックします。

→［電話とモデムのオプション］画面にもど
ります。

  OK   ボタンをクリックします。

→［電話とモデムのオプション］の設定が終
了します。
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ネットワークとダイヤルアップ接続
の設定

 →［設定］→［ネットワークと
ダイヤルアップ接続］を選択します。

●［スタートメニュー］は図と異な
ることがあります。

→［ネットワークとダイヤルアップ接続］
ウィンドウが表示されます。

［新しい接続の作成］アイコンをダブル
クリックします。

→［ネットワークの接続ウィザード］画面が
表示されます。

  次へ   ボタンをクリックします。

→ネットワーク接続の種類を選択する画面
が表示されます。

「インターネットにダイヤルアップ接続
する」を選択し、   次へ   ボタンをクリッ
クします。

→［インターネット接続ウィザード］画面が
表示されます。

「インターネット接続を手動で設定す
る･･･」を選択し、   次へ   ボタンをクリッ
クします。

→インターネット接続の設定をする画面が
表示されます。

「電話回線とモデムを使ってインター
ネットに接続します」を選択し、  次へ  

ボタンをクリックします。

→［モデムの選択］画面が表示されます。
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接続に使うモデムでIWX70用または
R S 2 0 用のモデム情報を選択し、
  次へ   ボタンをクリックします。

● モデム情報が1つしかインストー
ルされていないときは、この画
面は表示されません。

→インターネットアカウントの接続情報を
設定する画面が表示されます。

「電話番号」に接続するアクセスポイン
トの電話番号を市外局番から入力し、
「市外局番とダイヤル情報を使う」をク
リックして □ にします。

  次へ   ボタンをクリックします。

→インターネットアカウントのログオン情
報の画面が表示されます。

プロバイダから指定されたユーザ設定
情報などの資料にしたがって、「ユー
ザー名」（ユーザID）と「パスワード」
を入力します。

  次へ   ボタンをクリックします。

→コンピュータの設定の画面が表示されます。

「接続名」にダイヤルアップ接続の名前
を任意に入力します。

● ここでは例として「BIGLOBE64」
と入力します。

  次へ   ボタンをクリックします。

→インターネットメールアカウントを設定
する画面が表示されます。

「はい」を選択し、   次へ   ボタンをクリッ
クします。

インターネットメールアカウントを設
定しない場合「いいえ」を選択し、s
に進みます。

→名前を設定する画面が表示されます。
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電子メールを送信するときに表示する
名前を任意に入力し、  次へ   ボタンをク
リックします。

→インターネット電子メールアドレスを設
定する画面が表示されます。

プロバイダから指定されたユーザ設定
情報などの資料にしたがって、「電子
メールアドレス」を入力します。

  次へ   ボタンをクリックします。

→［電子メールサーバー名］画面が表示され
ます。

プロバイダから指定されたユーザ設定
情報などの資料にしたがって、メール
サーバーの種類と名前を入力します。

  次へ   ボタンをクリックします。

→インターネットメールログオンを設定す
る画面が表示されます。

プロバイダから指定されたユーザ設定
情報などの資料にしたがって、「アカウ
ント名」と「パスワード」を入力します。

●「パスワードを保存する」をク
リックして x にしておくと、次
回の接続からパスワードを入力
する必要がなくなります。

  次へ   ボタンをクリックします。

  完了   ボタンをクリックします。

●「今すぐインターネットに接
続･･･」が x になっているとブ
ラウザが起動し、インターネッ
トに接続できます。

→［ネットワークとダイヤルアップ接続］
ウィンドウにもどり、w でつけた名前の
接続アイコンができます。
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モデムのプロパティの設定

「ネットワークとダイヤルアップ接続
の設定」で作成した接続アイコン（例：
BIGLOBE64）の上で右クリックし
ます。

→ショートカットメニューが表示されます。

［プロパティ］を選択します。

→［プロパティ］画面が表示されます。

  構成   ボタンをクリックします。

→［モデムの構成］画面が表示されます。

「モデムプロトコル」を設定します。

次の表を参照し、接続するアクセスポ
イントや通信方式によってモデムプロ
トコルを選択します。通常は「PPP
（64K）」を選択します。

トンイポスセクア
法方続接はたま ルコトロプムデモ

期同 K46 続接 PPP （ K46 ）

期同 K821 続接 PPP （ K821 ）

期同非 K6.75 続接 011.V （ K6.75 ）

SFAIP 信通 SFAIP 信発－

続接信着
）バーサプッアルヤイダ（

OTUA （ hc1 ）

「モデムによるエラー制御を行う」、「モ
デムによるデータ圧縮を行う」が x に
なっているときは、クリックして □ に
します。

  OK   ボタンをクリックします。

→［プロパティ］画面にもどります。

［ネットワーク］タブをクリックします。

  設定   ボタンをクリックします。

→［PPPの設定］画面が表示されます。

「ソフトウェアによる圧縮を行う」をク
リックして □ にし、  OK   ボタンをク
リックします。

→［プロパティ］画面にもどります。
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「PPPリンク」の「IPヘッダーの圧縮
を使う」の x  をクリックして □ に
し、  OK   ボタンをクリックします。

→［インターネットプロトコル（TCP/IP）の
プロパティ］画面にもどります。

  OK   ボタンをクリックします。

→［プロパティ］画面にもどります。

  OK   ボタンをクリックします。

→［ネットワークとダイヤルアップ接続］画
面にもどります。

「チェックボックスがオンになっている
コンポーネント・・・」の「インター
ネットプロトコル（TCP/IP）」をク
リックし、 プロパティ  ボタンをクリッ
クします。

→［インターネットプロトコル（TCP/IP）の
プロパティ］画面が表示されます。

「IPアドレス」、「DNSサーバーのアド
レス」がプロバイダから通知される場
合は、「IPアドレスを自動的に取得す
る」、「DNSサーバーのアドレスを自動
的に取得する」を選択します。

これらがプロバイダから通知されない
場合は「次のIPアドレスを使う」、「次
のDNSサーバーのアドレスを使う」を
選択し、「IPアドレス」、「優先DNSサー
バー」（プライマリDNS）、「代替DNS
サーバー」（セカンダリDNS）を入力
します。

  詳細設定   ボタンをクリックします。

→［TCP/IP詳細設定］画面が表示されます。
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PIAFS、ITMUXを設定する

PIAFS32K、PIAFS64K、ITMUX通信
をおこなうには以下の設定が必要です。

「ネットワークとダイヤルアップ接続の設
定」で作成した接続アイコン（例：
BIGLOBE64）の上で右クリックします。

→ショートカットメニューが表示されます。

［プロパティ］を選択します。

→［プロパティ］画面が表示されます。

接続するアクセスポイントや通信方式
によって「電話番号」の末尾に次の文
字を入力します。

■ PIAFS32Kアクセスポイントに接続
するとき（IWX70・RS20）
電話番号の末尾に「PF」と入力

■ PIAFS64Kアクセスポイントに接続
するとき（IWX70・RS20）
電話番号の末尾に「PD」と入力

■ ITMUX機能を使用して同期64K
アクセスポイントに接続するとき
（IWX70）
電話番号の末尾に「PA」と入力

■ ITMUX機能を使用して128kbps
マルチリンクPPPアクセスポイント
に接続するとき（IWX70）
電話番号の末尾に「PB」と入力

■ デュアルリンクワイヤレス通信で
RS20から発信するとき（RS20）
電話番号の末尾に「DL」と入力

  OK   ボタンをクリックします。

→［ネットワークとダイヤルアップ接続］
ウィンドウにもどります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● この操作で設定した内容は接続
アイコンのプロパティとして保
存されるので、インターネット
に接続するときには設定した通
信方式で接続されます。

● 接続アイコンは複数登録する
ことができます。PIAFSアク
セスポイント用とITMUX用な
ど通信方式ごとに接続アイコ
ンを作って、接続方法を使い
分けることもできます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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無線ポートのデータ発信モードを
設定する

IWX70 の無線ポートのデータ発信
モードを設定します。RS20からイン
ターネットに接続するときは、IWX70
の無線ポートのデータ発信モードの設
定が必要です。プロバイダのほとんど
はISDN同期64Kのアクセスポイント
を用意しているので、初期値のままで
発信ができます。非同期アクセスポイ
ントやPIAFSアクセスポイントなどに
接続する場合は、無線ポートのデータ
発信モードを変更します。

 →［プログラム］→［Aterm
IWX70&RS20ユーティリティ］→
［IWX70&RS20らくらくアシスタン
ト］を選択し、『らくらくアシスタント』
を起動します。

→［らくらくアシスタントメニュー］が表示
されます。

［IWX70&RS20の詳細設定］を選択
します。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面が
表示されます。

設定する無線ポートを選択します。

→［無線ポートの設定］画面が表示されます。

「データ発信モード」を選択します。

■ PIAFSスルーモード
子機のPIAFSデータを IWX70で
変換せずにそのままINSネット64
に送出し、PIAFS対応アクセスポ
イントやPHSデータ端末と通信し
ます。

■ プロトコル変換モード（非同期
9.6K/14.4K/19.2K/28.8/
38.4K/57.6K）
子機の無線データをIWX70で一時
的に終端し、非同期対応アクセスポ
イントに合わせてデータを変換して
通信します。対応する通信速度の中
から選択します。

■ プロトコル変換モード（同期64K）
子機の無線データをIWX70で一時
的に終端し、ISDN同期64Kアク
セスポイントに合わせてデータを変
換して通信します。（初期値）

  OK   ボタンをクリックします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面に
もどります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ●「通信モード指定発信」（→
P.79）を使用して、発信モー
ドを選択することもできます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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接続を確認する

プロバイのアクセスポイントダにダイヤ
ルし、正しく接続できるか確認します。

RS20から接続する場合はPHSラン
プが緑色に点灯していることを確認し
ます。

 →［設定］→［ネットワークと
ダイヤルアップ接続］を選択します。

接続アイコン（例：BIGLOBE64）を
ダブルクリックします。

●「ネットワークとダイヤルアップ
接続の設定」の w で「接続名」
に入力した名前の接続アイコン
が表示されます。

→［接続］画面が表示されます。

「ユーザー名」がプロバイダから指定さ
れたユーザ設定情報などの資料と合っ
ていることを確認し、パスワードを入
力します。

●「パスワードの保存」をクリック
して x にすると、次回の接続か
らパスワードを入力する必要が
なくなります。

 ダイヤル  ボタンをクリックします。

→ IWX70がINSネット64を通じてプロバ
イダにダイヤルします。

→プロバイダに電話をかけてつながると
ユーザー名（ユーザ ID）とパスワードの
認証がおこなわれ、そのあとプロバイダ
のホストコンピュータに接続されます。

→［接続完了］画面とタスクトレイのインジ
ケータに［ネットワークとダイヤルアッ
プ接続］アイコンが表示されます。

  OK   ボタンをクリックします。

→ INSネット64に接続されます。

→ IWX70またはRS20の液晶ディスプレ
イにデータ通信中を表す c またはd が
表示されます。

● IWX70からインターネットに接
続した場合、IWX70の液晶ディ
スプレイには、使用中のBチャネ
ルをあらわす e または f とc
またはdが表示されます。RS20
などの子機からPIAFS スルー
モードでインターネットに接続
した場合は、IWX70の液晶ディ
スプレイに c 、d は表示され
ず、 e または f だけが表示さ
れます。

● IWX70の液晶ディスプレイに c
が表示されているときは、
1つのBチャネルを使って64kbps
の速度で通信している状態を示
します。d が表示されていると
きは、2つのBチャネルを使っ
て128kbpsの速度で通信して
いる状態を示します。
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● RS20 の液晶ディスプレイに
c が表示されているときは、1
つの無線チャネルを使って
32kbpsの速度で通信している
状態を示します。d が表示され
ているときは、2つの無線チャ
ネルを使って64kbpsの速度で
通信している状態を示します。

タスクトレイのインジケータの［ネッ
トワークとダイヤルアップ接続］アイ
コンをクリックします。

→［状態］画面が表示されます。

  切断   ボタンをクリックします。

→ INSネット64との接続が切断されます。

→通信回線が正常に切断されると、IWX70
の液晶ディスプレイに「テ゛ータセツタ゛
ン」と約20秒間表示されます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ●   切断   ボタンをクリックして
も IWX70またはRS20の液
晶ディスプレイにデータ通信
中を表す c またはd が表示
されているときは、通信回線
がつながったままになってい
ます。このようなときは
IWX70に接続されているINS
回線ケーブルを抜いて通信回
線を強制的に切断してくださ
い。なお、INS回線ケーブルを
抜くとすべての通信が切断さ
れるので、電話機などの他の
機器が通信中ではないことを
確認してから INS回線ケーブ
ルを抜いてください。

● 通信相手に接続できなかった
場合に IWX70が同じ番号に
自動的に再発信する回数は、
最初の発信から数えて3分間
で2回以内に制限されていま
す。この制限内で接続できな
かった場合は、時間をおいて
から接続し直してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● アクセスポイントに接続した
あとに認証の失敗などでイン
ターネットに接続できなかっ
た場合も、通信料金がかかり
ます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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1-6．インターネット接続の手動設定（Macintosh）
インターネットに接続するための設定は『らくらくアシスタント』の［インターネット接続の設定］

（→「取扱説明書」）で設定ができます。ここでは『らくらくアシスタント』で設定がうまくできな

かった場合に、手動で設定する手順を説明します。

●以降の手順はMacintoshにIWX70を接続した場合の設定を例に説明します。お使いの環境に

よっては手順や画面が異なることがあります。RS20を接続した場合の手順も同様です。

設定の前に

インターネットの接続に必要な、
TCP/IP、モデム、リモートアクセス
（PPP）の設定をします。ここではMac
OS 7.6以上に添付されている「Open
Transport PPP」を使って設定する
方法を説明します。

■ Mac OS 7.6以上をお使いの場合

○ TCP/IPソフトウェアが添付されて
います。 （アップルメニュー） →
［コントロールパネル］に「TCP/
IP」が入っていることを確認してく
ださい。入っていない場合は、
Macintoshに添付されているCD-
ROMから、カスタムインストール
でTCP/IP をインストールしてく
ださい。

○ Open Transport PPPが標準で添付
されています。 （アップルメ
ニュー） →［コントロールパネル］に
「P P P 」が入っていないときは、
Macintosh に添付されているCD-
ROMからインストールしてください。

■ Performaシリーズをお使いの場合

○ （アップルメニュー） →［コン
トロールパネル］→［機能拡張マ
ネージャ］で「A/ROSE」のチェッ
クマークをはずさないと、ソフト
ウェアが動作しない場合がありま
す。機能拡張マネージャについて
は、Macintoshの取扱説明書を参
照してください。

○ モデム内蔵の機種をお使いの場合
は、 （アップルメニュー） →［コ
ントロールパネル］→［機能拡張マ
ネージャ］で内蔵モデムに関する
チェックを外さないと、モデムポー
トが機能しないことがあります。う
まく動作しない場合は、モデムポー
トの代わりにプリンタポートに
IWX70またはRS20を接続してく
ださい。詳細は、アップルコン
ピュータにお問い合わせください。
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TCP/IPの設定

プロバイダに接続するときの条件を設
定します。

1 メニューバーの （アップルメ
ニュー）から［コントロールパネル］→
［TCP/IP］を選択します。

→［TCP/IP］画面が表示されます。

2 「経由先」のプルダウンメニューから
「PPP」を選択します。

3 「設定方法」のプルダウンメニューから
「PPPサーバを参照」を選択します。

4 契約しているプロバイダのユーザ設定
情報などの資料にしたがって、「ネーム
サーバアドレス」にDNSのIPアドレ
スを入力します。

● 1行目にプライマリを入力して
改行し、2行目にセカンダリを
入力します。セカンダリはプロ
バイダから指示がなければ入力
しなくても問題ありません。

● 文字は半角の英数字で入力しま
す。大文字、小文字の区別もプロ
バイダの指示にしたがってくだ
さい。

5 「検索ドメイン名」にドメイン名（プロ
バイダのサーバ名）を入力します。

6 ［TCP/IP］画面のクローズボックスを
クリックします。

7   保存  ボタンをクリックします。

→TCP/IPの設定が終了します。

● 続けてモデムの設定をします。
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CCLファイルのインストール

IWX70とRS20用のモデム情報ファ
イルをMacintoshにインストールし
ます。

1 添付CD-ROM『AtermIWX70シリー
ズユーティリティ集』をCD-ROMド
ライブにセットします。

→CD-ROMウィンドウが表示されます。

2 ［CCLファイル］フォルダをダブルク
リックします。

→Aterm用のCCLファイルの一覧が表示
されます。

3 これらのファイルをハードディスクの
［システム］フォルダ →［機能拡張］
フォルダ→［Modem Script］フォル
ダにコピーします。

同じ名前のファイルがある場合は上書
きします。
→ IWX70とRS20用のモデム情報ファイ
ルがインストールされます。

モデムの設定

1 メニューバーの （アップルメ
ニュー）から［コントロールパネル］→
［モデム］を選択します。

→［モデム］画面が表示されます。

2 「経由先」で IWX70またはRS20を
接続したポートを選択します。

USBポートに接続している場合は「経
由先」で「Aterm」を選択します。

3 「モデム」 でモデムの種類を選択します。

■ IWX70の場合
接続するアクセスポイントによって次
のようにモデムの種類を選択します。

トンイポスセクア 報情ムデモ
（ LCC ）ルイァフ

期同非 K6.75 k6.75WImretACEN

期同 K821 PMWImretACEN

期同 K46 PPPk46WImretACEN

K23SFAIP SFAIPk23WImretACEN

K46SFAIP SFAIPk46WImretACEN

● USBポートに接続している場合は、
モデムの種類のうしろに「（USB）」
とついたモデム情報を選択します。

● アクセスポイントの接続条件は、プ
ロバイダにお問い合わせください。
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■ RS20の場合
無線区間（RS20とIWX70との間）
の通信方式によって次のようにモデ
ムを選択します。

式方信通の間区線無 報情ムデモ
（ LCC ）ルイァフ

K23SFAIP
（ sib24.V ）しな縮圧

SRmretACEN
tceriD

K23SFAIP
（ sib24.V ）りあ縮圧

SRmretACEN
sserpmoC

ヤイワクンリルアュデ
信通スレ （ spbk46 ）

SRmretACEN
skniLlauD

● USBポートに接続している場合
は、モデムの種類のうしろに
「（USB）」とついたモデム情報
を選択します。

● 特に指定がない場合は「NEC
AtermRS DualLinks」を選択
してください。「デュアルリンク
ワイヤレス通信」はNEC独自の
通信方式で、無線2チャネルを
使って64kbpsの速度で無線通
信し、同期／非同期アクセスポ
イントに接続ができます。

4 ［モデム］ 画面のクローズボックスをク
リックします。

5   保存  ボタンをクリックします。

→モデムの設定が終了します。続けてリ
モートアクセス（またはPPP）の設定を
します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ�

● デュアルリンクワイヤレス通信
で接続する場合はFree PPP
などの通信ソフトを使用し、
ATコマンドで「デュアルリン
クワイヤレス通信モード」に設
定してください。（→「取扱説
明書」）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

リモートアクセス（またはPPP）
の設定

ここではリモートアクセス（Mac OS
8.5）を例に説明します。Mac OS 8.0
をお使いの場合は「リモートアクセス」
を「PPP」に置き換えてお読みくだ
さい。

1 メニューバーの （アップルメ
ニュー）から［コントロールパネル］→
［リモートアクセス］（または［PPP］）
を選択します。

→［リモートアクセス］（または［PPP］）画
面が表示されます。

2 「登録利用者」がyになっていること
を確認します。

3 「名前」（ユーザID）、「パスワード」を
入力します。

●「ユーザ ID」（ユーザ名）「パス
ワード」は、プロバイダのユーザ
設定情報などの資料にしたがっ
て入力します。

● 文字は半角の英数字で入力しま
す。大文字、小文字の区別もプロ
バイダの指示にしたがってくだ
さい。

●「パスワードを保存」を xにす
ると入力したパスワードが保存
され、次回から入力する必要が
なくなります。
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9 「使用プロトコル」を「PPP」にします。

0 「モデム内蔵の誤り訂正と圧縮を使う」、
「TCPヘッダ圧縮を使う」をそれぞれ
xにします。

q   OK   ボタンをクリックします。

→［リモートアクセス］（または［PPP］）画
面にもどります。

w ［リモートアクセス］（または［PPP］）
画面のクローズボックスをクリックし
ます。

e   保存  ボタンをクリックします。

→リモートアクセス（またはPPP）の設定
が終了します。

4 「電話番号」にプロバイダの最寄りのア
クセスポイントの電話番号を、半角で
入力します。

● ハイフンや（　）は入力する必要
はありません。

5  オプション  ボタンをクリックします。

→［オプション］画面が表示されます。

6 ［接続］タブをクリックします。

7 「操作しないまま10分間が過ぎたら接
続を切る」をxにしておきます。

8 ［プロトコル］タブをクリックします。
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接続を確認する

プロバイダのアクセスポイントにダ
イヤルし、正しく接続できるか確認
します。

1 メニューバーの （アップルメ
ニュー）から［コントロールパネル］→
［リモートアクセス］（または［PPP］）
を選択します。

→［リモートアクセス］（または［PPP］）画
面が表示されます。

2   接続  ボタンをクリックします。

このとき「電話番号」に接続するア
クセスポイントや通信方式によって
「電話番号」の末尾に次の文字を入
力すると、通信モードを指定して発
信できます。

■ PIAFS32Kアクセスポイントに接続
するとき（IWX70・RS20）
電話番号の末尾に「PF」と入力

■ PIAFS64Kアクセスポイントに接続
するとき（IWX70・RS20）
電話番号の末尾に「PD」と入力

■ ITMUX機能を使用して同期64Kア
クセスポイントに接続するとき
（IWX70）
電話番号の末尾に「PA」と入力

■ ITMUX機能を使用して128kbpsマ
ルチリンクPPPアクセスポイントに
接続するとき（IWX70）
電話番号の末尾に「PB」と入力

■ デュアルリンクワイヤレス通信で
RS20から発信するとき（RS20）
電話番号の末尾に「DL」と入力

→ IWX70がINSネット64を通じてプロバ
イダにダイヤルします。

→プロバイダに電話をかけてつながると名前
（ユーザID）とパスワードの認証がおこな
われます。そのあとプロバイダのホストコ
ンピュータに接続され次の画面が表示され
ます。

→ IWX70またはRS20の液晶ディスプレ
イにデータ通信中を表す c または d が
表示されます。

● IWX70からインターネットに接
続した場合、IWX70の液晶ディ
スプレイには、使用中のBチャネ
ルをあらわす eまたは fが表示
されます。RS20などの子機か
らPIAFS スルーモードでイン
ターネットに接続した場合は、
IWX70の液晶ディスプレイに
c 、 d は表示されず、 e または
fだけが表示されます。

● IWX70の液晶ディスプレイに
c が表示されているときは、
1つのBチャネルを使って64
kbps の速度で通信している状
態を示します。d が表示されて
いるときは、2つのBチャネル
を使って128kbpsの速度で通
信している状態を示します。
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● RS20 の液晶ディスプレイに
 c が表示されているときは、1
つの無線チャネルを使って
32kbpsの速度で通信している
状態を示します。d が表示され
ているときは、2つの無線チャ
ネルを使って64kbpsの速度で
通信している状態を示します。

3 ［リモートアクセス］（または［PPP］）
画面の 接続を切る ボタンをクリックし
てから、クローズボックスをクリック
します。

● ブラウザソフトを終了しても電
話はつながったままになってい
ます。インターネットの接続を
終了するときは、必ずこの画面
の  接続を切る ボタンをクリック
してください。

→インターネットの接続が切断されます。

→通信回線が正常に切断されると、IWX70
の液晶ディスプレイに「テ゛ータセツ
タ゛ン」と約20秒間表示されます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● インターネットの接続を終了
するときには、ブラウザソフ
トを終了させただけでは回線
は切断されません。必ず切断
操作をしてください。

●  接続を切る ボタンをクリック
しても IWX70またはRS20
の液晶ディスプレイにcまた
はdが表示されているときは、
通信回線がつながったままに
なっています。このようなと
きは IWX70 に接続されてい
るINS回線ケーブルを抜いて、
通信回線を強制的に切断して
ください。なお、INS回線ケー
ブルを抜くとすべての通信が
切断されるので、電話機など
の他の機器が通信中ではない
ことを確認してから INS回線
ケーブルを抜いてください。

● 通信相手に接続できなかった
場合に IWX70が同じ番号に
自動的に再発信する回数は、
最初の発信から数えて3分間
で2回以内に制限されていま
す。この制限内で接続できな
かった場合は、時間をおいて
から接続し直してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● アクセスポイントに接続した
あとに認証の失敗などでイン
ターネットに接続できなかっ
た場合も、通信料金がかかり
ます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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1-7．インターネット接続の手動設定（WindowsNT4.0）
WindowsNT4.0の場合、『らくらくアシスタント』でインターネットに接続するための設定を

することはできません。手動で設定する手順を説明します。

●以降の手順はWindowsNT4.0搭載のパソコンにIWX70を接続した場合の設定を例に説明し

ます。お使いの環境によっては手順や画面が異なることがあります。RS20を接続した場合の

手順も同様です。

モデム情報のインストール

IWX70またはRS20をインターネッ
トの接続に使用するモデムとして設定
します。

1 パソコンを起動します。

ほかのアプリケーションソフトを使用
しているときは、そのアプリケーショ
ンを終了します。

2 添付CD-ROM『AtermIWX70シリー
ズユーティリティ集』をパソコンに
セットします。

→「AtermIWX70シリーズユーティリティ
集」のメニュー画面が表示されます。

3 ［AtermIWX70シリーズユーティリ
ティ集］のメニュー画面の［CD-ROM
の終了］をクリックします。

→［AtermIWX70シリーズユーティリティ
集］のメニュー画面が終了します。

● CD -ROM をセットしてもメ
ニュー画面が表示されなかった
ときは、この操作は必要ありま
せん。

4  →［設定］→［コントロールパ

ネル］を選択します。

→［コントロールパネル］ウィンドウが表示
されます。

5 ［モデム］アイコンをダブルクリックし
ます。

→［モデムのプロパティ］画面が表示されます。

6   追加  ボタンをクリックします。

→［新しいモデムのインストール］画面が表
示されます。

7 「インストールするモデムの種類」の
「その他」を選択し、  次へ  ボタンをク
リックします。
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8 「ハードウェアウィザードを実行しな
い」を x にして   次へ  ボタンをク
リックします。

● この画面が表示されない場合は、
0に進みます。

9 「モデムを一覧から選択するので検出し
ない」を xにして   次へ  ボタンをク
リックします。

0  ディスク使用 ボタンをクリックします。

→［ディスクからインストール］画面が表示
されます。

q   参照   ボタンをクリックします。

w 「ドライブ」の z をクリックしてCD-
ROMドライブ（ ）を選択し、「フォ
ルダ」欄の「intnet」をダブルクリッ
クします。

e 「win95」をダブルクリックし、ファイ
ル名の「mdmnit.inf」をクリックして
  OK   ボタンをクリックします。

→［ディスクからインストール］画面にもど
り、指定したCD-ROMドライブとフォル
ダ名が表示されます。

r　   OK   ボタンをクリックします。

→［新しいモデムのインストール］画面が表
示されます。



52　モデム情報のインストール

t 使用するモデムを選択します。

■ IWX70の場合
接続するアクセスポイントによって
次のように選択します。

ト�ン�イ�ポ�ス�セ�ク�ア� 類�種�の�ム�デ�モ�

NDSI 線�回�
spbk46 ）�期�同�（� 511CNYSWImretA

NDSI 期�同�非�線�回� 511CNYSAWImretA

NDSI 線�回�
spbk821 ）�期�同�（� 821PMWImretA

K23SFAIP

23SFAIPWImretA
（� tceriD ）�

23SFAIPWImretA
（� sserpmoC ）�

K46SFAIP 46SFAIPWImretA

● アクセスポイントの接続条件は、プ
ロバイダにお問い合わせください。

■ RS20の場合
IWX70との無線区間の通信方式に
よって次のように選択します。
IWX70のモデムの種類をISDN用
にした場合、無線区間の通信方式は
「デュアルリンクワイヤレス通信」
となります。

式方信通の間区線無 類種のムデモ

K23SFAIP
（ sib24.V ）りあ縮圧

K23riASRmretA
（ sserpmoC ）

K23SFAIP
（ sib24.V ）しな縮圧

K23riASRmretA
（ tceriD ）

ワクンリルアュデ
信通スレヤイ

（ spbk46 ）

K46riASRmretA
（ kniLlauD ）

y IWX70またはRS20を接続している
ポートを選択し、  次へ  ボタンをク
リックします。

u   完了   ボタンをクリックします。

→モデム情報がインストールされます。
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リモートアクセスサービスの設定

1  →［設定］→［コントロールパ
ネル］を選択します。

2 ［ネットワーク］アイコンをダブルク
リックします。

→［ネットワーク］画面が表示されます。

3 ［サービス］タブをクリックします。

4 「リモートアクセスサービス」を選択し、
 プロパティ  ボタンをクリックします。

●「リモートアクセスサービス」が
組み込まれていない場合は、
  追加   ボタンをクリックして組
み込んでください。

→［リモートアクセスセットアップ］画面が
表示されます。

5   追加   ボタンをクリックします。

→［RASデバイスの追加］画面が表示され
ます。

6 「RAS対応デバイス」からアクセスポイ
ントに対応したモデムを次のように選
択します。

ト�ン�イ�ポ�ス�セ�ク�ア� 類�種�の�ム�デ�モ�

NDSI 線�回�
spbk46 ）�期�同�（� 511CNYSWImretA

NDSI 期�同�非�線�回� 511CNYSAWImretA

NDSI 線�回�
spbk821 ）�期�同�（� 821PMWImretA

7   OK   ボタンをクリックします。

→［リモートアクセスセットアップ］画面に
もどります。

8   構成   ボタンをクリックします。

→［ポート使用の構成］画面が表示されます。

9 「ポートの使い方」の「ダイヤルアウト
のみ」を選択し、  OK   ボタンをクリッ
クします。

→［リモートアクセスセットアップ］画面に
もどります。

●「ダイヤルアウトのみ」を選択す
ると発信専用になります。着信
も受ける場合は「ダイヤルアウ
トと着信」を選択します。ただし
「ダイヤルアウトと着信」を選択
するとRAS 着信待ちとなって
COM ポートを占有するため、
『らくらくアシスタント』が起動
できなくなります。『らくらくア
シスタント』を使用するときに
は、いったん「ダイヤルアウトの
み」に切り替え、設定終了後「ダ
イヤルアウトと着信」にもどし
てください。
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0  ネットワーク ボタンをクリックします。

→［ネットワークの構成］画面が表示され
ます。

q 「ダイヤルアウトプロトコル」の
「TCP/IP」をx にし、  OK   ボタン
をクリックします。

→［リモートアクセスセットアップ］画面
にもどります。

w    続行   ボタンをクリックします。

→［ネットワーク］画面にもどります。

e ［プロトコル］タブをクリックします。

r 「プロトコル」の「TCP/IPプロトコ
ル」が追加されていることを確認し 、
  OK   ボタンをクリックします。

→［ネットワーク設定の変更］画面が表示
されます。

t    はい   ボタンをクリックします。

→WindowsNT4.0が再起動します。
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プロバイダの設定

インターネットの接続に利用するプロ
バイダの設定をします。

1　 →［プログラム］→［アクセサ
リ］→［ダイヤルアップネットワーク］
を選択します。

→［ダイヤルアップネットワーク］画面が表
示されます。

2　  新規  ボタンをクリックします。

→［新しい電話帳のエントリウィザード］画
面が表示されます。

●［新しい電話帳のエントリウィ
ザード］画面が表示されないと
きは、7以降の操作を実行して
ください。

3 「新しい電話帳エントリの名前を入力し
てください」にプロバイダの名前を入
力し、  次へ   ボタンをクリックします。

● 名前は英数、カナ、漢字、半角な
どで任意に入力できます。入力
した名前で接続用アイコンが作
成されます。

4 「インターネットに接続する」を  x に
し、   次へ  ボタンをクリックします。

→［電話番号］画面が表示されます。

5 接続するプロバイダのアクセスポイン
トの電話番号を市外局番から入力し、
  次へ  ボタンをクリックします。

接続するアクセスポイントや通信方式
によって「電話番号」の末尾に次の文
字を入力します。

■ PIAFS32Kアクセスポイントに接続
するとき（IWX70・RS20）
電話番号の末尾に「PF」と入力

■ PIAFS64Kアクセスポイントに接続
するとき（IWX70・RS20）
電話番号の末尾に「PD」と入力

■ ITMUX機能を使用して同期64Kア
クセスポイントに接続するとき
（IWX70）
電話番号の末尾に「PA」と入力

■ ITMUX機能を使用して128kbps
マルチリンクPPPアクセスポイント
に接続するとき（IWX70）
電話番号の末尾に「PB」と入力

■ デュアルリンクワイヤレス通信で
RS20から発信するとき（RS20）
電話番号の末尾に「DL」と入力

● この指定をした場合は「テレ
フォニーダイヤルのプロパティ
を使う」の x をクリックして □
にします。
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→［新しい電話帳のエントリウィザード］画
面にもどります。

6　  完了  ボタンをクリックします。

→［ダイヤルアップネットワーク］画面にも
どります。

7   その他 ボタンをクリックし、［エントリ
とモデムのプロパティの編集］を選択
します。

→［電話帳のエントリの編集］画面が表示さ
れます。

8 ［基本］タブをクリックし、設定内容を確
認して   構成   ボタンをクリックします。

→［モデムの構成］画面が表示されます。

9 「初期速度」を「115200」に設定します。

0 「ハードウェアの機能」の「ハードウェ
アフロー制御を行う」を x にします。

q 他は □ にし、   OK   ボタンをクリッ
クします。

→［電話帳のエントリの編集］画面にもどり
ます。

w ［サーバー］タブをクリックし、「ダイ
ヤルアップサーバーの種類」を「PPP:
Windows NT, Windows 95 Plus,
インターネット」にします。

e 「ネットワークプロトコル」の「TCP/
IP」を x にします。

他は □ にし、 TCP/IPの設定  ボタンを
クリックします。
→［PPP TCP/IPの設定］画面が表示され
ます。
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r 「サーバーが割り当てた IPアドレス」、
「ネームサーバーアドレスを指定する」
を選択します。

t 「プライマリDNS」と「セカンダリ
DNS」にプロバイダより指定された
IPアドレスを半角で入力します。

● 設定内容はプロバイダによって
異なります。プロバイダのユー
ザ情報資料などにしたがって入
力してください。

●「セカンダリDNS」はプロバイ
ダから指示がなければ入力しな
くても問題ありません。

y 「IPヘッダー圧縮を行う」を x にし、
  OK   ボタンをクリックします。

→［電話帳のエントリの編集］画面にもどり
ます。

u ［スクリプト］タブをクリックし、表示
内容が次のようになっていることを確
認します。

i ［セキュリティ］タブをクリックし、「認
証と暗号化の原則」の「クリアテキス
トを含む任意の認証を受け付ける」ま
たは「暗号化された認証のみを受け付
ける」を選択します。

o ［X25］タブをクリックし、表示内容が
次のようになっていることを確認して
  OK   ボタンをクリックします。

→［ダイヤルアップネットワーク］画面にも
どります。

p  閉じる ボタンをクリックします。

→プロバイダの設定が完了します。
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無線ポートのデータ発信モードを
設定する

IWX70 の無線ポートのデータ発信
モードを設定します。RS20からイン
ターネットに接続するときは、IWX70
の無線ポートのデータ発信モードの設
定が必要です。プロバイダのほとんど
はISDN同期64Kのアクセスポイント
を用意しているので、初期値のままで
発信ができます。非同期アクセスポイ
ントやPIAFSアクセスポイントなどに
接続する場合は、無線ポートのデータ
発信モードを変更します。

 →［プログラム］→［Aterm
IWX70&RS20ユーティリティ］→
［IWX70&RS20らくらくアシスタン
ト］を選択し、『らくらくアシスタント』
を起動します。

→［らくらくアシスタントメニュー］が表示
されます。

［IWX70&RS20の詳細設定］を選択
します。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面が
表示されます。

設定する無線ポートを選択します。

→［無線ポートの設定］画面が表示されます。

「データ発信モード」を選択します。

■ PIAFSスルーモード
子機のPIAFSデータを IWX70で
変換せずにそのままINSネット64
に送出し、PIAFS対応アクセスポ
イントやPHSデータ端末と通信し
ます。

■ プロトコル変換モード（非同期
9.6K/14.4K/19.2K/28.8/
38.4K/57.6K）
子機の無線データをIWX70で一時
的に終端し、非同期対応アクセスポ
イントに合わせてデータを変換して
通信します。対応する通信速度の中
から選択します。

■ プロトコル変換モード（同期64K）
子機の無線データをIWX70で一時
的に終端し、ISDN同期64Kアク
セスポイントに合わせてデータを変
換して通信します。（初期値）

  OK   ボタンをクリックします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面に
もどります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ●「通信モード指定発信」（→
P.79）を使用して、発信モー
ドを選択することもできます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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接続を確認する

プロバイダのアクセスポイントにダイヤ
ルし、正しく接続できるか確認します。

RS20から接続する場合はPHSラン
プが緑色に点灯していることを確認し
ます。

 →［プログラム］→［アクセサ
リ］→［ダイヤルアップネットワーク］
を選択します。

→［ダイヤルアップネットワーク］画面が表
示されます。

 ダイヤル  ボタンをクリックします。

→電話帳に登録したプロバイダ名の接続画
面が表示されます。

「ユーザー名」（ユーザID）と「パスワー
ド」を入力します。

●「パスワードを保存する」をク
リックして x にすると、次回の
接続からパスワードを入力する
必要がなくなります。

●「ドメイン名」は空欄にしておき
ます。LANで利用している場合
は、自動的にドメイン名が表示
されます。

  OK   ボタンをクリックします。

→ IWX70がINSネット64を通じてプロバ
イダにダイヤルします。

→プロバイダに電話をかけてつながると
ユーザ名（ユーザ ID）とパスワードの確
認がおこなわれ、そのあとプロバイダの
ホストコンピュータに接続されます。

→タスクトレイのインジケータに［ダイヤ
ルアップネットワークモニタ］のアイコ
ンが表示されます。

→ INSネット64に接続されます。

→ IWX70またはRS20の液晶ディスプレ
イにデータ通信中を表すcまたはd が
表示されます。

● IWX70からインターネットに
接続した場合、IWX70の液晶
ディスプレイには、使用中のB
チャネルをあらわすと eまたは
fが表示されます。RS20など
の子機からPIAFSスルーモード
でインターネットに接続した場
合は、IWX70の液晶ディスプレ
イに  c 、 d は表示されず、e 、
fだけが表示されます。

● IWX70の液晶ディスプレイに c
が表示されているときは、1つ
のBチャネルを使って64kbps
の速度で通信している状態を示
します。 d が表示されていると
きは、2つのBチャネルを使っ
て128kbpsの速度で通信して
いる状態を示します。

● RS20の液晶ディスプレイに c
が表示されているときは、1つ
の 無 線 チ ャ ネ ル を 使 っ て
32kbpsの速度で通信している
状態を示します。 d が表示され
ているときは、2つの無線チャ
ネルを使って64kbpsの速度で
通信している状態を示します。

タスクトレイのインジケータの［ダイ
ヤルアップネットワークモニタ］アイ
コンをダブルクリックします。
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［ダイヤルアップネットワークモニタ］
画面の［状態］タブ内の、  切断   ボタン
をクリックします。

  はい   ボタンをクリックします。

→ INSネット64との接続が切断されます。

→通信回線が正常に切断されると、IWX70
の液晶ディスプレイに「テ゛ータセツタ゛
ン」と約20秒間表示されます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ●   切断   ボタンをクリックして
も IWX70またはRS20の液
晶ディスプレイにデータ通信
中を表すcまたはdが表示さ
れているときは、通信回線が
つながったままになっていま
す。このようなときはIWX70
に接続されている INS 回線
ケーブルを抜いて通信回線を
強制的に切断してください。
なお、INS回線ケーブルを抜く
とすべての通信が切断される
ので、電話機などの他の機器
が通信中ではないことを確認
してから INS回線ケーブルを
抜いてください。

● 通信相手に接続できなかった
場合に IWX70が同じ番号に
自動的に再発信する回数は、
最初の発信から数えて3分間
で2回以内に制限されていま
す。この制限内で接続できな
かった場合は、時間をおいて
から接続し直してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● アクセスポイントに接続した
あとに認証の失敗などでイン
ターネットに接続できなかっ
た場合も、通信料金がかかり
ます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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2 データ通信の機能�

インターネット通信やリモートアクセスするときのさまざまな
機能と、Atermのメール機能を説明します。�

�
Windows® 2000はMicrosoft® Windows® 2000 operating systemの略です。�
Windows® 98はMicrosoft® Windows® 98 operating systemの略です。�
Windows® 95はMicrosoft® Windows® 95 operating systemの略です。�
WindowsNT® 4.0はMicrosoft® WindowsNT® operating system version 4.0の略です。�

Atermのメール機能�

データ通信の機能�
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2-1．データ通信の機能
IWX70とRS20で使用できるデータ通信機能は次のとおりです。表内の「RS20機能利用」はRS20

で利用できる機能です。IWX70では、通信モード指定発信以外のすべての機能が利用できます。

Atermの機能またはINSネット64
の基本サービスで利用できる機能で、
通話料金以外の課金はありません。�

INSネット64の付加サービスで、
表に書かれている付加サービスの
契約と月額料金が必要です。�

名�能�機�

期�同�／�期�同�非� PPP 換�変�

spbk821 ク�ン�リ�チ�ル�マ�
PPP 信�通�

ス�ー�ソ�リ� DOB

ト�ッ�プ�ー�ル�ス� DOB

SFAIP 信�通�

ス�セ�ク�ア�チ�ル�マ�

XUMTI

信�発�定�指�ド�ー�モ�信�通�

マ�イ�タ�視�監�信�通�無�

マ�イ�タ�断�切�制�強�

ク�ッ�バ�ル�ー�コ�ス�ル�ィ�テ�ス�

化�均�平�答�応�

CLH

I機能�TC

的�目�

期�同� PPP ン�コ�ソ�パ�い�な�た�持�を�能�機�続�接�
る�す�続�接�に�ト�ン�イ�ポ�ス�セ�ク�ア�期�同�ら�か�

B ル�ネ�ャ�チ� 2 る�す�を�信�通�タ�ー�デ�速�高�で�本�

SHP る�す�信�通�タ�ー�デ�と�

2 る�す�続�接�に�時�同�ら�か�ン�コ�ソ�パ�の�台�

2 ら�か�ン�コ�ソ�パ�の�台� B ル�ネ�ャ�チ� 1 で�本�
る�す�続�接�に�時�同�に�ダ�イ�バ�ロ�プ�じ�同�

る�す�信�発�て�し�定�指�を�ド�ー�モ�信�通�ら�か�機�子�

る�す�断�切�に�き�と�い�な�が�信�通�間�時�定�一�

る�す�断�切�を�信�通�ら�た�え�超�を�間�時�定�一�

イ�ラ�ク�で�信�通�間�ト�ン�ア�イ�ラ�ク�と�バ�ー�サ�
い�な�せ�さ�生�発�を�金�料�信�通�に�ト�ン�ア�

の�数�複� mretA る�す�化�均�平�を�答�応�信�着�の�

る�す�定�設�を�性�合�整�ヤ�イ�レ�位�高�

出�送�に�ト�ー�ポ�タ�ー�デ�を�ど�な�号�番�者�信�発�
る�す�

約�契�の�ス�ビ�ー�サ�加�付�な�要�必� 02SR

し�な� ×�

し�な� ×�

ス�ビ�ー�サ�知�通�信�着�中�信�通� ×�

し�な� ×�

し�な� ○�

し�な� ○�

し�な� ○�

し�な� ○�

し�な� ○�

し�な� ○�

し�な� ○�

し�な� ×�

し�な� ×�

し�な� ×�

機能利用�

○＝利用できます　×＝利用できません�

通信状態によって通信速度を64Kと�
128Kに切り替える�
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設定のしかた

データ通信の機能は『らくらくアシスタント』またはATコマンドで設定します。『らくら
くアシスタント』の使い方は「取扱説明書」（→「5-2．電話機能」）を参照してください。
ATコマンドについては、「4．ATコマンド」を参照してください。

本章の読み方

この章では次のアイコンを用いて説明します。

IWX70に接続したパソコンで利用できる機能をあらわします。

RS20に接続したパソコンで利用できる機能をあらわします。

データ通信の機能を使うために必要な設定を説明します。各マークの

うしろに書かれているところを参照してください。

Windows版の『らくらくアシスタント』の画面を例に説明しています。

Windows搭載のパソコンで設定する場合に参照してください。

Macintoshで設定する場合に参照してください。
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非同期／同期PPP変換

同期PPP（Point to Point Protocol）接続機能を持たないパソコン（非同期PPP接続
機能を持つパソコン）から、インターネットプロバイダのISDN回線64kbps（同期）の
アクセスポイントに接続します。

通常はインターネット接続の設定をするときに使用する「モデム定義ファイル」（Windows：
AtermIW SYNC115、Macintosh：NEC AtermIW 64KPPP）で指定されているので、
設定は必要ありません。
ATコマンドで指定する場合は、発信する前に「AT＄N1=1」と入力します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● MacintoshでネットワークからのACCMを許容しないPPPアプリケーションを
お使いの場合は、「AT＄N13=0」コマンドでACCMを付加しないようにしてくだ
さい。
（ACCM＝Async Control Character Mapの略。非同期PPP通信で使用する
制御キャラクタを2バイトのキャラクタに変換するかどうかを決める。）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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128kbpsマルチリンクPPP通信

ISDN回線128kbps（同期）のアクセスポイントに対して1本目のBチャネルでPPP接
続を完了後もう1本のBチャネルで同様に発信し、128kbpsのデータ通信をおこないます。
128kbpsマルチリンクPPP通信の状態になると、IWX70のブザーが「ピッピッ」と鳴
ります。

インターネット�
プロバイダ�

IWX70パソコン�
Bチャネル�

1つのBチャネルで�
64kbps接続�

インターネット�
プロバイダ�

IWX70パソコン�
Bチャネル�

2つのBチャネルで�
128kbps接続�

通常はインターネット接続の設定をするときに使用する「モデム定義ファイル」（Windows：
AtermIW MP128、Macintosh：NEC AtermIW MP）で指定されているので、設定は
必要ありません。
ATコマンドで指定する場合は、発信する前に「AT＄N11=1」と入力します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 128kbpsマルチリンクPPP通信で発信してもプロバイダのアクセスポイントの
ポートがあいていない場合は、64kbpsの接続になることがあります。

● 128kbpsマルチリンクPPP通信はBチャネルを2本使用するので、データ通信
以外に電話機やファクスを使用することはできません。また、通信料金はBチャネ
ル1本のときの2倍かかります。

● 128kbpsマルチリンクPPP通信をおこなうには、プロバイダ側が認証プロトコ
ルとしてPAP（パスワード認証プロトコル）をサポートし、1本目と2本目のB
チャネルのネゴシエーションを同じ値で容認できる必要があります。ほとんどのプ
ロバイダはこれに対応しています。

● AtermIWシリーズ、ITXシリーズ、IT75シリーズ、60/D、65EXシリーズ、65
シリーズ、50DSU、40/D、55シリーズどうしであれば、128kbpsマルチリン
クPPP 通信を対向で実行することができます。この場合は発信側と着信側に
「AT＄M8=0」を設定してください。また、受信側では「応答平均化」を使用しな
いでください。他の機種との128kbpsマルチリンクPPP対向通信はできません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● IWX70のシリアルポートを使用している場合は、パソコンのシリアルポートの速度
を230.4kbpsに設定します。Windows98/Windows95の場合は、230.4kbps
に対応した市販の高速RS-232Cボードを購入してください。Macintoshの場合は
230.4kbps対応の機種の場合のみ使用できます。

● MacintoshでネットワークからのACCMを許容しないPPPアプリケーションを
お使いの場合は、「AT＄N13=0」コマンドでACCMを付加しないようにしてくだ
さい。
（ACCM＝Async Control Character Mapの略。非同期PPP通信で使用する
制御キャラクタを2バイトのキャラクタに変換するかどうかを決める。）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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BOD

INSネット64は1本分の契約でB1チャネル、B2チャネルの2つのBチャネルが同時
に利用できます。BOD機能を使用すると通信状態やデータ量によってBチャネルの数を切
り替えて、効率のよいデータ通信をおこなうことができます。
（BOD＝Bandwidth On Demand）

リソースBOD

128kbpsマルチリンクPPP通信中にアナログポートに接続している電話機に発信または
着信があると、データ通信で使用している2本のBチャネルの1つを削除して電話機が使
用できるようにします。通話が終了すると128kbpsマルチリンクPPP通信にもどります。

INSネット64の「通信中着信通知サービス」を契約します。月額料金は
かかりません。�

IWX70パソコン� IWX70パソコン�

INS�
ネット64

INS�
ネット64

B1チャネル�
（64kbps）�

B1＋B2チャネル�
（128kbps）�

B2チャネル�

データポートがBチャネル2本分を使用� データポート、アナログポートがそれぞれ1本�
ずつBチャネルを使用するように切り替える�

『らくらくアシスタント』で設定します。

!［ターミナルアダプタの詳細設定］画面でIWX70を接続しているデータポートを選
択します。

→［データポートの設定］画面が表示されます。
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@「設定項目選択」で「MP・BOD機能」を選択します。
→MP・BOD機能を設定する画面になります。

#「リソースBODを行う」をクリックして x にします。

$   OK   ボタンをクリックします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面にもどります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● Bチャネルの1つが削除されたときや通信終了時には「ピッ」と音が鳴ります。
2つ目のBチャネルが追加されたときは「ピッピッ」と音が鳴ります。

● 接続するプロバイダの回線状況によっては、電話終了後に2つ目のBチャネルを追
加できないことがあります。その場合は電話機の受話器を上げて2秒ほど待ってか
ら受話器をもどすと、再度Bチャネルの追加がおこなわれます。

● 2つ目のBチャネルの追加と電話をかけるタイミングが重なると、電話が話し中に
なることがあります。その場合は再度電話をかけ直してください。

● リソースBODとスループットBODの両方を設定した場合、スループットがしき
い値以上になったときだけBチャネルが追加されます。電話を切ったあとでも条件
が合わなければBチャネルは追加されません。

● リソースBODを利用して128kbpsマルチリンクPPP通信中に、IWX70前面の
ファンクションボタンを使って通信速度を切り替える「マニュアルBOD」が使用
できます。（ →「取扱説明書」の「6-1．ファンクションボタンでIWX70を操作
する」 ）

● リソースBODを利用すると128kbpsマルチリンクPPP通信中に64K同期通信
の発信をすることができます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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スループットBOD

128kbpsマルチリンクPPP通信中に、通信データの量によって使用するBチャネルの数
を変更します。通信データ量が少ないときは1つのBチャネルを使用し、データ量が多い
ときだけ2つのBチャネルを使用します。Bチャネルを追加することを「リンク追加」、B
チャネルを削除することを「リンク削除」といいます。リンク追加・削除をおこなう条件と
して、しきい値と算出時間を設定します。

インターネット�
プロバイダ�

IWX70パソコン� Bチャネル�

インターネット�
プロバイダ�

IWX70パソコン� Bチャネル�データ量に�
よって�
切り替え�

�

『らくらくアシスタント』で設定します。

!［ターミナルアダプタの詳細設定］画面で IWX70を接続しているデータポート
を選択します。

→［データポートの設定］画面が表示されます。

@「設定項目選択」で「MP・BOD機能」を選択します。

→MP・BOD機能を設定する画面になります。

#「スループットBOD」で「使用する」を選択し、リンク追加・削除をおこなう算
出時間としきい値を指定します。

●「しきい値」は回線利用率（%）で指定します。

回線利用率(%)＝（一定時間のデータ量の平均値）÷（回線の最大データ量）×100

回線の最大データ量＝64kbps（＝8kbps/秒）

〈例〉 リンク追加算出時間＝30秒、リンク追加しきい値＝70%のとき

30秒間の回線利用率が70%より大きくなったとき（30秒間のデータ量の
平均値が44.8kbpsより大きくなったとき）、Bチャネルを追加
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$   OK   ボタンをクリックします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面にもどります。
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PIAFS（ピアフ）通信

IWX70またはRS20に接続されたパソコンからPHSを接続したノートパソコンなどにダ
イヤルアップ接続し、データの送受信をおこなうことができます。PIAFS（ピアフ）とは
PHSで高品質なデータ通信を実現するために標準化された規格です。IWX70、RS20は
PIAFS2.0版、PIAFS2.1版に対応しており、PHS公衆網と INSネット64を介して
PIAFS32K通信、PIAFS64K通信ができます。

PHS�
公衆網�

INS�
ネット64

基地局�

PIAFS対応�
アクセスポイント�

PIAFS�
データカード�

PHS

RS20

IWX70�

PIAFS32K�
または

PIAFS64K

プロバイダ�
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PHSから着信する

PIAFSモードで着信があった場合は、IWX70またはRS20が自動的に通信モードを判別
してPIAFS通信をおこないます。

IWX70で発信する

次の2つの方法があります。

■ ダイヤルアップ接続のモデムの種類を次のように選択します。

モデム定義ファイルを「AtermIW PIAFS32」または「AtermIW PIAFS64」に設定し
ます。
　取扱説明書 →「3-3．らくらくアシスタントで簡単に設定する」

●PIAFS対応アクセスポイントを選択すると、自動的にモデム定義、ファイルが
設定されます。

CCLファイルを「NEC AtermIW 32kPIAFS」または「NEC AtermIW 64kPIAFS」
に設定します。
　取扱説明書 →「4-3．らくらくアシスタントで簡単に設定する」

■ ダイヤルアップ接続のモデムの種類を同期64Kのものにし、接続のときに相手先の電
話番号の末尾にPIAFS32K通信の場合は「PF」、PIAFS64K（PIAFS2.0）通信の場
合は「PD」、PIAFS64K（PIAFS2.1）通信の場合は「PP」を付けて発信します。
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RS20で発信する

次の2つの方法があります。

■ IWX70のデータ発信モードを「PIAFSスルーモード」に設定して、RS20のダイヤル
アップ接続のモデムの種類を下記のとおりに選択します。

モデム定義ファイルを次のように設定します。
PIAFS64K 「AtermRS Air64K（DualLINK）」
PIAFS32K（圧縮あり） 「AtermRS Air32K（Compress）」
PIAFS32K（圧縮なし） 「AtermRS Air32K（Direct）

　取扱説明書 →「3-3．らくらくアシスタントで簡単に設定する」
●PIAFS対応アクセスポイントを選択すると、自動的にモデム定義、ファイルが

設定されます。

CCLファイルを次のように設定します。
PIAFS64K 「NEC AtermRS DualLINKS」
PIAFS32K（圧縮あり） 「NEC AtermRS Compress」
PIAFS32K（圧縮なし） 「NEC AtermRS Direct」

　取扱説明書 →「4-3．らくらくアシスタントで簡単に設定する」

■ ダイヤルアップ接続のモデムの種類を同期64Kのものにし、接続のときの相手先の電
話番号を次のように指定します。

PIAFS32K通信 「電話番号」の末尾に場合は「PF」を付けて発信
PIAFS64K通信 「電話番号」の末尾に場合は「PD」を付けて発信

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● Windows98の場合は「市外局番とダイヤルのプロパティ」のチェックボックスが
x になっていると、正しく発信できないことがあります。その場合はチェックボッ
クスをクリックして □ にして発信してください。

● PIAFS64K通信をおこなう場合は、発信者番号通知をするように設定してくださ
い。（ →「取扱説明書」の「5-2．電話機能」）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● PIAFS（PHS Internet Access Forum Standard）は、高品質なデータ通信方
式のために標準化された規格です。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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マルチアクセス

2台のパソコンから別々のプロバイダに同時に接続することができます。パソコン1台に
つき1つのBチャネルを使用し、それぞれ最高64kbpsの速度で接続します。

INSネット64

プロバイダA

プロバイダB

パソコンA

IWX70

RS20パソコンB

Bチャネル�
64kbps

Bチャネル�
64kbps

1 1台目のパソコンから64kbps同期でダイヤルアップ接続します。

→1本目のBチャネルを使って、64kbpsで接続します。

2 2台目のパソコンから64kbps同期でダイヤルアップ接続します。

→2本目のBチャネルを使って、64kbpsで接続します。

ダイヤルアップ接続のモデムの種類を選択し、通常どおりにダイヤルアップ接続をお
こないます。
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● マルチアクセスはBチャネルを2本使用するので、通信料金はBチャネル1本の
ときの2倍かかります。

● マルチアクセスはBチャネルを2本とも使用するので、マルチアクセス通信中に電
話機やファクスを使うことはできません。着信があった場合は、話し中になります。

● 利用可能な通信モードは、64k b p s 同期、非同期（シリアルポートのみ）、
PIAFS32K/PIAFS64K通信です。

● 1本目と2本目の通信モードが非同期通信どうし、またはPIAFS32K/PIAFS64K
通信どうしの組み合わせだとマルチアクセスはできません。

● 非同期通信とPIAFS32K/PIAFS64K通信の組み合わせでマルチアクセスをおこ
なうと十分な通信速度が得られなかったり、回線に接続できないことがあります。

● マルチアクセス中はチャネル数を自動的に切り替える「BOD機能」は使用できま
せん。

● 128kbpsマルチリンクPPP通信中は、マルチアクセス通信は使用できません。
● 着信の場合もマルチアクセスが使用できます。その場合、シリアルポートとUSB

ポートのどちらに優先的に着信させるかを指定することができます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● マルチアクセスを利用するときは、同期（ISDN用）アクセスポイントに接続して
ください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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ITMUX

1つのユーザIDで2台のパソコンから同じプロバイダに同時に接続します。Bチャネル1
本で2台のパソコンを同時に接続するので1本分の通信費で接続ができ、あいているもう
1本のBチャネルで電話やファクスが使用できます。

アナログ�
電話回線�

パソコンA

IWX70

パソコンB

プロバイダ�

Bチャネル�
64kbps

Bチャネル�

INS�
ネット64

電話機�

次のいずれかの方法で接続します。
ATコマンドの「ATD」（ダイヤル発信）コマンドで、電話番号の末尾に「PA」（64kbps）
または「PB」（128kbps）を付けて発信します。
Windowsの場合は『らくらくアシスタント』の［インターネット接続の設定］で「ITMUX
機能を使用する」を選択し、作成された［ダイヤルアップ］アイコンで接続します。

『らくらくアシスタント』で設定します。

　

取扱説明書 →「3-3．らくらくアシスタントで簡単に設定する」
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設定を変更する場合は以下のように設定します。

!［ターミナルアダプタの詳細設定］画面で設定するデータポートまたは無線ポー
トを選択します。

→［データポートの設定］または［無線ポートの設定］画面が表示されます。

@［ITMUX設定］タブをクリックします。

#「設定項目選択」で「ITMUX認証」を選択し、「認証する」をクリックして x に
します。

● 無線ポートの場合は次の設定をおこないます。

$［無線Aポート］タブをクリックし、「データ発信時のITMUX機能」で「利用す
る」を選択します。

%「設定項目選択」の「MP・BOD機能」「自動切断」で必要な設定をします。

^   OK   ボタンをクリックします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面にもどります。
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 2台のパソコンは同じアクセスポイントに接続し、同じアカウント（ユーザID）、パ
スワードでログインします。2台目のパソコンが接続したアクセスポイントが1台
目と異なっていると、ITMUX機能は使用できません。

● ITMUXが利用できる通信モードは同期64K、または128KマルチリンクPPP接
続の場合です。

● 無線ポートからITMUXを利用する場合は、プロトコル変換モード（同期64K）の
み使用できます。

● 無線ポート（RS20）の自動切断の設定は、RS20の［データポートの設定］の「タ
イマ」で設定します。
Macintoshの場合は『RS20らくらくユーティリティ』の［データポートの設定］
で設定します。

● 増設登録したPHS電話機で ITMUXを利用する場合は、前ページの設定をして
PHS電話機でダイヤルした番号の最後に「2」（同期64K）、「3」（同期128K）の
どちらかのサブアドレスを付けて発信します。サブアドレスのダイヤルのしかたは
PHS電話機の取扱説明書を参照してください。または、前ページの無線ポートの
「データ発信時のITMUX機能」で「常時利用する（同期64K通信時）」または「常
時利用する（同期128K通信時）」を設定して、常にITMUX機能を利用するよう
に設定することもできます。

● スティルスコールバック、USBネットワークを使用しているときはITMUXは使用
できません。

● ネットワークゲームなどのアプリケーションは動作しないことがあります。
● PPP接続のときのプロバイダ側の認証プロトコルは、PAP（パスワード認証プロ

トコル）のみです。VJC、MS-CBCP、MLPPP、CCPは使用できません。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● 1台目のパソコンの接続が正しく完了したことを確認してから、2台目のパソコン
で発信をしてください。

● 家族会員など、同じアクセスポイントに接続するけれども、異なるユーザIDで接続
する場合は、「ITMUX接続時の認証」で「認証する」を □ に設定してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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通信モード指定発信

子機から通信モードを指定して発信することができます。通常、IWX70がRS20などの
子機から受け取ったデータをどのような通信方式で INS ネット64 に発信するかは、
IWX70の無線ポートの「データ発信モード」で設定します。しかし、このIWX70に設定
されている通信モードを変更しないでRS20から通信モードを指定して発信することもで
きます。一時的にPIAFS対応アクセスポイントや非同期アクセスポイントに接続したいと
きなどに利用すると便利です。「通信モード指定発信」で発信したときだけ通信モードが変
更できます。IWX70側の設定は必要ありません。

PHS�
公衆網�

PIAFS対応�
アクセスポイント�

プロバイダ�
INS�

ネット64

同期アクセスポイント�
非同期アクセスポイント�

IWX70

RS20

プロバイダ�

PIAFS32K�
または

PIAFS64K

通信モー
ドを指定
して発信�

PIAFS�
スルーモード�

プロトコル
変換モード�
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ATコマンドの「ATD」（ダイヤル発信）コマンドで、発信先の電話番号のあとに以下の通
信モードのコードを指定します。

ドーモ信通 K23SFAIP K46SFAIP
）クンリルアュデ（

SFAIP ールス 0P 0D

換変ルコトロプ

期同非 spbk6.9 1P 1D

期同非 spbk2.91 2P 2D

期同非 spbk8.82 3P 3D

期同非 spbk4.83 4P 4D

期同非 spbk84 5P 5D

期同非 spbk6.75 6P 6D

期同 spbk46 7P 7D

〈例〉電話番号03-1111-2222にPIAFS32K、PIAFSスルーで接続する場合

ATD0311112222P0

〈例〉電話番号03-7777-8888、サブアドレス99にPIAFS64K（デュアルリ
ンクワイヤレス通信）、同期64Kで接続する場合

ATD0377778888＊99D7　　（＊はサブアドレスセパレータ）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ●「ATD」（ダイヤル発信）コマンドで指定できるコマンドは、上記以外に次のものが
あります。

ドーモ信通 ドーコ 能可信発

信通スレヤイワクンリルアュデ LD 07XWI ・ 02SR

XUMTI （ K46 ）ドーモ AP 07XWI ・ 02SR

XUMTI （ K821 ）ドーモ BP 07XWI ・ 02SR

K23SFAIP FP 07XWI

K46SFAIP （ 0.2SFAIP ） DP 07XWI

K46SFAIP （ 1.2SFAIP ） PP 07XWI ・ 02SR

RS20で指定可能なDL、PA、PB、PPは IWX70に指定されている無線ポート
の通信モードにしたがって INSネット64に発信されます。

● PIAFS64Kのデュアルリンクワイヤレス通信はNEC独自の通信方式です。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● 通信モードについては、「取扱説明書」（「5-1．ワイヤレス通信機能」）を参照して
ください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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無通信監視タイマ

通信状態を監視し、一定時間データのやりとりがないと自動的に通信を切断します。アクセ
スしていない間によけいな通信料金がかかることを防ぎます。

IWX70

アナログ�
電話回線�

INS�
ネット64

1～10分間�
データの�

やりとりなし�

『らくらくアシスタント』で設定します。

■ IWX70の場合

!［ターミナルアダプタの詳細設定］画面で設定するIWX70のデータポートを選択
します。

→［データポートの設定］画面が表示されます。

@「設定項目選択」で「自動切断」を選択します。

#「無通信監視タイマ」で、監視する時間を1～10分の中から選択します。

$   OK   ボタンをクリックします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面にもどります。
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■ RS20の場合

!［ターミナルアダプタの詳細設定］画面で RS20のデータポートを選択します。

→［RS20詳細設定］画面が表示されます。

@「タイマ」の「無通信監視タイマ」で監視する時間を1～10分の中から選択し
ます。

#   終了   ボタンをクリックします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面にもどります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● RS20をMacintoshに接続している場合は『RS20らくらくユーティリティ』で
設定します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● MacintoshでOpen Transport PPPを使用している場合やプロバイダによって
は、監視パケットなどを定期的に発信している場合があります。その場合は無通信
監視タイマは無効となり、通信は切断されません。パソコンから切断操作をおこ
なってください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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強制切断タイマ

設定した通信時間を超えると強制的に通信を切断します。パソコンでの切断操作を忘れるな
ど、よけいな通信料金がかかることを防ぎます。定期的に監視データを発信するので、無通信
監視タイマが利用できないプロバイダとの接続の場合でも、切断忘れを防ぐことができます。

IWX70

INS�
ネット64

1～10時間�
経過�

『らくらくアシスタント』で設定します。

■ IWX70の場合

!［ターミナルアダプタの詳細設定］画面で設定するIWX70のデータポートを選択
します。

→［データポートの設定］画面が表示されます。

@「設定項目選択」で「自動切断」を選択します。

#「強制切断タイマ」で、切断までの時間を1～10時間の中から選択します。

$   OK   ボタンをクリックします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面にもどります。
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■ RS20の場合

!［ターミナルアダプタの詳細設定］画面で RS20のデータポートを選択します。

→［RS20詳細設定］画面が表示されます。

@「タイマ」の「強制切断タイマ」で切断までの時間を1～10時間の中から選択
します。

#   終了   ボタンをクリックします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面にもどります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● RS20をMacintoshに接続している場合は『RS20らくらくユーティリティ』で
設定します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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スティルスコールバック

Atermを使用したダイヤルアップサーバやRASサーバなどとリモートクライアントのネッ
トワークで、クライアントから発信するとサーバが接続をいったん切断してサーバからクラ
イアントへ発信し直します。電話料金はサーバ側にかかるので、クライアント側には通信料
金がかかりません。

INS�
ネット64

サーバ�クライアント� IWX70 IWX70

1 発 信�
  

3 切 断�

2 呼 出�

4 発 信�
�5 通 信�

RS20

■ クライアント（発信）側の設定

1 IWX70を設定します。

!［ターミナルアダプタの詳細設定］画面でパソコンを接続したデータポートまた
は無線ポートを選択します。

→［データポートの設定］画面が表示されます。

→無線ポートを選択した場合は［無線ポートの設定］画面が表示されます。

@「設定項目選択」で「その他」を選択します。

無線ポートの場合は「高度な設定」を選択します。

#「スティルスコールバックを使用する」（無線ポートの場合は「スティルスコール
バックを行う」）をクリックして x にします。

● 画面はシリアルポートを選択したときの例です。
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$「設定項目選択」で「電話番号」を選択します。

無線ポートの場合は「使用する設定」を選択します。

%「発信者番号通知」で「番号通知を行う」を選択します。

● 画面はシリアルポートを選択したときの例です。

2 クライアントが接続されたIWX70またはRS20の設定をします。

! ATコマンドで「RS-CSフロー制御あり」（初期値）に設定します。

ATコマンド AT¥Q=3

@ ATコマンドで「自動応答」（初期値はRING1回で自動応答）に設定します。

ATコマンド ATS0=1

■ サーバ（着信）側の設定

1 IWX70を設定します。

!「クライアント側の設定」と同じ設定をします。

@ サーバを待ち受け状態（ER信号をON）にします。

■ 発信のしかた
IWX70 ダイヤルアップネットワークで電話番号の末尾に「CB」を付けて発信します。
RS20 ダイヤルアップネットワークで電話番号の末尾に「/1」を付けて発信します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● Atermシリーズの IWX70、IT21L、ITXシリーズ、IW50/D、IT75シリーズ、
60Lシリーズ、60/D、40/D、65EXシリーズ、65シリーズ、50DSU、55シ
リーズ、45シリーズ、25DSU、IW60シリーズ（子機モード）、IB55Pro/II、IC20
で利用できます。

● スティルスコールバックが実行されたかどうかは、通信後にクライアント側の累積
通信料金が加算されていないことで確認できます。

● インターネットに接続したり、電話の発着信は通常どおり実行できます。
● アナログポートでは使用できません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● クライアント側の同一回線内に複数のターミナルアダプタが接続されている場合は、
Atermが指定されるようにサブアドレスやダイヤルインを利用してください。指定
されていないと、サーバがかけ直したときに他のターミナルアダプタが応答するこ
とがあります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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応答平均化

1本の INSネット64回線に複数のAtermが接続されている場合に、各Atermへの着信
応答を平均化します。サーバに複数のAtermが接続されている場合、クライアントから
サーバにアクセスがあるとサーバの全ポートが着信してその中で早く応答したポートがクラ
イアントと通信状態になります。そのため遅く応答したポートは着信から切断復旧までの
間、次の着信を受けることができません。応答平均化を利用するとサーバの各ポートに交互
に着信させることができるので、サーバへの無効な着信や接続の失敗を防ぐことができます。

IWX70

INS�
ネット64

サーバ�

ポート1

ポート2

Aterm

着信�

『らくらくアシスタント』で設定します。シリアルポートとUSBポートに共通の設定です。

!［ターミナルアダプタの詳細設定］画面でシリアルポートまたはUSBポートのど
ちらかを選択します。

→［データポートの設定］画面が表示されます。

@［共通設定］タブをクリックします。

#「設定項目選択」で「その他」を選択します。

→データポートに共通の設定をする画面になります。

$「応答平均化」で「平均化する」を選択し、「接続台数」に接続しているAterm
の台数を入力します。
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%   OK   ボタンをクリックします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面にもどります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● Atermシリーズの IWX70、IT21L、ITXシリーズ、IW50/D、IT75シリーズ、
60L、60/D、40/D、65EXシリーズ、65シリーズ、50DSU、55シリーズ、
45シリーズ、25DSU、IW60シリーズ、IB55Pro/II、IC20で利用できます。

● アナログポート、無線ポートに対しては使用できません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● 同一回線内に接続されているすべてのAtermに応答平均化を設定してください。設
定されていないAtermがあると、正しく動作しません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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HLC

IWX70に接続したパソコンやアナログ通信機器の種別をHLCに設定し、HLCが一致する
相手とだけ通信をおこないます。発信時はIWX70が自動的にHLCを付けて発信し、着信
時は発信者からのHLCを照合して一致するときだけ通信を実行します。相手がINSネット
64に加入している場合だけ利用できます。

〈例〉 HLCが04に設定されている場合

INS�
ネット64

IWX70

HLC 04�
G2/G3ファクス�

HLC 04�
G2/G3ファクス�

HLC 01�
電話�

■ HLCコード
HLCコードは次のとおりです。IWX70のアナログポートに接続された機器は、「HLCを設
定する」に設定すると、電話機は「01」、ファクスまたはモデムには「04」のHLCコード
が自動的に設定されます。データポートにはHLCコードを任意に設定できます。

CLH ドーコ 別種の器機続接

10 話電

40 3G/2G スクァフ

33 4G スクァフ

63 ドーモスクッミ

94 スクッテレテ

05 スクッテオデビ

35 スクッレテ

65 （ムテスシ理処ジーセッメ SHM ）

56 ISO ンョシーケリプア



9090　HLC

『らくらくアシスタント』で設定します。

!［ターミナルアダプタの詳細設定］画面で設定する IWX70のデータポートを選
択します。

→［データポートの設定］画面が表示されます。

@「HLCを設定する」をクリックしてxにし、HLCコードを任意に入力します。

#   OK   ボタンをクリックします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面にもどります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● ファクス付電話機のように、相手が電話でもファクスでも着信を受け付けたいとき
は「HLCを設定するが着信判定しない」に設定します。「着信判定する」に設定さ
れていると、相手がINSネット64に接続された電話機またはファクスの場合に着
信できないことがあります。

● 相手からの着信でHLCがない場合、通常は受け付けますが、Atermアナログポー
トに接続する機器の設定が「FAXやモデムを接続する」になっていると着信は受け
付けません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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CTI機能

CTI（コンピュータ・テレフォニー・インテグレーション）機能は、着信時に通知される情
報をコンピュータで処理するなど、電話機とコンピュータを統合的に利用する機能のことで
す。IWX70のCTI機能は、アナログポートに通知される着信情報に含まれる発信者番号な
どを、着信時にデータポートにリザルトコードで送出します。

RING ANALOG発信者番号／発信者サブアドレス　着信番号／着信サブアドレス�
（最大32桁）� （最大19桁）� （最大32桁）� （最大19桁）�

�

非通知理由を受信したときは、発信者番号／発信者サブアドレスのかわりに、以下の形式で
リザルトコードを送出します。

�

RING ANALOG［非通知理由］着番号／着信サブアドレス�
P：ユーザ拒否�
C：公衆電話発信�
O：サービス提供不可�
S：サービス競合�

ATコマンドで「AT$A16=1」を入力し、「CTIモードを使用する」に設定します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● サブアドレスセパレータの「／」と、リザルトコードの最後に付加される「CR」「LF」
は固定です。

● ｉ・ナンバーを使用しているときは、着信番号のかわりにｉ・ナンバー情報に対応
した電話番号が表示されます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● リザルトコードについては「4．ATコマンド」を参照してください。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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2-2．Atermのメール機能
INSネット64の基本サービス「ユーザ間情報通知サービス（UUI）」とAtermのメール機能を

組み合わせてメールサービスが利用できます。

メール機能とは

Atermで利用できるメールサービスは次の3種類です。

BIGLOBEに加入契
約をし、メールオプ
ションの申し込みを

します。（有料）�
すでにBIGLOBE会員の方は
メールオプションだけを申し
込んでください。�

�■ 電子メール着信通知�
BIGLOBEに電子メールが届くと、IWX70ま
たはRS20のMSGランプが点滅して電子メー
ルの到着を知らせます。BIGLOBEにアクセ
スしなくてもメールの着信が確認できるので、
メールの確認のためだけにパソコンを起動し
たり、インターネットにアクセスする手間が
はぶけます。�
またユーティリティソフト『UUIメールEX』
を使うと、電子メールの送信者（from：先頭
10バイト）、用件（Subject：先頭100バ
イト）をパソコンに表示させることができます。�
さらにBIGLOBE側の設定で通知する条件な
どを設定することで、必要なメールの到着だ
けに限定して通知することもできます。�

INSネット64

IWX70

BIGLOBE

BIGLOBE会員�
からのメール�

インターネット�
経由のメール�

メール到着を通知�

BIGLOBE会員�

RS20

UUIメールEXで�
メール到着情報を確認�

MSGランプ点滅�

インター�
ネット�
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BIGLOBEに加入契
約をし、メールオプ
ションの申し込みを

します。（有料）�
すでにBIGLOBE会員の方は
メールオプションだけを申し
込んでください。�

�■ 遊遊メール（UUIメール変換サービス）�
BIGLOBEにUUIメールを送信すると、
BIGLOBEのサーバが電子メールの形式
に変換してインターネット上に送信します。
電子メールでの呼び出しやメッセージ送信が
できるPHS電話機、携帯電話、携帯情報端末
（PDA）などのショートメッセージサービス
を利用することもできます。また、IWX70に
接続した電話機のプッシュボタンでメッセー
ジを送信することもできます。�

BIGLOBE

遊遊メール�
（メール1通につき0.4円）�

パソコン� IWX70

パソコン�

PHS/携帯電話�

携帯情報端末�

■ UUIメール�
プロバイダやパソコン通信サービスを経由せ
ずに、IWX70またはRS20と相手側の
Aterm間で直接メールを送受信することがで
きます。�

�
�

「ユーザ間情報通知
サービス」を「着信
許可」と申し込みま�

す。（無料）�

IWxx

INS�
ネット64

パソコン�

パソコン�

IWX70

RS20

Aterm パソコン�

UUIメール�
（メール1通につき0.4円）�

�
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メール機能を利用するには

Atermのメール機能を利用するには、以下の申し込みとツール、Atermの設定が必要です。

必要な申し込み

利用するメール機能によって、INSネット64の基本サービスの契約とBIGLOBEのメー
ルオプションを次のように申し込みます。

申し込み�
ス�ビ�ー�サ�ル�ー�メ� ル�ー�メ�子�電�

知�通�信�着� ル�ー�メ�遊�遊� IUU ル�ー�メ�

SNI ト�ッ�ネ� 46
ス�ビ�ー�サ�本�基�

知�通�報�情�間�ザ�ー�ユ� 可�許�信�着�

知�通�号�番�者�信�発� －� 通常通知（通話ごと非通知）または�
通常非通知（回線ごと非通知）*1

知�通�信�着�中�信�通�   *奨�推�込�申� 2

EBOLGIB ン�ョ�シ�プ�オ�ル�ー�メ�
EBOLGIB と�入�加�の�

 *）�料�有�（�込�申�の� 3 －�

*1「通常非通知」を契約している場合は『らくらくアシスタント』の設定で、データ
ポートの発信者番号通知を「行う」に設定します。

*2「通信中着信通知」を申し込むと、Bチャネル2本を使った通信中でもUUIメール
の着信を受け付けることができます。

*3BIGLOBEのメールオプションや申し込みについては下記を参照してください。

■ BIGLOBEホームページ
http://www.biglobe.ne.jp/　（平成12年6月現在）

■ BIGLOBEメールオプションの設定
http://www.biglobe.ne.jp/blmail/　（平成12年6月現在）

使用するツール

IWX70に接続されている電話機のプッシュボタンで操作したり、添付CD-ROM『Aterm
IWX70シリーズユーティリティ集』に収録されている『UUIメールEX』を使用してメー
ル機能を利用します。

ル�ー�ツ�
02SR 応�対� ル�ー�メ�子�電�

知�通�信�着� ル�ー�メ�遊�遊� IUU ル�ー�メ�

IUU ル�ー�メ� XE ○�1* ○�2*

電�
話�
機�

ン�ホ�レ�テ�
IUU ル�ー�メ� ×� ×�

ン�ホ�レ�テ�
ル�ー�メ�遊�遊� ×� ○�2*

ス�ビ�ー�サ�ル�ー�メ�

○�

×�

×�

○�

○�

×�

*1 BIGLOBEで設定した「通知表示名」の登録が必要です。

*2BIGLOBEの ID登録が必要です。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ●『BIGLOBE』はNECが運営するインターネットプロバイダです。
●『UUIメールEX』についてはCD-ROMにHTML形式のオンラインマニュアルが

収録されています。CD-ROMの「UUIメールEX」フォルダ内の「index.htm」ファ
イルをブラウザで開くと、UUIメールEXの使い方などの詳しい説明を見ることが
できます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○



95メール機能を利用するには　95

デ
ー
タ
通
信
の
機
能

2-2 A
te
rm

の
メ
ー
ル
機
能

Atermの設定

データポートに発信者通知番号と着信
番号を設定します。Atermのメール機
能をIWX70で利用するか、RS20で
利用するかによって設定が異なります。
● 以下の手順はWindows98搭載の

パソコンで設定する場合を例に説明
します。Macintoshの場合は一部
の手順と画面が異なります。

!『らくらくアシスタント』を起動し
ます。

@［らくらくアシスタントメニュー］
で［ターミナルアダプタの詳細設
定］を選択します。（→「取扱説明
書」の「3-3．らくらくアシスタン
トで簡単に設定する」、「4-3．らく
らくアシスタントで簡単に設定す
る」）

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画
面が表示されます。

●Macintoshの場合は［IWX70
らくらくアシスタント］画面で
［データポートの詳細設定］を選
択し、$に進みます。

# IWX70 を接続しているデータ
ポート（シリアルポートまたは
USBポート）を選択します。

● シリアルポートとUSBポートに
共通の設定です。

→［データポートの設定画面］が表示さ
れます。

$［共通設定］タブをクリックし
ます。

%「データポートへのUUI 通知モー
ド」の「無線ポートへのUUI通知
をデータポートにも通知する」を
指定します。

IWX70で利用する場合は x にし
ます。
RS20で利用する場合はクリック
して □ にします。

^   OK   ボタンをクリックします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画
面にもどります。

& RS20を接続しているデータポー
トを選択します。

→［RS20の詳細設定］画面が表示さ
れます。

●Macintoshの場合は［RS20ら
くらくユーティリティ］を起動
し、［データポート設定］タブを
クリックします。
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*「その他」の「UUIメール着信時に
ランプを点滅させる」を指定し
ます。

IWX70で利用する場合はクリッ
クして □ にします。
RS20で利用する場合は x にし
ます。

(   終了  ボタンをクリックし、   はい  

ボタンをクリックします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画
面にもどります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● この設定をおこなっても、テ
レホンUUIメールが着信した
ときは通知されません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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WindowsでUUIメールEXを使う

Windows98搭載のパソコンにIWX70
を接続した場合の手順を例に説明しま
す。RS20を接続した場合の手順も同
様です。

UUIメールEXのインストール

『UUIメールEX』をパソコンのハード
ディスクにインストールし、使用でき
るようにします。

1 パソコンを起動します。

ほかのアプリケーションソフトを使用
しているときは、そのアプリケーショ
ンを終了します。

2 添付CD-ROM『AtermIWX70シリー
ズユーティリティ集』をパソコンに
セットします。

→［らくらくセットアップガイド］のメ
ニュー画面が表示されます。

3 ［セットアップガイドを見ないでインス
トール］をクリックします。

→インストーラ集が表示されます。

4 ［UUIメールEXのインストール］をク
リックします。

→［インストール先の選択］画面が表示され
ます。

5 UUIメールEXのインストール先を指
定します。

表示されているインストール先でよけ
ればそのままにします。変更する場合
は   参照   ボタンをクリックし、インス
トール先を指定します。

6   次へ   ボタンをクリックします。

● 次の画面が表示された場合は
  はい   ボタンをクリックします。

7 UUIメールEXを登録するプログラム
フォルダ名を指定し、  次へ   ボタンをク
リックします。

プログラムフォルダ名を変更する場合
はフォルダ名を入力するか「既存の
フォルダ」から選択します。

→インストールが始まります。

→［コンポーネントの選択］画面が表示され
ます。

8 「スタートアップに登録する」が x に
なっていることを確認し、  次へ   ボタン
をクリックします。

●「スタートアップに登録する」が x
になっていると、パソコンを起動し
たときにUUIメールEXが自動的に
起動します。

→［セットアップの完了］画面が表示されます。
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9 「今すぐUUIメールEXを起動する」が x
になっていることを確認して   終了   ボ
タンをクリックします。

●「README.TXTを参照する」を x
にしておくと、メモ帳が起動して
UUIメールEXについての説明が表
示されます。内容を確認したらメモ
帳を終了します。

→タスクトレイに［UUIメールEX］アイコ
ンが表示されます。

0 CD-ROMドライブのアクセスランプ
が消えたのを確認し、CD-ROMを取り
出します。

UUIメールEXの環境設定をする

メール機能の環境を設定します。

1 タスクトレイの「UUIメールEX」アイ
コンを右クリックします。

2 ［環境設定］を選択します。

→［環境設定］画面が表示されます。

●［UUIメールEX］画面の［環境設定］
アイコンをクリックした場合も同様
です。

3 ［メール着信通知］［UUIメール］［遊遊
メール］の中から利用するメールサー
ビスのタブをクリックします。

■ メール着信通知

メール到着検出時にポップアップする
x にすると、電子メールが到着し
たことをパソコンの画面上で知らせ
ます。

  参照   ボタン
「利用するメールソフト」を設定す
るときにクリックします。使用する
電子メールソフトを選択します。

利用するメールソフト
  参照   ボタンで指定した電子メール
ソフトが表示されます。電子メール
ソフトを指定していない場合は空欄
です。

メール通知設定
電子メール着信通知をするときの名
前を次の手順で登録します。
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!名前を登録する欄をクリックし、
  登録   ボタンをクリックします。

→［名前登録］画面が表示されます。
「サービスプロバイダ」には
「BIGLOBEメール」と表示されます。

@「名前」に電子メールが着信したと
きに表示する自分の名前を入力し
ます。

#「通知表示名」にBIGLOBEのメー
ルオプション設定で入力した通知
表示名と同じ名前を入力します。

$   OK   ボタンをクリックします。

● 複数のメール通知設定を登録する
場合は   適用   ボタンをクリック
してから   OK   ボタンをクリッ
クして［環境設定］を終了し、再
度! ～ # をくり返します。

■ UUIメール

メール到着検出時にポップアップする
x にすると、電子メールが到着し
たことをパソコンの画面上で知らせ
ます。

発信者名
メールを発信するときの名前を任意
に入力します。

■ 遊遊メール

BIGLOBE-ID
BIGLOBEの IDを入力します。

発信者番号通知
発信者番号通知の電話番号が表示さ
れていることを確認します。表示さ
れていないときは、『らくらくアシ
スタント』で契約者回線番号を設定
してください。

4 ［システム設定］タブをクリックします。

→［システム設定］画面が表示されます。

5 共通の設定をします。

ポート番号
IWX70またはRS20が接続されて
いるCOMポートを指定します。「自
動設定」を選択すると、UUIメール
E X を起動したときに自動的に
COMポートが検出されます。

起動時最小化する
x にすると、UUIメールEXの初期
画面を起動したときに最小化します。

メール監視時間
メール到着を何分おきに確認するか
を設定します。

6   適用  ボタンをクリックしてから
  OK   ボタンをクリックします。
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アドレス帳に登録する

メールを送信する相手をアドレス帳に
登録します。

1 タスクトレイの「UUIメールEX」アイ
コンを右クリックし、［アドレス帳］を
選択します。

●［UUIメール送信］画面の  アドレス帳 

ボタンをクリックした場合も同様
です。

→［アドレス帳］画面が表示されます。

2 登録する欄をクリックし、アドレスを
入力します。

名前
送信相手の名前を入力します。

UUIメール送信
UUI メール送信をする相手の電話
番号を入力します。サブアドレスが
ある場合は「/」を入力してからサ
ブアドレスを入力します。

電子メールアドレス
電子メール送信をする相手の電子
メールアドレスを入力します。

備考
備考が必要なときに入力します。

3   適用   ボタンをクリックします。

● 続けて登録するときは、1 ～ 3
を繰り返します。

4   OK   ボタンをクリックします。

→［UUIメール送信］画面にもどります。

メールを送信する

1 タスクトレイの「UUIメールEX」アイ
コンを右クリックし、［UUI メール送
信］［電子メール送信］［ショートメッ
セージ送信］の中から利用するメール
送信サービスを選択します。

UUIメール送信
プロバイダを経由せずに、Aterm
どうしで直接メールを送信します。

電子メール送信
遊遊メールで電子メールを送信し
ます。

ショートメッセージ送信
遊遊メールでメッセージ送信ができ
るPHS電話機、携帯電話、携帯情
報端末などにショートメッセージを
送信します。

● 以降は「UUIメール送信」を例に説
明します。

→［UUIメール送信］画面が表示されます。

2 「利用サービス」が 1 で選択したメー
ル送信サービスになっていることを確
認します。

3   追加   ボタンをクリックします。

→［宛先選択］画面が表示されます。
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4 送信する相手をクリックし、  OK   ボ
タンをクリックします。

→［UUIメール送信］画面にもどります。

● アドレス帳に登録されていない送信
先を直接入力するときは、 手入力  ボ
タンをクリックし、宛先を入力して
  OK   ボタンをクリックします。

● 複数の相手に同じ内容のメールを送
信する場合は、3 ～ 4 をくり返
します。

5 発信者名が表示されていることを確認
します。

●「UUIメール送信」のときは環境設
定のUUIメールの「発信者名」に入
力した名前が表示されます。「電子
メール送信」「ショートメッセージ
送信」のときは、環境設定の遊遊
メールの「BIGLOBE-ID」が表示さ
れます。

6 送信するメッセージを入力します。

● メッセージ入力欄の上に入力可能文
字数（半角）が表示されるので、そ
の範囲内で入力します。

● あらかじめ保存してあるメッセー
ジを送信するときは  差込ファイル 

ボタンをクリックし、メッセージ
が保存されているファイルを指定
します。

7   送信   ボタンをクリックします。

→メールの送信が実行され、送信結果（「送
信完了」または「送信失敗」）が表示され
ます。

8 IWX70またはRS20前面のSD/RD
ランプが消灯していることを確認し、
  OK   ボタンをクリックします。

着信した電子メールを見る

B I G LOBE に電子メールが届くと
IWX70またはRS20前面のMSGラ
ンプがオレンジ色に点灯します。UUI
メールEXが起動しているときは、タス
クトレイの［UUIメールEX］アイコン
も点滅します。

電子メール着信通知
［新着メール通知］画面が表示される
ので   はい   ボタンをクリックします。
［メール参照］画面でメールの
「From」と「Subject」が確認でき
ます。

UUIメール
タスクトレイの［UUIメールEX］ア
イコンを右クリックし、［UUIメール
受信］を選択し、メールの表題を確認
します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● インターネットに接続している
ときはIWX70またはRS20が
接続されているパソコンの
COMポートまたはUSBポート
が使用中なので、UUIメールEX
を起動することはできません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○



102102　MacintoshでUUIメールEXを使う

MacintoshでUUIメールEXを使う

MacintoshにIWX70を接続した場合
の手順を例に説明します。RS20を接
続した場合の手順も同様です。

UUIメールEXのインストール

『UUIメールEX』をMacintoshのハー
ドディスクにインストールし、使用で
きるようにします。

1 Macintoshを起動します。

ほかのアプリケーションソフトを使用
しているときは、そのアプリケーショ
ンを終了します。

2 添付CD-ROM『AtermIWX70シリー
ズユーティリティ集』をMacintoshに
セットします。

→CD-ROMのウィンドウが開くので、ウィ
ンドウ内の［らくらくセットアップガイ
ド］アイコンをダブルクリックします。
ウィンドウが表示されないときはCD-
ROMアイコンをダブルクリックします。

3 「セットアップガイドを見ないでインス
トール」をクリックします。

4 ［UUIメールEXのインストール］をク
リックします。

→画面にしたがってインストールをおこな
います。

5 CD-ROMを取り出します。

UUIメールEXの環境設定をする

メール機能の環境を設定します。

1 ハードディスクの［UUI メールEX］
フォルダをダブルクリックします。

2 ［UUIメールEX］アイコンをダブルク
リックします。

3 「まず初めに、環境設定を行ってくださ
い。」と表示されるので、  OK   ボタン
をクリックします。

● すでに環境設定をしてある場合は、
［UUIメールEX］画面の  をク
リックします。

→［UUIメールEX－環境設定－］画面が表
示されます。

4 ［メール着信通知］［UUIメール］［遊遊
メール］の中から利用するメールサー
ビスのタブをクリックします。

■ メール着信通知

メール到着検出時にポップアップする
x にすると、電子メールが到着し
たことをパソコンの画面上で知らせ
ます。
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  登録   ボタン
［名前登録］画面が表示されます。

「名前」に電子メール着信通知をす
るときの名前を入力し、「通知表示
名」にBIGLOBEのメールオプショ
ン設定で入力した通知表示名と同じ
名前を入力します。

■ UUIメール

メール到着検出時にポップアップする
x にすると、電子メールが到着したこ
とをパソコンの画面上で知らせます。

発信者名
メールを発信するときの名前を任意
に入力します。

■ 遊遊メール

BIGLOBE-ID
BIGLOBEの IDを入力します。

発信者番号通知
発信者番号通知の電話番号が表示さ
れていることを確認します。表示さ
れていないときは、『らくらくアシ
スタント』で契約者回線番号を設定
してください。

5 ［システム設定］タブをクリックします。

→［システム設定］画面が表示されます。

6 共通の設定をします。

接続ポート
IWX70またはRS20が接続されて
いるポート（モデムポートまたはプ
リンタポート、USBポート）を選
択します。

メール監視時間
メール到着を何分おきに確認するか
を設定します。

7   OK   ボタンをクリックします。

→［UUIメールEX］画面にもどります。



104104　MacintoshでUUIメールEXを使う

アドレス帳に登録する

メールを送信する相手をアドレス帳に
登録します。

1 ハードディスクの［UUI メールEX］
フォルダ内の［アドレス帳］アイコン
をダブルクリックします。

● UUIメールEXが起動中の場合は、
UUIメールEX画面の ボタンを
クリックします。

→［UUIメールEX－アドレス帳－］画面が
表示されます。

2  ボタンをクリックします。

→［UUIメールEX－アドレス帳の編集－］
画面が表示されます。

3 登録する欄をクリックし、アドレスを
入力します。

名前
送信相手の名前を入力します。

UUIメールアドレス
UUI メール送信をする相手の電話
番号を入力します。サブアドレスが
ある場合は「/」を入力してからサ
ブアドレスを入力します。

電子メールアドレス
電子メール送信をする相手の電子
メールアドレスを入力します。

ショートメッセージアドレス
ショートメッセージ送信をおこなう
相手のアドレスを入力します。

4   OK   ボタンをクリックします。

→［UUIメールEX－アドレス帳－］画面に
もどります。

● 続けて登録するときは、3～4 を
くり返します。

5 クローズボックスをクリックし、アド
レス帳ウィンドウを閉じます。

メールを送信する

1 ハードディスクの［UUI メールEX］
フォルダ内の［UUIメールEX］アイコ
ンをダブルクリックします。

→［UUIメールEX］画面が表示されます。

2 ツールバーの中から利用するメール送
信サービスのボタンをクリックします。

UUIメール
プロバイダを経由せずに、Aterm
どうしで直接メールを送信します。

電子メール
遊遊メールで電子メールを送信します。

ショートメッセージ
遊遊メールでメッセージ送信ができ
るPHS電話機、携帯電話、携帯情
報端末などにショートメッセージを
送信します。

● 以降は「電子メール送信」を例に説
明します。
→［UUIメールEX－メール送信－］画面
が表示されます。

3  アドレス帳  ボタンをクリックします。

→［宛先選択］画面が表示されます。
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4 送信する相手をクリックし、  OK   ボ
タンをクリックします。

→［UUIメールEX－メール送信－］画面に
もどります。

● アドレス帳に登録されていない送信
先を直接入力するときは、 手入力  ボ
タンをクリックし、宛先を入力して
  OK   ボタンをクリックします。

● 複数の相手に同じ内容のメールを送
信する場合は、3 ～ 4 をくり返
します。

5 発信者名が表示されていることを確認
します。

●「UUIメール送信」のときは環境設
定のUUIメールの「発信者名」に入
力した名前が表示されます。「電子
メール送信」「ショートメッセージ
送信」のときは、環境設定の遊遊
メールの「BIGLOBE-ID」が表示さ
れます。

6 「メッセージ」に送信するメッセージを
入力します。

● メッセージ入力欄の左に入力可能文
字数（半角）が表示されるので、そ
の範囲内で入力します。

● あらかじめ保存してあるメッセージ
を送信するときは   差込   ボタンを
クリックし、メッセージが保存され
ているファイルを指定します。

7   送信   ボタンをクリックします

→メールの送信が実行され、送信結果（「送
信完了」または「送信失敗」）が表示され
ます。

8 IWX70またはRS20前面のSD/RD
ランプが消灯していることを確認し、
  OK   ボタンをクリックします。

着信した電子メールを見る

B I G LOBE に電子メールが届くと
IWX70またはRS20前面のMSGラ
ンプがオレンジ色に点灯し、「新着メー
ルがあります。」とパソコンに表示され
ます。

1   OK   ボタンをクリックします。

2 「UUIメールEX」を起動します。

→電子メール着信通知の一覧が表示され、
メールの内容が確認できます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● インターネットに接続している
ときはIWX70またはRS20が
接続されているモデム（プリン
タ）ポートまたはUSBポートが
使用中なので、UUIメールEX
を起動することはできません。

● 電子メール着信通知サービス
の設定が正しくないと、MSG
ランプは点滅しません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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テレホンUUIメールを使うには

IWX70の液晶ディスプレイを見ながら、IWX70のアナログポートに接続した電話機の
プッシュボタンを使ってメールを送信します。

テレホンUUIメールの送信

Atermを持っている相手に電話機からUUIメールを送信します。
ご利用の前に INSネット64の契約内容が次のようになっているか確認してください。

■ 必須項目の「ユーザ間情報通知サービス」が「着信許可」になっているか。

■ 付加機能項目「月額使用料（無料）」の「通信中着信通知サービス」を申し込んでいるか。

1 IWX70のアナログポートに接続されている電話機の受話器を上げます。

2 電話機のプッシュボタンで * * 2 * 1 * と押します。

3 相手の電話番号を押します。

● 前回発信した電話番号に発信する場合は、電話番号のかわりに * 3 を押し
ます。

4 # を押します。

5 サブアドレス（最大15桁）を指定します。

サブアドレスを付ける場合： * サブアドレス #
サブアドレスを付けない場合：#

6 # * を押してからメッセージを入力します。

メッセージは数字と * の組み合わせで押します。（「メッセージの作成のしかた」→
P.113）

〈例〉 ケ゛ンキテ゛スカ？�

ケ� ゛� ゛�キ�ン� テ� ス� カ� ？�

● * 3 を押すと前回のメッセージが表示されます。

● メッセージとして入力できる文字数は100文字以内です。これを超えるとエ
ラー通知音（ピッピッ）が鳴り、それ以降に入力した文字は無視されます。



テレホンUUIメールを使うには　107

デ
ー
タ
通
信
の
機
能

2-2 A
te
rm

の
メ
ー
ル
機
能

7 # # を押します。

● メッセージの送信を中断するときは、最後の # を押す前に受話器を置きます。
→ IWX70の液晶ディスプレイに「ソウシンシマシタ」と表示されます。

→送信が失敗したときは「ソウシンシッハ゜イ サイソウシンシテクタ゛サイ」と表示されます。

8 受話器を置きます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 送信が失敗したときなど、もう一度同じ内容を送信するときは、受話器を上げて
* * 2 * 3 # を押してから受話器を置きます。
なお再送信ができるのはテレホンUUIメール、テレホン遊遊メールの中で直前に実
行した1つだけです。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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受信したUUIメールを見る

UUIメールを受信するとIWX70前面のMSGランプがオレンジ色に点滅します。受信した
UUIメールはIWX70に50件まで保存でき、液晶ディスプレイにメールの内容を表示する
ことができます。

1 IWX70のアナログポートに接続されている電話機の受話器を上げます。

2 電話機のプッシュボタンで * * 2 * 2 * と押します。

3 表示するメールの番号 0 1 ～ 5 0 を押します。

このとき次の操作ができます。
1 次ページ表示

2 メール番号の確認

3 次のメールを表示

4 前のメールを表示

5 メール番号の選択にもどる

* * 表示中のメールを削除

● 表示しようとしたメールに全角文字が含まれていると「PCメールテ゛ス」と表
示されます。全角文字が含まれているメールは、パソコンの「UUIメールEX」
を使用して内容を確認してください。

4 * を押してから受話器を置きます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 受信メールには01から順に番号が付きます。
● 受信メールが50件を超えると古いメールから削除され、メール番号は1つずつず

れます。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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テレホン遊遊メールを使うには

IWX70の液晶ディスプレイを見ながら、IWX70のアナログポートに接続した電話機の
プッシュボタンを使ってメールを送信します。

ご利用の前に次の点を確認してください。

■ BIGLOBEの加入とメールオプション「遊遊メールサービス」の申し込み
インターネットプロバイダ『BIGLOBE』に加入し、メールオプションの「遊遊メールサー
ビス」を申し込みます。

■ BIGLOBEの ID番号の登録
BIGLOBEに接続するときのID番号（ユーザ名）をあらかじめIWX70に登録しておきます。

■ 発信者番号通知の設定
INSネット64の発信者番号通知を「通常非通知」と契約している場合は、『らくらくアシ
スタント』の設定でデータポートの発信者番号通知を「行う」に設定します。（→「取扱説明
書」の「5-2.電話機能」）

■ 携帯情報端末／PHS／携帯電話のドメイン名の登録
携帯情報端末やPHS、携帯電話にテレホン遊遊メールを送信するときは、携帯情報端末、
PHS、携帯電話のドメイン名をあらかじめIWX70に登録しておきます。
（「携帯情報端末／PHS／携帯電話のドメインネームの登録」→P.110）

BIGLOBEのID番号の登録

テレホン遊遊メールはBIGLOBEのサーバを介して、携帯情報端末や電子メールの送信先
にメッセージを送ります。テレホン遊遊メールを利用する前にBIGLOBEに接続するとき
の ID番号（ユーザ名）を登録します。

1 IWX70のアナログポートに接続されている電話機の受話器を上げます。

2 電話機のプッシュボタンで　* * 8 5 * 8 5 * と押します。

3 BIGLOBEの ID番号（ユーザ名）を押します。

「メッセージの作成のしかた」（→P.113）を見て文字コードを押します。

4 # # を押してから受話器を置きます。
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携帯情報端末／PHS／携帯電話のドメインネームの登録

テレホン遊遊メールで携帯情報端末、PHS電話機、携帯電話へショートメッセージを送信
するときのドメイン名（組織名）とサーバ名を IWX70に登録します。

1 IWX70のアナログポートに接続されている電話機の受話器を上げます。

2 電話機のプッシュボタンで * * 8 4 と押します。

3 ドメインネームを登録する短縮番号 0 1 ～ 0 8 を押します。

● ここで登録した短縮番号はテレホン遊遊メールを送信するときには、次のよう
に押します。

短縮番号01 → * * 3 1

短縮番号08 → * * 3 8

4 * を押してからドメインネームを押します。

「メッセージの作成のしかた」（→P.113）を見て文字コードを押します。
● ドメインネームは40文字まで入力できます。

5 # * を押してからサーバネームを押します。

● サーバネームは12文字まで入力できます。

● サーバネームはテレホン遊遊メールの送信のときに * * 3 1 ～ * *
3 8 を押すと、IWX70の液晶ディスプレイに表示されます。任意に入力す
ることができますが、入力しなくても問題ありません。

6 # # を押してから受話器を置きます。

テレホン遊遊メールの送信（携帯情報端末／PHS／携帯電話への送信）

BIGLOBEの「遊遊メールサービス」を利用して、電話機から携帯情報端末やPHS電話機、
携帯電話あてにショートメッセージを送信します。

1 IWX70のアナログポートに接続されている電話機の受話器を上げます。

2 電話機のプッシュボタンで * * と押します。
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3 登録してあるドメイン名の番号 3 1 ～ 3 8 を押します。

4 * を押してから相手の携帯情報端末、PHS、携帯電話の番号を押します。

● 前回発信した電話番号に発信する場合は、電話番号のかわりに * 3 を押し
ます。

● パスワードがある場合は、電話番号に続けてパスワードを押します。

● パスワードで「＿ 」を入力するときは * 9 1 を押します。

5 # を押してからメッセージを押します。

メッセージは数字と * の組み合わせで押します。（「メッセージの作成のしかた」→
P.113）

● * 3 を押すと前回のメッセージが表示されます。

● メッセージとして入力できる文字数は98文字以内です。これを超えるとエ
ラー通知音（ピッピッ）が鳴り、それ以降に入力した文字は無視されます。

6 # # を押します。

● メッセージの送信を中断するときは、最後の # を押す前に受話器を置きます。
→ IWX70の液晶ディスプレイに「ソウシンシマシタ」と表示されます。

→送信が失敗したときは「ソウシンシッハ゜イ サイソウシンシテクタ゛サイ」と表示されます。

7 受話器を置きます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 送信が失敗したときなど、もう一度同じ内容を送信するときは、受話器を上げて
* 3 9 # を押してから受話器を置きます。
なお再送信ができるのはテレホンUUIメール、テレホン遊遊メールの中で直前に実
行した1つだけです。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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テレホン遊遊メールの送信（電子メールへの送信）

BIGLOBEの遊遊メールサービスを利用して、電話機から電子メールアドレスに電子メール
を送信します。

1 IWX70のアナログポートに接続されている電話機の受話器を上げます。

2 電話機のプッシュボタンで * * 4 1 と押します。

● 4 1 のかわりに 4 2 を押すと、短縮番号にあらかじめ登録してあるメー
ルアドレスを入力することができます。（「電子メールアドレスの登録」→
P.115）

3 * を押してから送信相手のメールアドレスを入力します。

メールアドレスは数字と * の組み合わせで入力します。（「メッセージの作成のしか
た」→P.113）

● 2 で 4 2 を押した場合は、メールアドレスを登録した短縮番号 1 ～ 9
を押します。

4 # * を押してからメッセージを押します。

メッセージは数字と * の組み合わせで押します。（「メッセージの作成のしかた」→
P.113）

● * 3 を押すと前回のメッセージが表示されます。

● メッセージとして入力できる文字数は98文字以内です。これを超えるとエ
ラー通知音（ピッピッ）が鳴り、それ以降に押した文字は無視されます。

〈例〉 ケ゛ンキテ゛スカ？�

ケ� ゛� ゛�キ�ン� テ� ス� カ� ？�

5 # # を押します。

● メッセージの送信を中断するときは、最後の # を押す前に受話器を置きます。
→ IWX70の液晶ディスプレイに「ソウシンシマシタ」と表示されます。

→送信が失敗したときは「ソウシンシッハ゜イ サイソウシンシテクタ゛サイ」と表示されます。

6 受話器を置きます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 送信が失敗したときなど、もう一度同じ内容を送信するときは、受話器を上げて
* * 4 9 # を押してから受話器を置きます。
なお再送信ができるのはテレホンUUIメール、テレホン遊遊メールの中で直前に実
行した1つだけです。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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メッセージの作成のしかた

電話機のプッシュボタンを使って送信するメッセージやメールアドレスを入力します。
送信できる文字は以下の「文字コード」にあるカタカナ、アルファベット、数字、一部の記
号です。また IWX70に登録してある定型文や自分で登録しておいた文章を組み合わせて
メッセージを作成することもできます。

■ 文字コード

ドーコ 字文 ドーコ 字文 ドーコ 字文 ドーコ 字文 ドーコ 字文 ドーコ 字文

11 ア 15 ナ 19 ラ 63 K 67 ￥ ＊＊ 正訂

21 イ 25 ニ 29 リ 73 L 77 ＆ ＊1 りくめ頁

31 ウ 35 ヌ 39 ル 83 M 87 ＿ ＊2 －

41 エ 45 ネ 49 レ 93 N 97 ， ＊3 ターデ前

51 オ 55 ノ 59 ロ 03 O 07 ％ ＊4 ［

12 カ 16 ハ 10 ワ 64 P 68 ＊ ＊5 大/ 字文小

22 キ 26 ヒ 20 ヲ 74 Q 78 ＃ ＊6 ］

32 ク 36 フ 30 ン 84 R 88 白空 ＊8 白空

42 ケ 46 ヘ 40 ゛ 94 S 98 ． ＊ 19 ＿

52 コ 56 ホ 50 ゜ 04 T 08 ＠ ＊ 29 ；

13 サ 17 マ 61 A 65 U 69 1

23 シ 27 ミ 71 B 75 V 79 2

33 ス 37 ム 81 C 85 W 89 3

43 セ 47 メ 91 D 95 X 99 4

53 ソ 57 モ 01 E 05 Y 09 5

14 タ 18 ヤ 62 F 66 Z 60 6

24 チ 28 （ 72 G 76 ? 70 7

34 ツ 38 ユ 82 H 86 ! 80 8

44 テ 48 ） 92 I 96 － 90 9

54 ト 58 ヨ 02 J 06 ／ 00 0

英字の大文字／小文字の切り替え * 5
文字入力 → 数字入力の切り替え * 8
数字入力 → 文字入力の切り替え * 2 * 2
定型文の入力 * 0 5 定型文コード
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■ 定型文コード

ド�ー�コ� ジ�ー�セ�ッ�メ� ド�ー�コ� ジ�ー�セ�ッ�メ� ド�ー�コ� ジ�ー�セ�ッ�メ�

0�1� ｲ�ｻ�ﾞ�ﾀ�ｸ�ﾜ�ﾝ�ﾞ�ﾃ� 0�2� !�ｳ�ｭ�ｷ�ｼ� 0�3�

ジ�ー�セ�ッ�メ�作�自�1�1� ｽ�ﾏ�ﾚ�ｸ�ｵ� 1�2� ｽ�ﾞ�ﾃ�K�O� ～
�

2�1� ｽ�ﾏ�ｼ�ｳ�ｺ�ﾝ�ﾍ� 2�2� ｽ�ﾞ�ﾃ�G�N� 9�5�

3�1� ｽ�ﾞ�ﾃ�ｼ�ｳ�ｭ�ﾁ� 3�2� !�ｳ�ﾞ�ｺ�ｳ�ｭ�ｼ�

4�1� ｽ�ﾏ�ﾘ�ｴ�ｶ�ﾆ�ｷ�ｻ� 4�2� !�ﾃ�ﾃ�ｯ�ﾏ�

5�1� ﾘ�ｱ�ﾝ�ﾞ�ﾃ�ｽ�ﾙ� 5�2� ?�ﾙ�ﾃ�ｼ�ﾆ�ﾅ�

6�1� ｽ�ﾞ�ﾃ�ﾝ�ｶ�ﾞ�ｼ� 6�2� ?�ﾙ�ｲ�ﾆ�ｺ�ﾞ�ﾄ�

7�1� ｸ�ﾀ�ﾞ�ｼ� 7�2� ｲ�ｼ�ﾞ�ｶ�ｿ�ｲ�ﾏ�ｲ�

8�1� ｬ�ｼ�ｲ�ｶ� 8�2� ｲ�ｻ�ﾅ�ﾝ�ﾒ�ﾞ�ｺ�

9�1� ｳ�ｺ�ｯ�ﾞ�ｶ� 9�2� ｳ�ﾄ�ﾞ�ｶ�ﾘ�ｱ�

■ 入力例

〈例〉 ケ゛ンキテ゛スカ？�

ケ� ゛� ゛�キ�ン� テ� ス� カ� ？�

〈例〉 Happy!

H（小文字切替）� ypa p !

〈例〉 マチアワセハ 6シ゛�

マ� チ� ハ�ワ�ア� セ� （空白）�（数字切替）�

6 （文字切替）� ゛�シ�

〈例〉 定型文10「テ゛ンワクタ゛サイ」
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自作メッセージの登録

定型文コード30～59に自分で作ったメッセージを登録しておくことができます。

1 IWX70のアナログポートに接続されている電話機の受話器を上げます。

2 電話機のプッシュボタンで * * 8 2 * と押します。

3 メッセージを登録する番号 3 0 ～ 5 9 を押します。

● 定型文コード10～29には定型文がすでに登録されています。1 0 ～ 2 9
を押すと液晶ディスプレイにその定型文が表示されるので、 # を押して登録番
号の入力にもどします。

4 * を押してから登録するメッセージを押します。

● 定型文として登録できる文字数は22文字以内です。

● 入力した文字を1文字削除するときは * * を押します。

● 定型文コード10～29と組み合わせてメッセージを作成する場合は、* 0 5
を押してから定型文コード 1 0 ～ 2 9 を押します。

● 入力した内容を見るときは * 1 を押します。 * 1 を押すごとに液晶ディ
スプレイのページが切り替わります。

5 # # を押してから受話器を置きます。

● メッセージの作成を中断するときは、最後の # を押す前に受話器を置きます。

電子メールアドレスの登録

テレホン遊遊メールで電子メールを送信するときの電子メールアドレスを、IWX70の短縮
番号に登録しておくことができます。

1 IWX70のアナログポートに接続されている電話機の受話器を上げます。

2 電話機のプッシュボタンで * * 8 3 と押します。

3 電子メールアドレスを登録する短縮番号 0 1 ～ 0 9 を押します。

● ここで登録した短縮番号はテレホン遊遊メールを送信するときには、次のよう
に押します。

短縮番号01 → * * 4 2 * 1

短縮番号09 → * * 4 2 * 9
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4 * を押してから電子メールアドレスを押します。

「メッセージの作成のしかた」（→P.113）を見て文字コードを押します。
● 電子メールアドレスは40文字まで入力できます。

5 # # を押してから受話器を置きます。
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USBネットワーク�3

Windows98/Windows95の場合�

USBネットワークとは�

Windows2000の場合�

外部から着信可能なダイヤルアップサーバ�

IWX70のシリアルポートとUSBポートに接続されたパソコン
間でファイルやプリンタを共有することができます。�

�
Windows® 2000はMicrosoft® Windows® 2000 operating systemの略です。�
Windows® 98はMicrosoft® Windows® 98 operating systemの略です。�
Windows® 95はMicrosoft® Windows® 95 operating systemの略です。�
WindowsNT® 4.0はMicrosoft® WindowsNT® operating system version 4.0の略です。�
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3-1．USBネットワークとは
IWX70のシリアルポートとUSBポートに接続されたパソコン間で簡易ネットワークが構築できま

す。社内ネットワークなどで利用されているLAN（Local Area Network）の場合は専用のケー

ブルや接続用コネクタが必要ですが、IWX70のUSBネットワークはIWX70とパソコンが2台

あれば、簡単に簡易ネットワークが利用できます。

USBネットワークを利用すると、サーバパソコンに接続されているプリンタをクライアントパソコ

ンで利用したり、データを共有することができます。

�
サーバパソコン�

IWX70

シリアルポート�
またはUSBポート�

プリンタ�ハードディスク�

クライアントパソコン�

サーバパソコンに接続
されたプリンタで印刷
できる�

サーバパソコンのハー
ドディスクにあるファ
イルを利用できる�

シリアルポート�
または�

USBポート�

「サーバ」とはネットワーク上で、他のコンピュータに資源を供給するコンピュータのことをいいま

す。USBネットワークでの「資源」とはサーバに接続されたプリンタやサーバに保存されている

データのことで、「クライアント」はサーバが供給するこれらの資源を利用することができます。

USBネットワークを使用するにはクライアントパソコンからサーバパソコンにインターネット接

続のときと同様にダイヤルアップ接続して、サーバ上の資源を利用します。クライアントパソコン

では次の操作ができます。

■ サーバパソコンで共有設定されたファイルをクライアントパソコンにコピーする。
■ クライアントパソコンのファイルをサーバパソコンに共有設定されたパソコンにコピーする。
■ クライアントパソコンから、サーバパソコンに接続されているプリンタで印刷する。
■ サーバパソコンで共有設定されたファイルをクライアントパソコン上で開く。
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■ Microsoftネットワーク
USB ネットワークはWindows
2000/Windows98/Windows95
のMicrosoftネットワーク機能を利
用します。Microsoftネットワークを
利用するには次の3つのコンポーネン
トが必要です。

アダプタ
Windows98/Windows95の場
合、サーバパソコンとクライアント
パソコンの両方に「ダイヤルアップ
アダプタ」が必要です。

プロトコル
Microsoftネットワークのプロトコ
ルの中の「NetBEUI」を使用します。
サーバパソコンとクライアントパソ
コンで同じプロトコルを使います。

サービス／クライアント
サーバパソコンには「Microsoft
ネットワーク共有サービス」、クラ
イアントパソコンには「Microsoft
ネットワーククライアント」が必要
です。

パソコンに搭載されている O S が
Windows2000かWindows98/
Windows95か、またサーバパソコン
かクライアントパソコンかによって設
定が異なります。ご使用の環境によっ
て以降の手順を進めてください。

USBネットワークを利用するため
の準備

USBネットワークを利用するには、次
の準備が必要です。

■ パソコン
Windows2000/Windows98/
Windows95のいずれかを搭載した
サーバ用パソコンとクライアント用パ
ソコンが必要です。2台のパソコンの
どちらをサーバにするか、IWX70の
シリアルポートとUSBポートのどちら
につなぐかといった制限はありません。

■ ダイヤルアップ接続
サーバパソコンとクライアントパソコ
ンの両方でIWX70からインターネッ
トにダイヤルアップ接続ができる状態
にしておきます。また、USBポート
で接続するパソコンにはUSBドライ
バのインストールが必要です。それぞ
れのパソコンに『らくらくアシスタン
ト』などでインストールします。

■ ダイヤルアップサーバプログラム
サーバパソコンにはW i n d o w s
2000/Windows98/Windows95
の「ダイヤルアップサーバプログラム」
が必要です。Windows2000/
Windows98 には標準でダイヤル
アップサーバプログラムがインストー
ルされています。Windows95 の
場合は「Microsoft Plus!」を
別途購入するか、Windows95 の
アップデートモジュール「ダイヤル
アップネットワークVer.1.3」を
Microsoftのホームページ（http://
www.microsoft.com/japan/win-
dows/dun1_3）で入手します。
● Microsoftのホームページアド

レスや製品名、モジュール名は
変更になることがあります。

● ダイヤルアップサーバプログラ
ムをインストールするときに、
Windows95 のインストール
ディスクが必要になることがあ
ります。インストールのときに
表示される指示にしたがってく
ださい。
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4 「ファイルの種類」の中から「通信」を
クリックし、  詳細   ボタンをクリック
します。

5 「ダイヤルアップサーバー」をクリック
して x にし、  OK   ボタンをクリック
します。

● ディスクを挿入するように画面
に 表 示 さ れ た 場 合 は 、
Windows98 のCD-ROMを
セットしてください。

→ダイヤルアップサーバプログラムがイン
ストールされます。

→［アプリケーションの追加と削除のプロパ
ティ］画面にもどります。

6   OK   ボタンをクリックします。

→［コントロールパネル］ウィンドウにもど
ります。

3-2．Windows98/Windows95の場合
Windows98/Windows95を搭載したパソコンでネットワークを利用するための設定を説明しま

す。設定するパソコンがサーバパソコンか、クライアントパソコンかによって設定が異なります。

サーバの設定

Windows98/Windows95搭載のパ
ソコンをサーバパソコンにするための
設定をします。ご使用の環境によって
はネットワークに必要なソフトウェア
がすでに組み込まれている場合があり
ます。その場合はあらたに組み込む必
要はありません。
● Windows98を例に説明します。お

使いの環境によっては手順や画面が
異なることがあります。また操作の
途中でWindows98のCD-ROMが
必要になることがありますので、あ
らかじめ用意しておいてください。

ダイヤルアップサーバプログラムの
インストール

1  →［設定］→［コントロールパ
ネル］を選択します。

→［コントロールパネル］ウィンドウが表示
されます。

2 ［アプリケーションの追加と削除］アイ
コンをダブルクリックします。

→［アプリケーションの追加と削除のプロパ
ティ］画面が表示されます。

3 ［Windowsファイル］タブをクリック
します。
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ネットワークの設定

1  →［設定］→［コントロールパ
ネル］を選択します。

→［コントロールパネル］ウィンドウが表示
されます。

2 ［ネットワーク］アイコンをダブルク
リックします。

→［ネットワーク］画面が表示されます。

3  ファイルとプリンタの共有  ボタンをクリック
します。

→［ファイルとプリンタの共有］画面が表示
されます。

4 「ファイルを共有できるようにする」、
「プリンタを共有できるようにする」の
両方を x にし、  OK   ボタンをクリッ
クします。

→Microsoftネットワーク共有サービスが
追加され、［ネットワーク］画面にもどり
ます。

5 「現在のネットワークコンポーネント」
の中から「Microsoftネットワーク共
有サービス」を選択し、  プロパティ  ボ
タンをクリックします。

→［Microsoftネットワーク共有サービスの
プロパティ］画面が表示されます。

6 「プロパティ」で「LMアナウンス」を
選択し、「値」で「はい」を選択します。

7 「プロパティ」で「ブラウズマスタ」を
選択し、「値」で「有効」を選択します。

8   OK   ボタンをクリックします。

→［ネットワーク］画面にもどります。

9   追加   ボタンをクリックします。

→［ネットワークコンポーネントの選択］画
面が表示されます。
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0 「インストールするネットワークコン
ポーネント」の中から「プロトコル」を選
択し、  追加   ボタンをクリックします。

→［ネットワークプロトコルの選択］画面が
表示されます。

q 「製造元」の中から「Microsoft」を選
択し、「ネットワークプロトコル」の中
から「NetBEUI」を選択し、  OK   ボ
タンをクリックします。

→［ネットワーク］画面にもどります。

w ［識別情報］タブをクリックします。

e 「コンピュータ名」、「ワークグループ
名」を入力します。

●「コンピュータ名」は他のパソコ
ンと重複しない名前を任意に入
力します。「ワークグループ名」
はクライアントと共通の名前を
入力します。それぞれ半角15文
字以内で入力します。

r   OK   ボタンをクリックします。

→［コントロールパネル］画面にもどります。

t パソコンを再起動します。

ダイヤルアップサーバの設定

ダイヤルアップサーバの設定をして
サーバが着信できるようにします。

1 ［マイコンピュータ］アイコンをダブル
クリックします。

2 ［ダイヤルアップネットワーク］アイコ
ンをダブルクリックします。

→［ダイヤルアップネットワーク］ウィンド
ウが表示されます。

3 ［接続］→［ダイヤルアップサーバー］
を選択します。

→［ダイヤルアップサーバー］画面が表示さ
れます。

4 ［AtermIW SYNC115］タブをク
リックします。

● モデム情報が表示されない場合
は、IWX70のモデム情報がイン
ストールされていません。
「1-3．インターネット接続の手
動設定」を参照し、モデム情報を
インストールしてください。
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5 「着信する」を選択し、  パスワードの変更 

ボタンをクリックします。

→［ダイヤルアップネットワークのパスワー
ド］画面が表示されます。

6 「新しいパスワード」に任意のパスワー
ドを入力し、「新しいパスワードの確
認」に同じパスワードを入力します。

7   OK   ボタンをクリックします。

→［ダイヤルアップサーバー］画面にもどり
ます。

8  サーバーの種類  ボタンをクリックします。

→［サーバーの種類］画面が表示されます。

9 「詳細オプション」の「ソフトウェア圧
縮をする」、「暗号化パスワードを使う」
を x にし、   OK   ボタンをクリック
します。

→［ダイヤルアップサーバー］画面にもどり
ます。

0   OK   ボタンをクリックします。

→［ダイヤルアップネットワーク］ウィンド
ウにもどります。

→タスクトレイのインジケータに［ダイヤ
ルアップサーバ］アイコンが表示され、接
続待機状態になります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● ネットワークを使用している
間は、ダイヤルアップサーバと
して指定したモデム以外で着
信することはできません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ファイルの共有設定

サーバがクライアントに共有を許可す
るファイルを指定します。共有設定を
していないファイルは、クライアント
から見ることができません。
共有設定はドライブまたはフォルダご
とに設定します。

1 ［マイコンピュータ］アイコンをダブル
クリックし、クライアントに公開するド
ライブ、またはフォルダを表示します。

2 共有するドライブまたはフォルダをク
リックし、［ファイル］→［共有］を選
択します。

→［プロパティ］画面が表示されます。
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3 「共有する」を選択し、「共有名」を任
意に入力します。

4 「アクセスの種類」の中からクライアン
トに許可するアクセスの種類を選択し
ます。

●「フルアクセス」「パスワードで
区別」を選択した場合は、「パス
ワード」を設定します。パスワー
ドを設定しなければ、クライア
ントがアクセスするときにパス
ワードが不要となります。

5   OK   ボタンをクリックします。

→［マイコンピュータ］ウィンドウにもど
り、共有設定したドライブまたはフォル
ダには手のマークが表示されます。

プリンタの共有設定

サーバがクライアントに使用を許可す
るプリンタを指定します。共有設定を
していないプリンタは、クライアント
から利用できません。

1 ［マイコンピュータ］アイコンをダブル
クリックします。

2 ［プリンタ］アイコンをダブルクリック
します。

→［プリンタ］ウィンドウが表示されます。

3 共有するプリンタをクリックし、［ファ
イル］→［共有］を選択します。

→［プロパティ］画面が表示されます。

4 「共有する」を選択し、「共有名」、「パ
スワード」を任意に入力します。

●「パスワード」は省略できます。

5   OK   ボタンをクリックします。

→［パスワードの確認］画面が表示されます。
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6   OK   ボタンをクリックします。

● 4 でパスワードを指定している
場合は、同じパスワードを入力
してから   OK   ボタンをクリッ
クします。

→［プリンタ］ウィンドウにもどり、共有設
定したプリンタには手のマークが表示さ
れます。

クライアントの設定

Windows98/Windows95搭載のパ
ソコンをクライアントパソコンにする
ための設定をおこないます。ご使用の
環境によってはネットワークに必要な
ソフトウェアがすでに組み込まれてい
る場合があります。その場合はあらた
に組み込む必要はありません。
● Windows98を例に説明します。お

使いの環境によっては手順や画面が
異なることがあります。また操作の
途中でWindows98のCD-ROMが
必要になることがありますので、あ
らかじめ用意しておいてください。

ネットワークの設定

1  →［設定］→［コントロールパ
ネル］を選択します。

→［コントロールパネル］ウィンドウが表示
されます。

2 ［ネットワーク］アイコンをダブルク
リックします。

→［ネットワーク］画面が表示されます。

3   追加   ボタンをクリックします。

→［ネットワークコンポーネントの選択］画
面が表示されます。
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4 「インストールするネットワークコン
ポーネント」の中から「クライアント」
を選択し、  追加   ボタンをクリックし
ます。

→［ネットワーククライアントの選択］画面
が表示されます。

5 「製造元」の中から「Microsoft」を選
択し、「ネットワーククライアント」の
中から「Microsoftネットワーククラ
イアント」を選択し、   OK   ボタンを
クリックします。

→［ネットワークコンポーネントの選択］画
面にもどります。

6 「インストールするネットワークコン
ポーネント」の中から「プロトコル」を
選択し、  追加   ボタンをクリックしま
す。

→［ネットワークプロトコルの選択］画面が
表示されます。

7 「製造元」の中から「Microsoft」を選
択し、「ネットワークプロトコル」の中
から「NetBEUI」を選択して   OK   ボ
タンをクリックします。

→［ネットワーク］画面にもどります。

8 ［識別情報］タブをクリックします。

9 「コンピュータ名」、「ワークグループ
名」を入力します。

●「コンピュータ名」は他のパソコ
ンと重複しない名前を任意に入
力します。「ワークグループ名」
はクライアントと共通の名前を
入力します。それぞれ半角15文
字以内で入力します。

0   OK   ボタンをクリックします。

→［コントロールパネル］画面にもどります。

q パソコンを再起動します。



クライアントの設定　127

3-2 W
in
d
o
w
s
9
8
/W

in
d
o
w
s
9
5

の
場
合

U
S
B

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ダイヤルアップネットワークの接続
先の設定

サーバに接続するためのダイヤルアッ
プネットワークの設定をします。

1 ［マイコンピュータ］アイコンをダブル
クリックします。

2 ［ダイヤルアップネットワーク］アイコ
ンをダブルクリックします。

→［ダイヤルアップネットワーク］ウィンド
ウが表示されます。

3 ［新しい接続］アイコンをダブルクリッ
クします。

→［新しい接続］画面が表示されます。

4 「接続名」を任意に入力します。

● ここでは例として「USBネット
ワーク」と入力します。

5 「モデムの選択」で「A t e r m I W
SYNC115」を選択し、  次へ   ボタン
をクリックします。

6 「市外局番」と接続するサーバの「電話
番号」を入力します。
IWX70のシリアルポートに接続され
ているサーバの場合は「#/81」、USB
ポートに接続されているサーバには
「#/71」を「電話番号」に入力します。
RS20に接続されているサーバの場合
は「#/91」（無線Aポート）と入力し
ます。

7   次へ   ボタンをクリックします。

8 ダイヤルアップネットワークの接続名
を確認し、  完了   ボタンをクリックし
ます。

→［ダイヤルアップネットワーク］ウィンド
ウにもどり、「接続名」で入力した名前の
ダイヤルアップネットワークアイコンが
追加されます。

9 作成されたダイヤルアップネットワー
クアイコンを右クリックし、［プロパ
ティ］を選択します。
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ネットワークの使い方

サーバへの接続

クライアントからダイヤルアップで
サーバに接続します。

1 ［ダイヤルアップネットワーク］ウィン
ドウ内のネットワーク接続用アイコン
（例：USBネットワーク）をダブルク
リックします。

→［接続］画面が表示されます。

2 「ユーザー名」と「パスワード」を入力
します。

「パスワード」はサーバの設定の「ダイ
ヤルアップサーバの設定」の 6 で登
録したパスワードを入力します。

3 「電話番号」が「#/81」（シリアルポー
ト）または「#/71」（USBポート）に
なっていることを確認し、  接続   ボタン
をクリックします。

RS20 に接続されているサーバは
「#/91」（無線Aポート）になります。
→「接続中」と表示されたあと、タスクトレ
イに［ダイヤルアップ］のインジケータが
表示されます。

0 ［サーバーの種類］タブをクリックします。

q 「詳細オプション」の「ネットワークへ
のログオン」、「ソフトウェア圧縮をす
る」、「暗号化パスワードを使う」を x
にし、「使用できるネットワークプロト
コル」の「NetBEUI」だけを x にし
て   OK   ボタンをクリックします。

→［ダイヤルアップネットワーク］画面にも
どり、クライアントの設定が完了します。
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● ネットワークの接続を切断す
るときは、インターネット接
続のときと同様にタスクトレ
イの［ダイヤルアップ］インジ
ケータをクリックし、   切断  

ボタンをクリックします。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

共有フォルダ／プリンタを使う

サーバが公開している共有フォルダや
共有プリンタを使用します。

1 クライアントからダイヤルアップネッ
トワークでサーバと接続しておきます。

2 デスクトップの［ネットワークコン
ピュータ］アイコンをダブルクリック
します。

3 サーバのアイコンをダブルクリックし
ます。

→サーバが共有を許可しているドライブ、
フォルダ、プリンタが表示され、クライア
ントで使用できるようになります。

● 共有プリンタを使用する場合は、
以降の手順にすすんでください。
共有ドライブまたは共有フォル
ダを使用する場合は、サーバの
設定の「ファイルの共有設定」
4 の制限内でファイルが利用で
きます。

4 プリンタのアイコンをダブルクリック
します。

→「･･･プリンタの設定を行う必要がありま
す。･･･」と表示されます。

5   はい   ボタンをクリックします。

→［プリンタの追加ウィザード］が表示され
ます。

6 「いいえ」 を選択し、  次へ   ボタンをク
リックします。

→［プリンタの追加ウィザード］が表示され
ます。

7 「現在のドライバを使う」を選択し、
  次へ   ボタンをクリックします。
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8 「プリンタ名」 を任意に入力し、  次へ  

ボタンをクリックします。

9 「はい」を選択し、   完了   ボタンをク
リックします。

→印字テストが実行され、プリンタのウィ
ンドウが表示されます。

0 プリンタウィンドウを閉じます。
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3-3．Windows2000の場合
Windows2000を搭載したパソコンでネットワークを利用するための設定を説明します。設定する

パソコンがサーバパソコンか、クライアントパソコンかによって設定が異なります。設定をするとき

には、Windows2000の起動時にAdministrator権限のあるアカウントでログオンしてください。

  次へ   ボタンをクリックします。

→「ネットワークの接続の種類」を選択する
画面が表示されます。

「着信接続を受け付ける」を選択し、
  次へ   ボタンをクリックします。

→「着信接続に使うデバイス」を選択する画
面が表示されます。

「接続デバイス」の中から接続している
ポートに対応したモデム情報をクリッ
クして x にします。

サーバパソコンをシリアルポートに接
続している場合は「AtermIW128K
Support Series」を選択します。
USB ポートに接続している場合は
「AtermIW128K Support Series for
USB」を選択します。

サーバの設定

Windows2000 搭載のパソコンを
サーバパソコンにするための設定をし
ます。ご使用の環境によってはネット
ワークに必要なソフトウェアがすでに
組み込まれている場合があります。そ
の場合はあらたに組み込む必要はあり
ません。

ダイヤルアップ接続の設定

サーバパソコンにクライアントパソコ
ンからのダイヤルアップ接続を受ける
ための「着信接続」の設定をおこない
ます。

 →［設定］→［コントロールパ
ネル］を選択します。

→［コントロールパネル］ウィンドウが表示
されます。

［ネットワークとダイヤルアップ接続］
アイコンをダブルクリックします。

→［ネットワークとダイヤルアップ接続］
ウィンドウが表示されます。

［新しい接続の作成］アイコンをダブル
クリックします。

→［ネットワークの接続ウィザード］画面が
表示されます。
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● モデム情報が表示されない場合
は、IWX70のモデム情報がイン
ストールされていません。
「1-2．インターネット接続の手
動設定」を参照し、モデム情報を
インストールしてください。

  次へ   ボタンをクリックします。

→「着信した仮想プライベート接続」を指定
する画面が表示されます。

「仮想プライベート接続を許可しない」
を選択し、  次へ   ボタンをクリックし
ます。

→「許可されるユーザー」を選択する画面が
表示されます。

  追加   ボタンをクリックします。

→［新しいユーザー］画面が表示されます。

● 接続を許可するユーザーがすで
に表示されている場合は、□ を
クリックして x にし、w に進
みます。

「ユーザー名」と「パスワード」を入力
します。

● ここで入力したユーザー名とパス
ワードで、クライアントパソコン
がダイヤルアップ接続します。

● パスワードが不要であれば入力
しなくてもかまいません。パス
ワードを指定した場合は「パス
ワードの確認入力」に同じパス
ワードをもう一度入力します。

  OK   ボタンをクリックします。

→「許可されるユーザー」を指定する画面に
もどります。

● 複数のユーザを登録する場合は、
9 ～ q をくり返します。

接続を許可するすべてのユーザーに x
がついていることを確認し、  次へ   ボ
タンをクリックします。

→「ネットワークコンポーネント」を選択す
る画面が表示されます。

「ネットワークコンポーネント」に
次の3つがあるか確認します。

NetBEUIプロトコル
Microsoftネットワーク用クライアント
Microsoftネットワーク用ファイルと
プリンタ共有

● この画面の例では「NetBEUIプロ
トコル」「Microsoftネットワーク
用ファイルとプリンタ共有」が不
足しています。以降はこの2つを
追加する手順を説明します。
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 インストール  ボタンをクリックします。

→［ネットワークコンポーネントの種類の選
択］画面が表示されます。

インストールするネットワークコン
ポーネントの種類を選択します。

追加するものによってそれぞれ次のコ
ンポーネントを選択します。

クライアント
「Microsoftネットワーク用クライ
アント」を追加する場合

サービス
「Microsoftネットワーク用ファイル
とプリンタ共有」を追加する場合

プロトコル
「NetBEUIプロトコル」を追加する
場合

● ここでは例として「サービス」を
選択します。

→［ネットワークサービスの選択］画面が表
示されます。

「Microsoft ネットワーク用ファイル
とプリンタ共有」を選択して   OK   ボ
タンをクリックします。

→「ネットワークコンポーネント」を選択す
る画面にもどります。

● 他に不足しているコンポーネン
トがある場合は r ～ y をく
り返します。

● 途中で「今すぐ再起動します
か？」と表示された場合は、
 いいえ ボタンをクリックし
ます。

「NetBEUIプロトコル」、「Microsoft
ネットワーク用クライアント」、
「Microsoft ネットワーク用ファイル
とプリンタ共有」がそろったら   次へ  

ボタンをクリックします。

→「ネットワークの接続ウィザードの完了」
の画面が表示されます。

「この接続に付ける名前」に任意でネッ
トワーク接続の名称を入力します。

ここで入力した名前が［ネットワーク
とダイヤルアップ接続］アイコンの名
称になります。

   完了   ボタンをクリックします。

→［ネットワークとダイヤルアップ接続］
ウィンドウにもどり、 i で付けた名前の
アイコンが追加されます。

  → ［シャットダウン］を選択
し、Windowsを再起動します。

→Windowsが再起動し、［ネットワークと
ダイヤルアップ接続］ウィンドウが表示
されます。
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追加した［ネットワークとダイヤル
アップ接続］アイコン（例：着信接続）
をダブルクリックします。

→［着信接続のプロパティ］画面が表示され
ます。

「デバイス」の中から 6 で選択したモ
デム情報を選択し、 プロパティ  ボタン
をクリックします。

→［接続の設定］画面が表示されます。

「データプロトコル」が「AUTO（1Ch）」
になっていることを確認し、  OK   ボ
タンをクリックします。

→［ネットワークとダイヤルアップ接続］
ウィンドウにもどります。

ワークグループ名の確認

サーバパソコンのワークグループ名を
確認します。クライアントパソコンは
サーバと同じグループ名を指定します。

［コントロールパネル］の［システム］
アイコンをダブルクリックします。

→［システムのプロパティ］画面が表示され
ます。

［ネットワーク ID］タブをクリックし
ます。

「ワークグループ名」を確認します。

 キャンセル  ボタンをクリックします。

→［コントロールパネル］ウィンドウにもど
ります。
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ファイルの共有設定

サーバがクライアントに共有を許可す
るファイルを指定します。共有設定を
していないファイルは、クライアント
から見ることができません。
共有設定はドライブまたはフォルダご
とに設定します。

［マイコンピュータ］アイコンをダブ
ルクリックし、クライアントに公開す
るドライブ、またはフォルダを表示し
ます。

共有するドライブまたはフォルダをク
リックし、［ファイル］→［共有］を選
択します。

「このフォルダを共有する」を選択し、
  OK   ボタンをクリックします。

→［マイコンピュータ］ウィンドウにもど
り、共有設定したドライブまたはフォル
ダには手のマークが表示されます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● ドライブに対して共有設定を
すると、クライアントパソコ
ンからサーバパソコンのディ
スクがそのまま利用できるよ
うになります。ただし、クライ
アントパソコン側のアプリ
ケーションから直接サーバパ
ソコンのファイルにアクセス
するように設定した場合、
サーバパソコン側でハード
ディスク内のフォルダの位置
を変えたり、別のドライブへ
移動させたときに、クライア
ント側のアプリケーションの
設定も変更しなければならな
いことがあります。
フォルダ単位で共有設定する
場合は、クライアントから見
える共有名はハードディスク
上のフォルダ構成の影響を受
けません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

プリンタの共有設定

サーバがクライアントに使用を許可す
るプリンタを指定します。共有設定を
していないプリンタは、クライアント
から利用できません。

［コントロールパネル］の［プリンタ］
アイコンをダブルクリックします。

→［プリンタ］ウィンドウが表示されます。
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共有するプリンタアイコンをクリック
し、［ファイル］→［共有］を選択し
ます。

→［プロパティ］画面が表示されます。

「共有する」を選択し、  OK   ボタンを
クリックします。

→［プリンタ］ウィンドウにもどり、共有設
定したプリンタには手のマークが表示さ
れます。

クライアントの設定

Windows2000搭載のパソコンをク
ライアントパソコンにするために必要
な設定をおこないます。ご使用の環境
によってはネットワークに必要なソフ
トウェアがすでに組み込まれている場
合があります。その場合はあらたに組
み込む必要はありません。

ワークグループ名の設定

サーバパソコンのワークグループ名と
同じグループ名を指定します。

［コントロールパネル］の［システム］
アイコンをダブルクリックします。

→［システムのプロパティ］画面が表示され
ます。

［ネットワーク ID］タブをクリックし
ます。

 プロパティ  ボタンをクリックします。

→［識別の変更］画面が表示されます。
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コンピュータ名を入力します。

サーバパソコンの名前やワークグルー
プ名と重複しない名前を任意に入力し
ます。

ワークグループ名を入力します。

「サーバの設定」の「ワークグループ名
の確認」で確認したワークグループ名
を入力します。

  OK   ボタンをクリックします。

→「○○ワークグループへようこそ」と表示
されます。

  OK   ボタンをクリックします。

→［ネットワークID］画面が表示されます。

  OK   ボタンをクリックします。

→［システムのプロパティ］画面にもどります。

  OK   ボタンをクリックします。

→［システム設定の変更］画面が表示されます。

  はい   ボタンをクリックします。

→Windowsが再起動します。

ダイヤルアップネットワークの接続
先の設定

サーバにダイヤルアップ接続するため
のダイヤルアップネットワークの設定
をします。

 →［設定］→［コントロールパ
ネル］を選択します。

→［コントロールパネル］ウィンドウが表示
されます。

［ネットワークとダイヤルアップ接続］
アイコンをダブルクリックします。

→［ネットワークとダイヤルアップ接続］
ウィンドウが表示されます。

［新しい接続の作成］アイコンをダブル
クリックします。

→［ネットワークの接続ウィザード］画面が
表示されます。

  次へ   ボタンをクリックします。

→「ネットワークの接続の種類」を選択する
画面が表示されます。
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「プライベートネットワークにダイヤル
アップ接続する」を選択し、  次へ   ボ
タンをクリックします。

→「デバイスの選択」の画面が表示されます。

「この接続で使用するデバイスの選択」
の中から接続しているポートに対応し
たモデム情報をクリックして x にし
ます。

クライアントパソコンをシリアルポー
トに接続している場合は「A t e r m
IW128K Support Series」を選択し
ます。USBポートに接続している場合
は「AtermIW128K Support Series
for USB」を選択します。

● モデム情報が表示されない場合
は、IWX70のモデム情報がイン
ストールされていません。
「1-2．インターネット接続の手
動設定」を参照し、モデム情報を
インストールしてください。

  次へ   ボタンをクリックします。

→「ダイヤルする電話番号」を指定する画面
が表示されます。

「電話番号」にサーバパソコンの内線番
号を入力します。

サーバパソコンがシリアルポートに接続
されている場合は「＃/81」、USBポー
トに接続されている場合は「＃/71」
と入力します。サーバパソコンがRS20
に接続されている場合は「#/91」（無線
Aポート）と入力します。

  次へ   ボタンをクリックします。

→「接続の利用範囲」を指定する画面が表示
されます。

すべてのユーザーにこの接続の利用を
許可するか自分だけが利用するかを選
択し、  次へ   ボタンをクリックします。

→「ネットワークの接続ウィザードの完了」
の画面が表示されます。

q この接続に付ける名前を任意に入力し、
  完了   ボタンをクリックします。

→［接続］画面が表示されます。
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w  プロパティ  ボタンをクリックします。

→［ダイヤルアップ］画面が表示されます。

e 「接続の方法」に 6 で選択したモデム
情報が表示され、x になっていること
を確認し、  構成   ボタンをクリックし
ます。

→［モデムの構成］画面が表示されます。

r 「モデムプロトコル」で「PPP（64K）」
を選択します。

t 「モデムによるエラー制御を行う」を □
にし、  OK   ボタンをクリックします。

→［ダイヤルアップ］画面にもどります。

y ［ネットワーク］タブをクリックします。

u 「インターネットプロトコル（TCP/
IP）」を □ にします。

i 「チェックボックスが･･･コンポーネン
トは」に次の3つがあるか確認します。

NetBEUIプロトコル
Microsoftネットワーク用クライアント
Microsoftネットワーク用ファイルとプ
リンタ共有

● u の画面では「NetBEUIプロ
トコル」が不足しています。以降
は「NetBEUI」を追加する手順
を例に説明します。

o  インストール  ボタンをクリックします。

→［ネットワークコンポーネントの種類の選
択］画面が表示されます。

p 「プロトコル」を選択し、  追加   ボタン
をクリックします。

→［ネットワークプロトコルの選択］画面が
表示されます。
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a 「NetBEUI プロトコル」を選択して
  OK   ボタンをクリックします。

→［ダイヤルアップ接続］の画面にもどり
ます。

● 他に不足しているコンポーネン
トがある場合は o ～ a をく
り返します。

● 途中で「今すぐ再起動します
か？」と表示された場合は、
 いいえ  ボタンをクリックします。

s 「NetBEUIプロトコル」「Microsoft
ネ ットワーク用クライアント」
「Microsoft ネットワーク用ファイル
とプリンタ共有」がそろったら   OK  
ボタンをクリックします。

→［接続］画面にもどります。

d   キャンセル  ボタンをクリックします。

ネットワークの使い方

サーバへの接続

クライアントからダイヤルアップで
サーバに接続します。

［ネットワークとダイヤルアップ接続］
ウィンドウ内のネットワーク接続用ア
イコン（例：USBネットワークダイヤ
ルアップ）をダブルクリックします。

→［接続］画面が表示されます。

「ユーザー名」と「パスワード」を入力
します。

「パスワード」はサーバの設定の「ダイ
ヤルアップ接続の設定」の 0 で登録
したユーザー名とパスワードを入力し
ます。
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「電話番号」が「#/81」（シリアルポー
ト）または「#/71」（USBポート）に
なっていることを確認し、 ダイヤル  ボ
タンをクリックします。

RS20 に接続されているサーバは
「#/91」（無線Aポート）となります。
→「接続中」と表示されたあと、タスクトレ
イに［ダイヤルアップ］のインジケータが
表示されます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● サーバに接続できるとサーバ
パソコンにも［ダイヤルアッ
プ］のインジケータが表示さ
れます。

● ネットワークの接続を切断す
るときは、インターネット接
続のときと同様にタスクトレ
イの［ダイヤルアップ］インジ
ケータをクリックし、  切断   ボ
タンをクリックします。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

共有フォルダ／プリンタを使う

サーバパソコンがクライアントパソコ
ンに利用を許可している共有フォルダ
や共有プリンタを使用します。

ダイヤルアップネットワークでサーバ
と接続しておきます。

デスクトップの［マイネットワーク］ア
イコンをダブルクリックします。

［ネットワーク全体］アイコンをダブル
クリックします。

→［ネットワーク全体］ウィンドウが表示さ
れます。

「コンピュータの検索」をクリックし
ます。

→［検索結果－コンピュータ］ウィンドウが
表示されます。

「コンピュータ名」でサーバパソコンの
コンピュータ名を入力し、 検索開始  ボ
タンをクリックします。

→サーバが検索されます。
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サーバが検索されたら、パソコンのア
イコンをクリックします。

→サーバが共有を許可しているドライブ、
フォルダ、プリンタが表示され、クライア
ントで使用できるようになります。

● 共有プリンタを使用する場合は、
以降の手順にすすんでください。

プリンタのアイコンをダブルクリック
します。

  はい   ボタンをクリックします。

→プリンタのウィンドウが表示されます。

プリンタウィンドウを閉じます。
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3-4．外部から着信可能なダイヤルアップサーバ
USBネットワーク用に構成したサーバパソコンは、外部からの接続を受け付けるダイヤルアップ

サーバとしても動作します。

ただし、このためにはIWX70にINSネット64からの着信ができるように設定しておく必要があ

ります。

『らくらくアシスタント』を使って、電話番号画面でいずれかの電話番号にパソコンを接続したポー

トへの着信を指定します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 外部から着信させたくない場合は、着信の設定をしないか、データポートの識別着
信を設定してください。

● 外部から着信するときに発信者側がAtermを使用している場合は、スティルスコー
ルバックが利用できます。（→「2-1．データ通信の機能」）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● 1台のパソコンをダイヤルアップサーバとして構成し、IWX70にシリアルポート
とUSBポートの両方で接続すると、外部の2台のパソコンから着信を受け付ける
ことができます。この場合、シリアルポート、USBポートのどちらかに優先順位を
指定してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○



144



145

4 ATコマンド�

�

IWX70用ATコマンド�

RS20用ATコマンド�

IWX70とRS20が対応するATコマンドについて説明します。�
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4-1．ATコマンドとは
ATコマンドは米国Hayes社が自社用モデムのために開発した非同期端末用自動発着信方式の通

信ソフトウェアの一種で、コマンドのほとんどが「AT」で始まるところからこう呼ばれています。

IWX70とRS20はATコマンドに準拠し、さらに拡張コマンドの一部や独自のコマンドをサポー

トしています。

ATコマンドの構成

ATコマンドは「コマンド」「Sレジスタ」「リザルトコード」の3つから成り立っています。

■ コマンド
パソコンからIWX70またはRS20に対して動作を指示するときに「ATコマンド」を使い
ます。
ATコマンドは次の形式で入力します。

AT　コマンド　CR　RF

● コマンドは半角の英数字を入力します。

● 英字は大文字か小文字のどちらかに統一して入力します。大文字・小文字を組み合わせて
用いることはできません。

　  ○  AT　at　　　　×  At 　aT

● 最大184字以内で複数のコマンドを連続して入力できます。184字を超えた場合は
ERRORをパソコンに返します。

● コマンドによってはコマンドのうしろにパラメータが必要なものがあります。パラメータ
が省略されると値は「0」とみなされます。

●「CR」（改行キーやreturnキー） は復帰文字で、コマンドの区切りになります。復帰文
字はS3レジスタで変更できますが、通常はそのまま使います。

●「LF」は改行文字で、省略できます。改行文字はS4レジスタで変更できますが、通常は
そのまま使います。

● コードはASCIIを使用します。

● IWX70、RS20はATコマンドからパソコンのデータポート速度、データビット長、パ
リティを自動的に判別し、それに合わせます。

■ Sレジスタ
コマンドを実行する際に参照するのが「Sレジスタ」です。
Sレジスタは、自動発着信の動作を規定する各種のパラメータ（RING回数、時間、文字）を
格納するレジスタで、Sレジスタの内容を指定することによって、発着信動作を詳細に規定
することができます。
Sレジスタの内容は「ATSn」コマンドで変更できます。
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■ リザルトコード
パソコンからIWX70またはRS20に対して実行したコマンドの結果や着信の報告を「リ
ザルトコード」といいます。
リザルトコードの形式はVコマンドで設定します。次の2種類があります。

英語表示のリザルトコード（初期値）

CR　LF　リザルトコード　CR　LF

（英語）�

●「CR」（改行キーやreturnキー）は復帰文字で、コマンドの区切りになります。復帰文字
はS3レジスタで変更できますが、通常はそのまま使います。

●「LF」は改行文字です。改行文字はS4レジスタで変更できますが、通常はそのまま使い
ます。

● コードはASCIIを使用します。

数字表示によるリザルトコード
リザルトコードが数字表示になっていると通信できない場合があります。

リザルトコード　CR

（数字）�

●「CR」（改行キーやreturnキー）は復帰文字で、コマンドの区切りになります。復帰文字
はS3レジスタで変更できますが、通常はそのまま使います。復帰文字を変更すると通信
できない場合があります。

● コードはASCIIを使用します。
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4-2． IWX70用ATコマンド
◎：コマンド実行時に設定が保存され、電源を切っても設定が保持されます。
○：「＄S」コマンドを実行すると設定が保存され、電源を切っても設定が保持されます。
注：初期値は各コマンドの説明を参照してください。

ドンマコ 要概能機 値期初 ドンマコ 要概能機 値期初

A 答応信着 － ○ KC& BSU のトーポ DC 制号信
定設御 1

D 信発ルヤイダ － ○ D& のトーポターデ RE 制号信
定設御 0

○ E 定指ーコエ 1 ○ JD& のトーポルアリシ RE 号信
定設御制 0

H 断切 － ○ KD& BSU のトーポ RE 制号信
定設御 0

I 示表ドーコ置装 － H& 示表号番縮短 －

N 定設の度速線回 0 ○ K& 定設式方御制ーロフ 3

O ーデらかドーモドンマコ
す戻へドーモ信通タ － ○ S& のトーポターデ RD 号信

定設御制 0

○ Q 定設無有ドーコトルザリ 0 ○ JS& のトーポルアリシ RD 信
定設御制号 0

○ V ッマーォフドーコトルザリ
定設ト 1 ○ KS& BSU のトーポ RD 制号信

定設御 0

○ W ドーコトルザリ GNIR 表
定設示 0 ◎ Z& 録登号番縮短 －

○ X 定設トッセドーコトルザリ 3 C# 、金料信通のトーポターデ
示表由理断切 －

Z 化期初ターメラパ － JC# 料信通のトーポルアリシ
示表由理断切、金 －

JZ 化期初定設のトーポターデ － KC# BSU 、金料信通のトーポ
示表由理断切 －

KZ BSU 化期初定設のトーポ － H# 号番知通のトーポターデ
示表 －

○ S/ ドアブサのトーポターデ
定設ターレパセスレ / JH# 番知通のトーポルアリシ

示表号 －

○ JS/ アブサのトーポルアリシ
定設ターレパセスレド / KH# BSU 示表号番知通のトーポ －

○ KS/ BSU レドアブサのトーポ
定設ターレパセス / AH# 話電 A 号番知通のトーポ

示表 －

○ C& のトーポターデ DC 号信
定設御制 1 BH# 話電 B 号番知通のトーポ

示表 －

○ JC& のトーポルアリシ DC 信
定設御制号 1 APH#

～ FPH#
線無 A 線無～ F のトーポ

示表号番知通 －
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ドンマコ 要概能機 値期初 ドンマコ 要概能機 値期初

ASH#
＃～ FSH

線無 A 線無～ F トーポ
のDI 示表態状録登 － ◎ ＊ BZ 話電 B 番信着トーポ

当割号番定指線内・号 －

M# SFAIP 示表と定設の 1 ◎ ＊ DZ 号番信着トーポターデ
当割 －

R# 否拒信着 － ◎ ＊ JDZ 号番信着トーポルアリシ
当割 －

◎ Z# 号番知通のトーポターデ
録登 － ◎ ＊ KDZ BSU 号番信着トーポ

当割 －

◎ JZ# 番知通のトーポルアリシ
録登号 － ◎ ＊ APZ

＊～ FPZ
線無 A 線無～ F 信着トーポ

当割号番定指線内・号番 －

◎ AZ# 話電 A 号番知通のトーポ
録登 － ○ ￥C 示表金料信通積累 －

◎ BZ# 話電 B 号番知通のトーポ
録登 － ○ ￥ PC 金料信通積累トーポ線無

示表 －

◎ KZ# BSU 号番知通のトーポ
録登 － ○ ￥D IUU と定設の示表ルーメ

示表 注

◎ APZ#
～ FPZ#

線無 A 線無～ F 通のトーポ
録登号番知 － ￥L 示表報情信着発 －

＊H 号番定指線内・号番信着
示表当割 － ○ ￥M 設の示表知通ルーメ子電

示表と定 注

○ ＊ CP 信発のトーポターデ
i 定設ーバンナ・ － ○ ￥Q 定設の式方御制ーロフ 3

○ ＊ JNCP 信発のトーポルアリシ
i 定設ーバンナ・ － ￥S 定設種各のトーポターデ

示表 －

○ ＊ KNCP BSU 信発のトーポ i ナ・
定設ーバン － ￥ JS のトーポルアリシ 設種各

示表定 －

◎ ＊ NP i 号番話電報情ーバンナ・ － ￥ KS BSU のトーポ 表定設種各
示 －

○ ＊ RP のトーポターデ 信着
定設ーバンナ・ｉ － ○ $A 話電 A 示表と定設のトーポ 注

○ ＊ JNRP 信着のトーポルアリシ i ナ・
定設ーバン － ○ $B 話電 B 示表と定設のトーポ 注

○ ＊ KNRP BSU 信着のトーポ i ナ・
定設ーバン － ○ $D 定設通共トーポグロナア

示表と 注

○ ＊ 1XP i 定設用使のーバンナ・ 0 ○ $F と定設通共トーポターデ
示表 注

＊ ?P i 示表定設ーバンナ・ － $H 示表スレドア用送転信着 －

◎ ＊Z 号番定指線内・号番信着
録登 － ○ $L DCL 示表と定設の 注

◎ ＊ AZ 話電 A 番信着トーポ
当割号番定指線内・号 － ○ $M spbk821 クンリチルマ

PPP 示表と定設信通 注
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○ $ JM
のトーポルアリシ spbk821 マ

クンリチル PPP 示表と定設信通
注 ? す示のタンイポタスジレ

示表容内タスジレ －

$ KM
BSU のトーポ spbk821 ルマ

クンリチ PPP 示表と定設信通
注 ○ = S 示のタンイポタスジレ

更変容内タスジレす －

○ $N す関に御制のトーポターデ
示表と定設る 注 +++ ドンマコプーケスエ －

○ $ JN 関に御制のトーポルアリシ
示表と定設るす 注 H! 用信着トーベイラプイマ

示表報情録登のスレドア －

○ $ KN BSU す関に御制のトーポ
示表と定設る 注 HS! 報情録登の信着別識似疑

示表 －

○ $ PN トーポターデ / トーポ線無
示表と定指トーポ信着先優 注 ◎ ZS! スレドアの信着別識似疑

録登 －

$O XUM 示表や定設の能機 注 ○ CU! スレドア用止防話電惑迷
除削号番話電録登の －

○ $P 示表と定設通共トーポ線無 注 HU! スレドア用止防話電惑迷
示表報情の －

○ $ AP
～$ FP 示表と定設のトーポ線無 注 ◎ SU! スレドア用止防話電惑迷

録登の －

$S 存保のターメラパ － HV! 番話電定設プーワスイボ
示表報情録登の号 －

○ $X 定設の送転信着 2，0 ◎ ZV! 番話電定設プーワスイボ
録登号 －

◎ $Y 録登スレドア先送転信着 － HW! ア用グンギンリ別識似疑
示表報情録登のスレド －

◎ $ MY ーメ先送転のルーメ遊遊
録登スレドアル － ◎ ZW! ア用グンギンリ別識似疑

録登のスレド －

◎ $Z 録登スレドア元送転信着 － ○ X! の信着トーベイラプイマ
定設 0

○ C% 定指ルコトロプ縮圧 2 ◎ Z! 相の信着トーベイラプイマ
定設のトーポ信着と号番手 －

S S 定設のタンイポタスジレ 0
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各コマンドの詳細

Ａ
機能： 「RING」が表示されているときに本コマンドを入力して相手と通信中にします。
書式： ATA
パラメータ： なし
入力例： ATA

Ｄ
機能： 発信して相手を呼び出します。
書式： ATD＜パラメータ1＞ ＜／パラメータ2＞ ＜パラメータ3＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 相手アドレス（相手電話番号）

S=0～9： 短縮・識別番号へ発信します。
¥：再発信します。
00：USBポートへ内線発信する
02：シリアルポートへ内線発信する
＜パラメータ2＞ 相手サブアドレス
＜パラメータ3＞ [ ユーザ・ユーザデータ
; ： コマンドモードへ入ります。発信するときはOコマンドを入力します。
CB： スティルスコールバックの発信をします。
PF： PIAFS32K設定されていない場合にPIAFS32K発信します。通信終了

後はもとの設定にもどります。
PD： PIAFS64K設定されていない場合にPIAFS64K発信します。通信終了

後はもとの設定にもどります。
PA： MUX同期64KPPP通信で発信
PB； MUX128KマルチリンクPPP通信で発信
PP： PIAFS2.1で発信します。
DL： デュアルリンクワイヤレスモードで発信します。

入力例： ATD0123-45-6789 [ABCD
ATDS=0
ATD0123-45-6789CB

補足： ○ 相手電話番号は数字で最大32桁使用できます。その他の文字は使用しても無
視されます。

○ 相手サブアドレスは数字で最大19桁使用できます。また、「/」以降が省略さ
れた場合は相手サブアドレス指定なしとみなします。「/」は「/S」コマンドで
変更できます。

○「ユーザ・ユーザデータ」は最大128桁で、0～9, ＊ , #, 英字が使用できま
す。ユーザ・ユーザデータの前には [ を入れてください。

○「；」はユーザ・ユーザデータ使用時は、使用できません。
○「CB」指定時は合わせてスティルスコールバック着信許可（$N10 = 1）にし

てください。また、発信側、着信側ともにフロー制御の設定をしてください。
○「CB」指定時の相手サブアドレスは最大15桁に制限されます。
○ PIAFS32K、PIAFS64K通信時は「CB」は使用できません。
○「CB」「PF」「PD」「PA」「PB」「DL」「PP」指定発信のリダイヤルはできません。
○ 「CB」「PF」「PD」「PA」「PB」「DL」「PP」を必ず最後につけてください。

Ｅ
機能： エコーバックするかどうか指定します。
書式： ATE＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： エコーバックしません。

1 ： エコーバックします。（初期値）
入力例： ATE0

Ｈ
機能： 通信を切断します。
書式： ATH
パラメータ： なし
入力例： ATH
補足： ○ 最初にエスケープコマンド「+++」を入力し、コマンドモードにしてから「H」

コマンドを入力します。
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Ｉ
機能： 装置コード、装置メーカーを表示します。
書式： ATI＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： 装置コード（ATコマンドのバージョン:960）を

表示します。
4 ： 装置メーカー（AtermIW NEC Corporation）

を表示します。
入力例： ATI4

Ｎ
機能： 回線速度を指定します。
書式： ATN＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： パソコン側通信ポートの速度と同じ（初期値）

1 ： 1200bps
2 ： 2400bps
3 ： 4800bps
4 ： 9600bps
5 ： 14400bps
6 ： 19200bps
7 ： 28800bps
8 ： 38400bps
9 ： 57600bps

入力例： ATN4
補足： ○ フロー制御方式もあわせて設定してください。通常RS-CSフロー制御を選択し

ます。
○「D」コマンドの前に入力してください。
○ 通信相手が異速度通信できないターミナルアダプタのときに相手のデータポー

ト速度を指定します。
○ 非同期通信時に使用できます。
○ ＜パラメータ1＞を0としてパソコン側通信ポートの速度を115200bpsや

230400bpsとしたときは、回線速度は57600bpsとなります。

Ｏ
機能： エスケープコマンド「+++」を入力したあとのオンラインコマンドモードから、通

信状態にもどします。
書式： ATO
パラメータ： なし
入力例 ATO

Ｑ
機能： リザルトコードを返すか返さないかを指定します。
書式： ATQ＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： リザルトコードを返します。（初期値）

1 ： リザルトコードを返しません。
入力例： ATQ0

Ｖ
機能： リザルトコードを数値で返すか、英数文字で返すかを指定します。
書式： ATV＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： リザルトコードを数値で返します。

1 ： リザルトコードを英数文字で返します。（初期
値）

入力例： ATV0
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Ｗ
機能： リザルトコードRINGの表示のしかたを設定します。
書式： ATW＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： RINGだけを返します。（初期値）

2 ： RINGのあとに続けて相手の電話番号、サブアド
レス、ユーザデータを表示します。

入力例： ATW2
補足： ○ 電話番号とサブアドレスはサブアドレスセパレータで区切られます。

○ 電話番号またはサブアドレスとユーザ・ユーザデータの区切りは [ です。

Ｘ
機能： リザルトコードセットを指定します。
書式： ATX＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： ベーシックセット

1 ： 拡張セット1
2 ： 拡張セット2
3 ： 拡張セット3（初期値）
4 ： 拡張セット4

入力例： ATX0

■ リザルトコードセット一覧

字数 語英 クッシーベ 張拡 1 張拡 2 張拡 3 張拡 4

0 KO ○ ○ ○ ○ ○

1 TCENNOC ○ － － － －

2 GNIR ○ ○ ○ ○ ○

3 REIRRACON ○ ○ ○ ○ ○

4 RORRE ○ ○ ○ ○ ○

5 0021TCENNOC － ○ ○ ○ ○

7 YSUB － － － ○ ○

01 0042TCENNOC － ○ ○ ○ ○

11 0084TCENNOC － ○ ○ ○ ○

21 0069TCENNOC － ○ ○ ○ ○

31 00441TCENNOC － ○ ○ ○ ○

41 00291TCENNOC － ○ ○ ○ ○

81 00675TCENNOC － ○ ○ ○ ○

91 00046TCENNOC － ○ ○ ○ ○

12 00023TCENNOC － ○ ○ ○ ○

62 00882TCENNOC － ○ ○ ○ ○

82 00483TCENNOC － ○ ○ ○ ○

76 NOISSERPMOC ： sib24.V － ○ ○ ○ ○

96 NOISSERPMOC ： ENON － ○ ○ ○ ○

28 LOCOTORP ： SFAIP － ○ ○ ○ ○
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Ｚ
機能： パラメータを初期値にもどします。
書式： ATZ＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ：「$S」コマンドで設定した内容にもどします。

1 ： 短縮ダイヤル、通知番号、自己サブアドレス、着
信番号、内線指定番号、累積通信料金、着信転
送先アドレス、着信転送元アドレス、受話音量、
時計設定以外のパラメータを初期化します。

98： ハードウェアリセットをし、すべてのパラメー
タを初期化します。

99： ソフトウェアリセットをし、「$S」コマンドで
設定した内容にもどします。

入力例： ATZ1

ZJ
機能： シリアルポートの設定を初期化します。
書式： ATZJ＜パラメータ１＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 : シリアルポートを「＄S」コマンドで保存した内

容にもどします。
1 : シリアルポートを購入時の状態にもどします。

入力例： ATZJ0

ZK
機能： USBポートの設定を初期化します。
書式： ATZK＜パラメータ１＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 : USBポートを「＄S」コマンドで保存した内容

にもどします。
1 : USBポートを購入時の状態にもどします。

入力例： ATZK1

／Ｓ
機能： データポートのサブアドレスセパレータの表示・設定をします。
書式： AT/S＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞

0 ： セパレータの表示
1 ： セパレータの設定
1 = / (初期値)
1 = #
1 = ＊

入力例： AT/S1=＃
補足： ○ 本コマンドでサブアドレスセパレータを変更した場合は、「&Z」「#Z」「#ZA」

「#ZB」「#ZPA」～「#ZPF」「$Z」「D」コマンドで使用するサブアドレスセ
パレータも変更してください。

○ アナログポートで使用するセパレータ（＊）は固定です。
○ 液晶ディスプレイに表示されるサブアドレスセパレータは、設定した文字が表

示されます。

/SJ
機能： シリアルポートのサブアドレスセパレータの表示・設定をします。
書式： AT/SJ＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
パラメータ： /Sコマンドと同じです。
入力例： AT/SJ1=＊
補足： ○ /Sコマンドの補足を参照してください。
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/SK
機能： USBポートのサブアドレスセパレータの表示・設定をします。
書式： AT/SK＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
パラメータ： /Sコマンドと同じです。
入力例： AT/SK4=1
補足： ○ /Sコマンドの補足を参照してください。

＆Ｃ
機能： CD信号制御を設定します。
書式： AT&C＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： ER-ON時には常にCD-ON

1 ： 通信中は常にCD-ON（初期値）
入力例： AT&C0

&CJ
機能： シリアルポートのCD信号制御を設定します。
書式： AT&CJ＜パラメータ1＞
パラメータ： &Cコマンドと同じです。
入力例： AT&CJ0

&CK
機能： USBポートのCD信号制御を設定します。
書式： AT&CK＜パラメータ1＞
パラメータ： &Cコマンドと同じです。
入力例： AT&CK1

＆Ｄ
機能： ER信号制御を設定します。
書式： AT&D＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： パソコンのER信号をみる。（初期値）

1 ： ER信号を常時ONとみなす。
2 ： 通信中のみパソコンのERをみる。

入力例： AT&D1

&DJ
機能： シリアルポートのER信号制御を設定します。
書式： AT&DJ＜パラメータ1＞
パラメータ： &Dコマンドと同じです。
入力例： AT&DJ0

&DK
機能： USBポートのER信号制御を設定します。
書式： AT&DK＜パラメータ1＞
パラメータ： &Dコマンドと同じです。
入力例： AT&DK0

＆Ｈ
機能： 短縮番号を表示します。
書式： AT&H＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0～9 ：指定した短縮番号の内容を表示します。

なし ：すべての短縮番号の内容を表示します。
入力例： AT&H
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＆Ｋ
機能： フロー制御方式を設定します。
書式： AT&K＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0または5 ： フロー制御しない。

3または6 ： RS-CSフロー制御
4 ： XON/XOFFフロー制御

入力例：　 AT&K4
補足： ○ 初期値は「3」です。「¥Q」コマンドと同じ機能です。

＆Ｓ
機能： DR信号制御を設定します。
書式： AT&S＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： ER-ON時には常にDR-ON（初期値）

1 ： 通信中は常にDR-ON
入力例： AT&S1

&SJ
機能： シリアルポートのDR信号制御を設定します。
書式： AT&SJ＜パラメータ1＞
パラメータ ：&Sコマンドと同じです。
入力例： AT&SJ1

&SK
機能： USBポートのDR信号制御を設定します。
書式： AT&SK＜パラメータ1＞
パラメータ： &Sコマンドと同じです。
入力例： AT&SK0

＆Ｚ
機能： 短縮番号を登録します。
書式： AT&Z＜パラメータ0＞ ＜=パラメータ1＞＜／パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ0＞ 短縮番号。0～9の数字。

＜パラメータ1＞ 相手アドレス
＜パラメータ2＞ 相手サブアドレス

入力例： AT&Z0=012345678/910
補足： ○ 相手アドレスは数字で最大32桁まで使用できます

○ 相手サブアドレスは数字で最大19桁まで使用できます。また「/」以降が省略
された場合は相手サブアドレス指定なしとみなします。「/」は「/S」コマンド
で変更できます。

○ 末尾に「CB」をつけたスティルスコールバックをおこなう電話番号は登録でき
ません。

＃Ｃ
機能： データポートの通信料金、切断理由コードなどを表示します。
書式： AT＃C
パラメータ： なし
入力例： AT＃C
補足： ○CAUSE 「=＃」の後に切断理由コードを表示します。（→「取扱

説明書」の「8-2. 切断理由／生成源／診断情報の表
示」）

○SOURCE 「=」の後に生成源を表示します。（→「取扱説明書」の
「8-2. 切断理由／生成源／診断情報の表示」）

○CHARGE 「=¥」の後に通信料金を表示します。
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#CJ
機能： シリアルポートの通信料金、切断理由コードなどを表示します。
書式： AT#CJ
パラメータ： なし
入力例： AT#CJ
補足： ○ #Cコマンドの補足を参照してください。

#CK
機能： USBポートの通信料金、切断理由コードなどを表示します。
書式： AT#CK
パラメータ： なし
入力例： AT#CK
補足： ○ #Cコマンドの補足を参照してください。

＃Ｈ
機能： データポートの通知番号、自己サブアドレスを表示します。
書式： AT＃H
パラメータ： なし
入力例： AT＃H
補足： ○ 通知番号と自己サブアドレス間は、サブアドレスセパレータで区切られます。

○ 登録されていない場合は「BUFFER EMPTY」と表示します。

#HJ
機能： シリアルポートの発信者通知番号（通知番号と自己サブアドレス）を表示します。
書式： AT#HJ
パラメータ： なし
入力例： AT#HJ
補足： ○ #Hコマンドの補足を参照してください。

#HK
機能： USBポートの発信者通知番号（通知番号と自己サブアドレス）を表示します。
書式： AT#HK
パラメータ： なし
入力例： AT#HK
補足： ○ #Hコマンドの補足を参照してください。

＃ＨＡ
機能： 電話Aポートの通知番号、自己サブアドレスを表示します。
書式： AT＃HA
パラメータ： なし
入力例： AT＃HA
補足： ○ 通知番号と自己サブアドレス間は、サブアドレスセパレータで区切られます。

○ 登録されていない場合は「BUFFER EMPTY」と表示します。

＃ＨＢ
機能： 電話Bポートの通知番号、自己サブアドレスを表示します。
書式： AT＃HB
パラメータ： なし
入力例： AT＃HB
補足： ○ 通知番号と自己サブアドレス間は、サブアドレスセパレータで区切られます。

○ 登録されていない場合は「BUFFER EMPTY」と表示します。
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#ＨＰＡ・#ＨＰＢ・#ＨＰＣ・#ＨＰＤ・#ＨＰＥ・#ＨＰＦ
機能： 無線A～無線Fポートの通知番号を表示します。
書式： AT＃HPA（～F）
パラメータ： なし
入力例： AT＃HPA
補足： ○ 通知番号と自己サブアドレス間は、サブアドレスセパレータで区切られます。

○ 登録されていない場合は「BUFFER EMPTY」と表示します。

#ＨＳＡ・#ＨＳＢ・#ＨＳＣ・#ＨＳＤ・#ＨＳＥ・#ＨＳＦ
機能： 無線A～無線Fポートの登録状況を表示します。
書式： AT＃HSA（～F）
パラメータ： なし
入力例： AT＃HSA
補足： ○ 登録されている場合は「/91」 (REG) 、登録されていない場合は「BUFFER

EMPTY」と表示します。（数字の部分は各ポートの内線番号になります。）

＃M
機能： PIAFSの設定・表示をします。
書式： AT＃M=＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0：PIAFS通信する

1：非同期通信する（初期値）
?：設定内容の表示

入力例： AT＃M=0
補足： ○ ＃Mコマンドでの設定は$N1コマンドでもできます。どちらかを設定すれば

有効になります。

＃Ｒ
機能： 着信中に入力することにより、着信を拒否します。
書式： AT＃R
パラメータ： なし
入力例： AT＃R

＃Ｚ
機能： データポートの通知番号を登録します。
書式： AT＃Z＜パラメータ1＞ ＜／パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 通知番号

＜パラメータ2＞ 自己サブアドレス
入力例：　 AT＃Z012345678/910
補足： ○ 通知番号は数字で最大32桁まで使用できます。

○ 自己サブアドレスは数字で最大19桁まで使用できます。
○「/」は「/S」コマンドで変更できます。

#ZJ
機能： シリアルポートの発信者通知番号（通知番号と自己サブアドレス）を登録します。
書式： AT#ZJ＜パラメータ1＞＜／パラメータ2＞
パラメータ： #Zコマンドと同じです。
入力例： AT#ZJ12345678
補足： ○ #Zコマンドの補足を参照してください。

#ZK
機能： USBポートの発信者通知番号（通知番号と自己サブアドレス）を登録します。
書式： AT#ZK＜パラメータ1＞＜／パラメータ2＞
パラメータ： #Zコマンドと同じです。
入力例： AT#ZK567890/123
補足： ○ #Zコマンドの補足を参照してください。
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＃ＺＡ
機能： 電話Aポートの通知番号を登録します。
書式： AT＃ZA＜パラメータ1＞ ＜／パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 通知番号

＜パラメータ2＞ 自己サブアドレス
入力例： AT＃ZA012345678/2222
補足： ○ 通知番号は数字で最大32桁まで使用できます。

○ 自己サブアドレスは数字で最大19桁まで使用できます。
○「/」は「/S」コマンドで変更できます。

＃ＺＢ
機能： 電話Bポートの通知番号を登録します。
書式： AT＃ZB＜パラメータ1＞ ＜／パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 通知番号

＜パラメータ2＞ 自己サブアドレス
入力例：　　 AT＃ZB012345678/3333
補足： ○ 通知番号は数字で最大32桁まで使用できます。

○ 自己サブアドレスは数字で最大19桁まで使用できます。
○「/」は「/S」コマンドで変更できます。

#ＺＰＡ・#ＺＰＢ・#ＺＰＣ・#ＺＰＤ・#ＺＰＥ・#ＺＰＦ
機能： 無線A～無線Fポートの通知番号を登録します。
書式： AT＃ZP（A～F）＜パラメータ1＞＜／パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 通知番号

＜パラメータ2＞ 自己サブアドレス
入力例： AT＃ZPA012345678/2222
補足： ○ 通知番号は数字で最大32桁まで使用できます。

○ 自己サブアドレスは数字で最大19桁まで使用できます。
○「/」は「/S」コマンドで変更できます。
○ この通知番号は ISDN網のダイヤルイン番号に相当します。
○ この通知番号は ISDN網に有効となるアドレスとなります。

＊H
機能： 着信番号と内線指定番号の割り当てを表示します。
書式： AT＊H
パラメータ： なし
入力例： AT＊H

＊ＰＣ
機能： i・ナンバーの発信と情報を設定します。
書式： AT＊PC＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ A、B：アナログポート

N：データポート
PA、PB、PC、PD、PE、PF：無線ポート

＜パラメータ2＞ i・ナンバー情報
1,2

入力例： AT＊PCA=1
補足： ○ 初期値はB=2、それ以外は1です。

＊PCNJ
機能： シリアルポートに発信用 i・ナンバー情報を設定します。
書式： AT＊PCNJ＝＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ i・ナンバー情報（1または2）
入力例： AT＊PCNJ=1
補足： ○ 初期値は1です。
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＊PCNK
機能： USBポートに発信用 i・ナンバー情報を設定します。
書式： AT＊PCNK＝＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ i・ナンバー情報（1または2）
入力例： AT＊PCNK=1
補足： ○ 初期値は1です。

＊ＰＮ
機能： i・ナンバー情報の電話番号を設定します。
書式： AT＊PN＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞＜ ,パラメータ3＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ i・ナンバー情報

＜パラメータ2＞電話番号
＜パラメータ3＞内線指定番号

入力例： AT＊PN1=0312345678

＊ＰＲ
機能： i・ナンバーの着信、i・ナンバー情報を設定します。
書式： AT＊PR＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞＜ ,パラメータ3＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞A、B（アナログポート）、N（データポート）、P、PA、PB、PC、

PD、PE、PF（無線ポート）
＜パラメータ2＞ i・ナンバー情報
＜パラメータ3＞ i・ナンバー情報

入力例： AT＊PRA=1,2
補足： ○ 初期値はA=1、B=2、N=1,2、P,PA=1,2、他=設定なしです。

＊PRNJ
機能： シリアルポートに着信用 i・ナンバー情報を設定します。
書式： AT＊PRNJ＝＜パラメータ1＞＜ ,パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ i・ナンバー情報（1または2）

＜パラメータ2＞ i・ナンバー情報（1または2）
入力例： AT＊PRNJ=1,2
補足： ○ 初期値は1です。

＊PRNK
機能： USBポートに着信用 i・ナンバー情報を設定します。
書式：A T＊PRNK＝＜パラメータ1＞＜ ,パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ i・ナンバー情報（1または2）

＜パラメータ2＞ i・ナンバー情報（1または2）
入力例： AT＊PRNK=1,2
補足： ○ 初期値は1です。

＊ＰＸ１
機能： i・ナンバーを使用するかどうかを設定します。
書式： AT＊PX1＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0：使用しない（初期値）

1：使用する
入力例： AT＊PX1=1

＊Ｐ？
機能： i・ナンバーに関する設定内容を表示します。
書式： AT＊P?
パラメータ： なし
入力例： AT＊P?
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＊Ｚ　
機能： 着信番号と内線指定番号を最大8個まで登録します。
書式： AT＊Z＜パラメータ1＞＜＝パラメータ2＞＜ , パラメータ3＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0～7：テーブル番号

＜パラメータ2＞ 着信番号（電話番号）
＜パラメータ3＞ 内線指定番号

入力例： AT＊Z1＝1234567890, 1111
補足： ○ 通知番号は数字で最大32桁まで使用できます。

○ 内線指定番号は「モデム・ダイヤルイン」、「アナログ・ダイヤルイン」を設定
したときだけ使用します。数字で最大4桁まで使用できます。

＊ＺA
機能： 電話Aポートに「＊Z」コマンドで登録した着信番号、内線指定番号を割り当てま

す。
書式： AT＊ZA＝＜パラメータ1＞ ～＜ , パラメータ8＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ ～＜ , パラメータ8＞：0～7

（ 「＊Z」コマンドで登録したテーブル番号）
入力例： AT＊ZA＝0, 2, 3, 7
補足： ○ 1つのポートに最大8つまで割り当てることができます。

○ 本コマンドで登録された番号で着信判定をおこないます。
○ 内線指定番号は「モデム・ダイヤルイン」、「アナログ・ダイヤルイン」を設定

したときだけ使用します。

＊ＺB
機能： 電話Bポートに「＊Z」コマンドで登録した着信番号、内線指定番号を割り当てま

す。
書式： AT＊ZB＝＜パラメータ1＞ ～＜ , パラメータ8＞
パラメータ： 「＊ZA」と同じです。
入力例： AT＊ZB＝0, 2, 3, 7
補足： ○＊ZAコマンドの補足を参照してください。

＊ＺD
機能： データポートに「＊Z」コマンドで登録した着信番号、内線指定番号を割り当てま

す。
書式： AT＊ZD＝＜パラメータ1＞ ～＜ , パラメータ8＞
パラメータ： ＊ZAと同じです。
入力例： AT＊ZD＝0, 2, 3, 7
補足： ○ ＊ZAコマンドの補足を参照してください。

○ 内線指定番号は無視されます。

＊ZDJ
機能： シリアルポートに「＊Z」コマンドで登録した着信番号を割り当てます。
書式： AT＊ZDJ＝＜パラメータ1＞～＜ ,パラメータ8＞
パラメータ： ＊ZAコマンドと同じです。
入力例： AT＊ZDJ=0,1,7,2,6
補足： ○ ＊ZDコマンドの補足を参照してください。

＊ZDK
機能： USBポートに「＊Z」コマンドで登録した着信番号を割り当てます。
書式： AT＊ZDK＝＜パラメータ1＞～＜ ,パラメータ8＞
パラメータ： ＊ZAコマンドと同じです。
入力例： AT＊ZDK=1,3,4,6
補足： ○ ＊ZDコマンドの補足も参照してください。
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＊ＺＰＡ・＊ＺＰＢ・＊ＺＰＣ・＊ＺＰＤ・＊ＺＰＥ・＊ＺＰＦ
機能： 無線A～無線Fポートに「＊Z」コマンドで登録した着信番号、内線指定番号を割

り当てます。
書式： AT＊ZP（A～F）＜パラメータ1＞＜／パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ＞～＜，パラメータ8＞：0～7

（＊ZPコマンドで登録したテーブル番号）
入力例： AT＊ZPA=0, 2, 3, 7
補足： ○ 内線指定番号は無視されます。

￥Ｃ　
機能： データポート、電話Aポート、電話Bポートの累積通信料金の表示と初期化をおこ

ないます。
書式： AT¥C＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： 累積通信料金を表示します。

1 ： 累積通信料金を初期化（0円）します。
入力例： AT¥C0

￥ＣP
機能： 無線A～無線Fポートの累積通信料金の表示と初期化をおこないます。
書式： AT¥CP＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： 累積通信料金を表示します。

1 ： 累積通信料金を初期化（0円）します。
入力例： AT¥CP0

￥Ｄ
機能： UUIメール着信時のランプ表示設定と設定内容の表示をします。
書式： AT¥D＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： 設定内容の表示

1 ： ランプ点灯選択
1=0 ：UUIメール着信でランプ点灯しない
1=1 ：UUIメール着信でランプ点灯する（初期

値）
入力例： AT¥D1=0

￥Ｌ　
機能： データポート、電話Aポート、電話Bポートの最新発信・着信番号と着信しなかっ

た理由を表示します。
書式： AT¥L＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： 最新の発信番号を表示します。

1 ： 最新の着信番号、切断理由、診断情報を表示し
ます。

入力例： AT¥L1　
補足： ○ SEND CAUSE=切断理由、DIAGNOSIS=診断情報です。

￥Ｍ
機能： 電子メール着信通知時のランプ表示設定と設定内容を表示します。
書式： AT¥M＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： 設定内容の表示

1 ： ランプ点灯選択　
1=0 ：電子メール着信でランプ点灯しない
1=1 ：電子メール着信でランプ点灯する（初

期値）
入力例： AT¥M1=0
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￥Ｑ
機能： フロー制御方式を設定します。
書式： AT¥Q＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： フロー制御なし

1 ： XON/XOFFフロー制御　
2 ： CSフロー制御
3 ： RS-CSフロー制御（初期値）

入力例： AT¥Q0

￥Ｓ　
機能： データポート設定値、Sレジスタ値、ATコマンド状態を表示します。
書式： AT¥S＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： データポート速度、データフォーマット、フロー

制御方式、エコー指定、非同期/同期PPPモー
ド、回線状態、信号制御、信号線状態を表示し
ます。

1 ： Sレジスタの内容をSレジスタ名とともに表示
します。

2 ： リザルトコード有無、リザルトコードフォー
マット、リザルトコードRING表示、リザルト
コードセットの状態を表示します。

3 ： Sレジスタの内容を表示します。
入力例： AT¥S0

¥SJ
機能： シリアルポートの設定値、Sレジスタ値、ATコマンド状態を表示します。
書式： AT¥SJ＜パラメータ1＞
パラメータ： ¥Sコマンドと同じです。
入力例： AT¥SJ1

¥SK
機能： USBポートの設定値、Sレジスタ値、ATコマンド状態を表示します。
書式： AT¥SK＜パラメータ1＞
パラメータ： ¥Sコマンドと同じです。
入力例： AT¥SK0
補足： ○ USBポートが存在しない機種に対して¥SKコマンドを入力すると、ERRORと

なります。

＄Ａ　
機能： 電話Aポートの設定と表示をします。
書式： AT$A＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞

0 ： 設定内容の表示
1 ： アナログポート選択

1=0： 電話で使用する（初期値）
1=1： ファクスやモデムで使用する
1=2： 使用しない

2 ： キャッチホン選択
2=0： 使用しない（初期値）
2=1： INSキャッチホンを使用する
2=2： 疑似キャッチホンを使用する

3 ： 識別着信設定
3=0：識別着信しない（初期値）
3=1： INSなりわけ識別着信
3=2：（疑似）識別着信
3=3：INSなりわけ選択キャッチホン
3=4：疑似選択キャッチホン
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4 ： HLC設定
4=0： HLCを設定しない（初期値）
4=1： HLCを設定して着信判定する
4=2： HLCを設定するが着信判定しない

5 ： グローバル着信選択
5=0： 着信する（初期値）
5=1： 着信しない

　　　　　 　  6 ： サブアドレスなし着信選択
6=0： 着信する（初期値）
6=1： 着信しない

7 ： ダイヤル桁間タイマ設定
7=0： 5秒（初期値）
7=1： 9秒
7=2： 11秒
7=3： 13秒

8 ： フッキング検出タイマ設定
8=0： 0.03秒～1秒
8=1： 0.3秒～1秒（初期値）
8=2： 0.5秒～1.5秒

9 ： 発信者番号通知設定
9=0： 発信者番号通知しない
9=1： 発信者番号通知する
9=2： INSネット64申込内容にしたがう（初期値）

10 ： 受話音量の設定
10=0：小音
10=1：中音（初期値）
10=2：大音

11： 情報通知サービス設定
11=0：情報通知サービスしない（初期値）
11=1：ナンバー・ディスプレイを使用する
11=2：モデム・ダイヤルインを使用する
11=3：アナログ・ダイヤルインを使用する
11=4：ナンバー・ディスプレイ＋モデム・ダイヤルインを使用する

12： 情報通知サービス（サブアドレス）設定
12=0：サブアドレスをつけない（初期値）
12=1 ：サブアドレスをつける

13： リバースパルス送出設定
13=0：送出しない（初期値）
13=1： 送出する

14： 通話中の受話音量変更
14=0：＊＃入力で受話音量を変更しない（初期値）
14=1：＊＃入力で受話音量を変更する

15： 識別リンギング設定
15=0：使用しない（初期値）
15=1：INSなりわけ
15=2：疑似なりわけ

16： CTIモード設定
16=0：使用しない（初期値）
16=1：使用する

18： キャッチホン・ディスプレイ設定
18=0：使用しない（初期値）
18=1：使用する

入力例：　 AT$A3=1
補足： ○ HLCを設定した場合に電話を選択していればHLCは「電話」に、ファクスや

モデムを選択していれば「G2/G3 FAX」に自動的に設定します。
○ 12「情報通知サービス（サブアドレス）」は11「情報通知サービス」を「1」
「2」「4」に設定したときに利用できます。

○ 11＝0のときは12の設定は動作に関係しません。
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＄Ｂ　
機能： 電話Bポートの設定と表示をします。
書式： AT$B＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
パラメータ： 「$A」と同じです。
入力例： AT$B4=1

＄Ｄ
機能： 2つのアナログポートに共通する設定と表示をします。
書式： AT$D＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞

0 ： 設定内容の表示
2 ： 停電時のリンガ制御

2=0：着信時リンガでなくブザーが鳴る
2=1：着信時リンガが鳴る（初期値）
2=3：着信を受け付けない

3 ： 優先着信ポートの指定
3=0：指定しない（初期値）
3=1：電話Aポート優先
3=2：電話Bポート優先

4 ： 内線通話・転送機能使用可否
4=0：使用しない
4=1：使用する（初期値）

5 ： 三者通話使用可否
5=0：使用しない（初期値）
5=1：三者通話を使用する
5=2：疑似三者通話を使用する

6 ： 通信中転送使用可否
6=0：使用しない（初期値）
6=1：使用する

7 ： お出かけ設定
7=1：おやすみモード（初期値）
7=2：電話着信転送モード
7=3：ボイスワープ転送モード
7=4：フラッシュモード

8 ： ボイスワープ転送モード設定
8=1：無条件転送（初期値）
8=2：無応答時転送
8=3：話中時転送
8=4：無応答または話中時転送

9 ： アナログポート［＃］発信設定
9=0：使用しない（＃、＃＃で発信しない）
9=1：＃発信する（初期値）
9=2：＃＃発信する

入力例： AT$D3=2
補足： ○ ＜パラメータ1＞の4, 5, 6は無線ポートも一緒に設定されます。

＄F
機能： データポートの設定と表示をします。
書式： AT ＄F ＜パラメータ1 ＞＜＝パラメータ2 ＞
パラメータ： ＜パラメータ1 ＞＜＝パラメータ2 ＞

0 ：1 ～3 の設定内容の表示
1 ：優先着信ポートの設定

1 ＝0 ：優先ポートを指定しない（初期値）
1 ＝1 ：シリアルポートを優先ポートに指定する
1 ＝2 ：USB ポートを優先ポートに指定する

2  ：応答平均化機能
2 ＝0 ：応答平均化しない（初期値）
2 ＝1 ：応答平均化する

3  ：応答平均化時のマルチポイント接続端末数
3 ＝1 ：1 台（初期値）
3 ＝2 ：2 台
3 ＝8 ：8 台
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入力例： AT ＄F1=2
補足： ○ 存在しないポートを指定した場合はERROR となります。

○ 3 （マルチポイント接続端末数）は、2 （応答平均化機能）を「1」に設定し
たとき（2=1）には必ず設定してください。3 には同一回線に接続されている
Aterm の数を設定します。

○ 2=0 のとき、3 の設定値は無効になります。

＄Ｈ　
機能： アナログポートの着信転送元と着信転送先のアドレス設定状態を表示します。
書式： AT$H
パラメータ： なし
入力例： AT$H　
補足： ○ 着信番号と自己サブアドレス間は、サブアドレスセパレータで区切られます。

○ 登録されていない場合は 「BUFFER EMPTY」と表示します。

＄Ｌ
機能： 液晶ディスプレイの設定と表示をします。
書式： AT$L＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞

0 ： 設定内容の表示
1 ： バックライトの設定

1=0：常に消灯
1=1：常に点灯
1=2：AUTO（初期値）
1=3：AUTO＋データ通信中は常に点灯
1=4：AUTO＋Bチャネル使用中は常に点灯

2 ： アナログ発信時の発信ダイヤル表示
2=0：ダイヤル番号を表示しない
2=1：ダイヤル番号を表示する （初期値）

入力例： AT$L1=1　
補足： ○ データ発信時は常にダイヤル番号を表示します。

＄Ｍ
機能： データポートの128kbpsマルチリンクPPP通信の設定と表示をします。
書式： AT$M＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞

0 ： 設定内容の表示
1 ： マルチリンク通信設定

1=0：128kbpsマルチリンクPPP通信しない（初期値）
1=1：128kbpsマルチリンクPPP通信する

2 ： リソースBOD選択
2=0：リソースBODをおこなわない（初期値）
2=1：リソースBODをおこなう

3 ： スループットBOD選択
3=0：スループットBODをおこなわない（初期値）
3=1：スループットBODをおこなう
3=2：フレックスBODで使用する

4 ： リンク追加算出時間（10秒単位）
4=10～60：10～60秒（初期値30秒）

5 ： リンク削除算出時間（10秒単位）
5=10～60：10～60秒（初期値10秒）

6 ： リンク追加しきい値設定（10%単位）
6=60～90：60～90%（初期値70%）

7 ： リンク削除しきい値設定（10%単位）
7=10～40：10～40%（初期値20%）

8 ： 2本目接続時の認証
8=0：認証しない
8=1：認証する（初期値）
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補足： ○ 本コマンドを出したデータポート（シリアルポートまたはUSBポート）の設定
のみ変更されます。

 ○ ＄M1コマンドは＄N11コマンドと同じです。どちらかを設定すれば有効にな
ります。

＄MJ
機能： シリアルポートの128kbpsマルチリンクPPP通信の設定と表示をします。
書式： AT＄MJ＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
パラメータ： ＄Mコマンドと同じですが、3=2「フレックスBODで使用する」は使用できません。
入力例： AT＄MJ3=1

＄MK
機能： USBポートの128kbpsマルチリンクPPP通信の設定と表示をします。
書式： AT＄MK＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
パラメータ： ＄Mコマンドと同じです。
入力例： AT＄MK4=30

＄Ｎ
機能： データポートの設定と表示をします。
書式： AT$N＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
　　 0 ： 設定内容の表示

1 ： 非同期/同期PPP変換選択
1=0：非同期/同期PPP変換しない（初期値）
1=1：非同期/同期PPP変換する
1=2：PIAFS通信する

2 ： 識別着信
2=0：識別着信しない（初期値）
2=1：識別着信する

3 ： HLC設定
3=Ｎ：HLCを設定しない（初期値）
3=0～127

4 ： 着信速度チェック
4=0：チェックしない（初期値）
4=1：チェックする

5 ： グローバル着信選択
5=0：着信する（初期値）
5=1：着信しない

6 ： サブアドレスなし着信選択
6=0：着信する（初期値）
6=1：着信しない

7 ： 応答平均化機能
7=0：平均化しない（初期値）
7=1：平均化する

8 ： マルチアクセスポイント接続端末数（マルチアクセス）
8=1：1台 （初期値）
8=2：2台
8=8：8台

9 ： 無通信監視タイマ
9=0：監視しない
9=1：1分
9=10：10分（初期値）

10 ： スティルスコールバック使用
10=0：コールバックしない（初期値）
10=1：コールバックする

11 ： マルチリンク通信設定（128kbpsマルチリンクPPP）
11=0：通信しない（初期値）
11=1：通信する
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12 ： 発信者番号通知設定
12=0：発信者番号を通知しない
12=1：発信者番号を通知する
12=2：INSネット64申込内容にしたがう（初期値）

13 ： PPP ACCM付加選択
13=0：64KPPP、MP時にACCMを付加しない
13=1：64KPPP、MP時にACCMを付加する（初期値）

14 ： 強制切断タイマ
14=0：強制切断しない
14=1：1時間で切断する
14=10：10時間で切断する（初期値）

15 ： PIAFSモード指定
15=0：PIAFS32K（初期値）
15=1：PIAFS64K
15=2：PIAFS2.1

入力例： AT$N9=2
補足： ○「8」（マルチアクセスポイント接続端末数）は、「7」（応答平均化機能）を「1」

に設定したとき（7=1）に必ず設定してください。
○「8」には同一回線に接続されているAtermの数を設定します。
○「7=0」のときは「8」の設定値は動作に関係しません。
○「4」（着信速度チェック）を「チェックしない」（4=0）に設定すると、異速度

通信をおこなう動作になります。
○「$N1=0」「$N1=2」の設定は「#M」コマンドでも同様に設定できます。ど

ちらかを設定すれば有効になります。
○「$N1=2」のときのPIAFS通信時の速度（32K/64K）は「$N15」コマンド

で設定します。

＄NJ
機能： シリアルポートの制御に関する設定と表示をします。
書式： AT＄NJ＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
パラメータ： ＄Nコマンドと同じです。
入力例： AT＄NJ3=1
補足： ○ ＄Nコマンドの補足を参照してください。

＄NK
機能： USBポートの制御に関する設定と表示をします。
書式： AT＄NK＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
パラメータ： ＄Nコマンドと同じです。
入力例： AT＄NK4=1
補足： ○ ＄Nコマンドの補足を参照してください。

＄ＮＰ
機能： データポートへのUUIメール通知モードを指定します。
書式： AT$NP＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
　　 0 ： 3の設定内容の表示

3 ： 外線データ着信時の優先着信レポート指定
3=0：データポート（初期値）
3=1：無線ポート

4 ： UUIメール通知モード
4=0：通知しない
4=1：通知する（初期値）

入力例： AT$NP3=1

＄O
機能： MUX 機能の動作に関する設定や表示をします。
書式 ：AT ＄O ＜パラメータ１ ＞＜＝パラメータ2 ＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞＜＝パラメータ2 ＞

0 ：設定内容の表示
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2 ：リソースBOD モード設定
2=0：行わない（初期値）
2=1：行う

3 ：スループットBOD モード設定
3=0：行わない（初期値）
3=1：行う
3=2：フレックスBOD で使用する

4 ：リンク追加算出時間設定
4=0 、10 ～60 （秒） 30 秒（初期値）

5 ：リンク削除算出時間設定
5=0 、10 ～60 （秒） 10 秒（初期値）

6 ：リンク追加しきい値設定
6=0 、60 ～90 （％） 70 ％（初期値）

7 ：リンク削除しきい値設定
7=0 、10 ～40 （％） 20 ％（初期値）

8 ：2 本目接続時の認証モード設定
8=0 ：認証しない
8=1 ：認証する（初期値）

9 ：PPP ACCM 付加モード設定
9=0 ：ACCM を付加しない
9=1 ：ACCM を付加する（初期値）

10 ：MUX 接続での2 本目以降の接続認証モード
10=0 ：認証を行わない
10=1 ：認証を行う（初期値）

21 ：無通信監視タイマ設定
21=0 ：監視しない
21=1 ～10 （分） 10 分（初期値）

22 ：強制切断タイマ設定
22=0 ：強制切断タイマを使用しない
22=1 ～10 （時間） 10 時間（初期値）

入力例： AT ＄O0
補足： ○ あるデータポートがMUX 通信中のときは 「OK」 を返し、設定変更をおこな

いません。ただし、パラメータ0 （設定値読み出し）は実行可能です。

＄P　
機能： 全無線ポートでの共通（一斉着信時の設定含む）の設定と表示をします。
書式： AT$P＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
　　 0 ： 設定内容の表示

1 ： 音声呼の一斉着信（グローバル着信）時の無線ポート呼び出し
1=0：全無線ポートを一斉呼び出しする（初期値）
1=1：無線Aポートだけを呼び出す
1=2：無線Bポートだけを呼び出す
1=3：無線Cポートだけを呼び出す
1=4：無線Dポートだけを呼び出す
1=5：無線Eポートだけを呼び出す
1=6：無線Fポートだけを呼び出す
1=7：無線ポートは呼び出さない

2 ： データ呼の一斉着信（グローバル着信）時の無線ポート呼び出し
2=1：無線Aポートだけを呼び出す
2=2：無線Bポートだけを呼び出す
2=3：無線Cポートだけを呼び出す
2=4：無線Dポートだけを呼び出す
2=5：無線Eポートだけを呼び出す
2=6：無線Fポートだけを呼び出す
2=7：無線ポートは呼び出さない（初期値）

入力例： AT$P1=1　
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＄ＰＡ・＄ＰＢ・＄ＰＣ・＄ＰＤ・＄ＰＥ・＄ＰＦ
機能： 無線A～無線Fポートの設定と表示をします。
書式： AT$P（A～F） ＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
　　 0 ： 設定内容の表示

1 ： ポート利用方法
1=0：PHS（初期値）
1=1：リモートステーション（デュアルリンクワイヤレス有効）
1=2：使用しない（データ通信可）

2 ： キャッチホン選択
2=0：使用しない（初期値）
2=1：INSキャッチホンを使用する
2=2：疑似キャッチホンを使用する

3 ： 無線ポート用識別着信設定
3=0：識別着信しない（初期値）
3=1：INSなりわけ識別着信
3=2：疑似識別着信
3=3：INSなりわけ選択キャッチホン
3=4：疑似選択キャッチホン

7 ： ダイヤル桁間タイマ
7=0：5秒（初期値）
7=1：9秒
7=2：11秒
7=3：13秒

9 ： 発信者番号通知モード設定
9=0：発信者番号通知を禁止する
9=1：発信者番号通知を許可する
9=2：発信者番号通知モードを指定しない（初期値）

10 ： PIAFSデータ発信時のプロトコル変換
10=0：ダイレクト通信をする（初期値）
10=1～6：非同期
10=7：INSネット64の回線速度を同期64Kに変換する

11 ： データ着信時の無線区間の通信モード指定
11=0：PIAFS32K（初期値）
11=1：PIAFS64K（PIAFS2.0）
11=2：デュアルリンクワイヤレス
11=3：PIAFS64K（PIAFS2.1）

12 ： UUI通知モード
12=0：通知しない（初期値）
12=1：通知する

13 ： スティルスコールバックモード
13=0：コールバックしない（初期値）
13=1：コールバックする

14： CTI機能
14=0：CTIしない（初期値）
14=1：CTIする

15 ： IT-MUX機能
15=0：利用しない
15=1：利用する（初期値）
15=3：常時64K接続
15=4：常時128K接続

入力例： AT$PA1=1
補足： ○ 15=1の場合にRS20からのPA、PB指定が有効となります。

○ 15=3または15=4の場合は、RS20でのPA、PBの指定とは無関係にITMUX
機能は有効となります。

○ 15=4の場合、無線ポート単独の通信では128kbpsになりません。データポー
ト側からの乗り入れがあったときだけ、128kbpsで接続できます。
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＄Ｓ　
機能： ATコマンドで設定したパラメータや自動ボーレート検出したパソコンの速度を保

存します。
書式： AT$S
パラメータ： なし
入力例： AT$S　
補足： ○ リザルトコード「OK」が返るまでに30秒程度かかります。

＄Ｘ　
機能： 着信転送や選択着信転送の種類を設定します。
書式： AT$X＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞

0 ： 着信転送の種類の設定
0=1：NTT着信転送
0=2：疑似着信転送 （初期値）
0=3：電話番号着信転送（遊遊メール）

1 ： 選択着信転送の種類の設定
1=0：無条件転送（初期値）
1=1：INSなりわけ時転送
1=2：識別着信時転送

入力例： AT$X0=1　
補足： ○ 本コマンドとあわせて、「$Y」「$YM」「$Z」コマンドを設定してください。

＄Ｙ　
機能： アナログポートの着信転送先のアドレスを登録します。
書式： AT$Y＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： 着信転送先 (0) アドレス

1 ： 着信転送先 (1) アドレス
2 ： 着信転送先 (2) アドレス

＜パラメータ2＞  転送先アドレス (電話番号)
入力例： AT$Y0=0123456789　
補足： ○ 本コマンドとあわせて、「$Z」コマンドで転送元を設定してください。

○ 相手電話番号は数字で最大32桁まで使用できます。
○ 着信転送先の設定はアドレスだけです。サブアドレスは設定できません。

＄ＹＭ　
機能： 着信転送を電話番号着信転送（遊遊メール）でおこなう際の転送先のメールアドレ

スを登録します。
書式： AT$YM＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： 着信転送先 (0) メールアドレス

1 ： 着信転送先 (1) メールアドレス
2 ： 着信転送先 (2) メールアドレス

＜パラメータ2＞  転送先アドレス (半角英数字、記号)
入力例： AT$YM0=abc@def.ghi.co.jp　
補足： ○ 転送先メールアドレスは最大40文字まで設定できます。

＄Ｚ　
機能： アナログポートの着信転送元のアドレスを登録します。
書式： AT$Z ＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞＜／パラメータ3＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： 着信転送元 (0) アドレス

1 ： 着信転送元 (1) アドレス
2 ： 着信転送元 (2) アドレス
5 ： トーキあり/なしの設定

＜パラメータ2＞ 転送元アドレス (電話番号)
次はパラメータ1が5のときに使用

0 ： 転送トーキなし、転送元トーキなし
1 ： 転送トーキあり、転送元トーキなし
2 ： 転送トーキなし、転送元トーキあり
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3 ： 転送トーキあり、転送元トーキあり（初期値）
＜パラメータ3＞ 転送元サブアドレス

入力例： AT$Z0=9876543210　
AT$Z5=0

補足： ○ 本コマンドとあわせて、「＊Z」コマンドで着信番号を設定してください。また、
「$Y」、「$YM」コマンドで転送先を設定してください。

○ 転送元アドレスは数字で最大32桁まで使用できます。
○ 転送元サブアドレスは数字で最大19桁まで使用できます。
　 また、「/」以降が省略された場合は転送元サブアドレス指定なしとみなします。
「/」は「/S」コマンドで変更できます。

○ 転送トーキの設定は、「NTT着信転送」に設定したときに利用できます。また、
電話番号ごとに設定することはできません。

％Ｃ
機能： PIAFSによるデータ通信時、V.42bisデータ圧縮をするかどうかを設定します。
書式： AT%C ＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： 圧縮なし

2 ： V.42bisデータ圧縮あり（初期値）
?： 本データ圧縮の設定内容を表示する

入力例： AT%C0

Ｓ
機能： Sレジスタポインタを指定します。
書式： ATS＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0～26：（Ｓレジスタ）
入力例： ATS0
補足： ○ 初期値は「0」です。

？
機能： 現在のSレジスタポインタの示すレジスタ内容を表示します。
書式： AT?
パラメータ： なし
入力例： AT?
補足： ○「S」コマンドと続けることができます。

＜例＞ATS0 + AT? → ATS0?

＝
機能： 現在のSレジスタポインタの示すレジスタ内容を変更します。
書式： AT=＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 設定値→：0～26（Ｓレジスタ）
入力例： AT=
補足： ○「S」コマンドと続けることができます。

＜例＞ATS0 + AT=2 → ATS0=2

＋＋＋
機能： データ通信中につながっている回線を切らずにコマンドモードへもどし、コマンド

を入力することができます。
書式： +++
パラメータ： なし
入力例： +++

!Ｈ
機能： マイプライベート着信用アドレスの登録情報を表示します。
書式： AT!H
パラメータ： なし
入力例： AT!H
補足： ○ 登録されていない場合は「BUFFER EMPTY」と表示します。
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！ＳＨ
機能： 疑似識別着信（セキュリティ＋選択キャッチホン）用アドレスの登録情報を表示し

ます。
書式： AT!SH
パラメータ： なし
入力例： AT!SH

！ＳＺ
機能： 疑似識別着信（セキュリティ＋選択キャッチホン）用アドレスを登録します。
書式： AT!SZ＜パラメータ1＞＝＜パラメータ2＞＜/パラメータ3＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞0～29（最大30件登録可）

＜パラメータ2＞相手電話番号
＜パラメータ3＞相手サブアドレス（最大19桁）

入力例： AT!SZ0=1234567890/123
補足： ○ サブアドレスだけが登録されている場合は「ERROR」と表示します。

○ 相手電話番号は数字で最大32桁まで登録できます。

！ＵＣ
機能： 迷惑電話防止用アドレスに登録されている電話番号を削除します。
書式： AT!UC=＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞相手電話番号、P、C、O

（P：ヒツウチ、C：コウシュウデンワ、O：ヒョウジケンガイ）
入力例： AT!UC=1234567890
補足： ○ 入力されたアドレスが全桁一致した場合のみ登録は削除されます。

○ 一致しない場合は「ERROR」と表示します。

！ＵＨ
機能： 迷惑電話防止用アドレスの情報を表示します。
書式： AT!UH
パラメータ： なし
入力例： AT!UH
補足： ○ 登録されていない場合は「BUFFER EMPTY」と表示します。

！ＵＳ
機能： 迷惑電話防止用アドレスを登録します。
書式： AT!US＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞相手電話番号、P、C、O

（P：ヒツウチ、C：コウシュウデンワ、O：ヒョウジケンガイ）
入力例： AT!US=1234567890
補足： ○ すでに登録されているアドレスを再度入力した場合は「Already exist」と表

示され、データは更新されません。
○ 最大20件まで登録できます。
○ 相手電話番号は数字で最大15桁まで登録できます。

！ＶＨ
機能： ボイスワープ設定電話番号の登録情報を表示します。
書式： AT!VH
パラメータ： なし
入力例： AT!VH
補足： ○ 登録されていない場合は「BUFFER EMPTY」と表示します。

！ＶＺ
機能： ボイスワープ起動電話番号を登録します。
書式： AT!VZ＜パラメータ1＞＝＜パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞：ボイスワープ番号。0～4, 9

＜パラメータ2＞起動電話番号または契約電話番号（32桁まで）
入力例： AT!VZ0＝1420
補足： ○ 起動電話番号は初期値のデータがあります。



174　各コマンドの詳細

！ＷＨ
機能： 疑似識別リンギング用アドレスの登録情報を表示します。
書式： AT!WH
パラメータ： なし
入力例： AT!WH
補足： ○ 登録されていない場合は「BUFFER EMPTY」と表示します。

！ＷＺ
機能： 疑似識別リンギング用アドレスを登録します。
書式： AT!WZ＜パラメータ1＞=＜パラメータ2＞＜/パラメータ3＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞0～29（最大30件まで登録可）

＜パラメータ2＞相手電話番号
＜パラメータ3＞相手サブアドレス（最大19桁まで）

入力例： AT!ＷZ0=1234567890/123
補足： ○ サブアドレスだけが登録されている場合は「ERROR」と表示します。

○ 相手電話番号は数字で最大32桁まで登録できます。

！Ｘ
機能： マイプライベート着信の設定をします。
書式： AT!X0=＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0：使用しない（初期値）

1：使用する
入力例： AT!X0=1

！Ｚ
機能： マイプライベート着信する相手電話番号と着信するポートの設定をします。
書式： AT!Z＜パラメータ1＞=＜パラメータ2＞＜/パラメータ3＞＜;パラメータ4＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞0～29（最大30件まで登録可）

＜パラメータ2＞相手電話番号、P、C、O
（P：ヒツウチ、C：コウシュウデンワ、O：ヒョウジケンガイ）

＜パラメータ3＞相手サブアドレス（最大19桁まで）
＜パラメータ4＞A、B、PA、PB、PC、PD、PE、PF：着信ポート番号

入力例： AT!Z0=1234567890/123;A,B
補足： ○ サブアドレスと着信ポートだけが登録されている場合は「ERROR」と表示します。

○ 相手電話番号は数字で最大32桁まで登録できます。
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Sレジスタ

号番タスジレ 容内 囲範 位単 容内 値期初

0 答応動自

0

回

いなし答応動自

1
1～ 552 「けだ数の値定設 GNIR 自、後出送を」

るす答応動

1 GNIR 示表数回出送 0～ 552 回 「 GNIR るす示表を数回たし出送を」 0

2 字文プーケスエ

0

IICSA

しな字文プーケスエ
34
）＋（1～ 721 とタクラャキプーケスエを字文たし定設

るす

3 字文帰復 0～ 721 IICSA るすと字文帰復を字文たし定設 21
（ RC ）

4 字文行改 0～ 721 IICSA るすと字文行改を字文たし定設 01
（ FL ）

5 字文退後 0～ 23 ，
721 IICSA るすと字文退後を字文たし定設 8

（ SB ）

7 視監間時続接 1～ 05 秒 合場いなが答応に内以間時定所、後信発
るす断切は 03

62 SC 間時延遅 1* 0～ 001 2* SR が号信 FFO らか NO 設、きとたっなに
けだ定 SC てせさ延遅を号信 NO るすに 0

他のそ んせましトーポサ

*1 CS遅延時間はフロー制御なしに設定したときのみ有効です。
*2 CD遅延時間はS26に設定した値とCS遅延時間の関係を示します。

「AUTO」は設定した速度の24ビット分、他の設定値「10ミリ秒」～「100ミリ秒」
は設定した速度の24ビット分にその設定値を加えた時間になります。

62S 値 SC 間時延遅

0 OTUA （0 ）秒リミ

01 01 秒リミ

02 02 秒リミ

03 03 秒リミ

04 04 秒リミ

05 05 秒リミ

08 08 秒リミ

001 001 秒リミ
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リザルトコード

リザルトコード一覧

字数 語英 容内

0 KO 了終常正ドンマコ

1 TCENNOC 了完続接のと末端手相

2 GNIR 知通信着

3 REIRRACON 断切線回

4 RORRE ドンマコ正不

5 0021TCENNOC spb0021 了完続接で

7 YSUB 中信通手相

01 0042TCENNOC spb0042 了完続接で

11 0084TCENNOC spb0084 了完続接で

21 0069TCENNOC spb0069 了完続接で

31 00441TCENNOC spb00441 了完続接で

41 00291TCENNOC spb00291 了完続接で

81 00675TCENNOC spb00675 了完続接で

91 00046TCENNOC spb00046 了完続接で

12 00023TCENNOC spb00023 了完続接で

62 00882TCENNOC spb00882 了完続接で

82 00483TCENNOC spb00483 了完続接で

76 NOISSERPMOC ： sib24.V sib24.V 了完続接でドーモ縮圧

96 NOISSERPMOC ： ENON sib24.V 了完続接でしなドーモ縮圧

28 SFAIP:LOCOTORP ルコトロプ SFAIP 了完続接で

コードの詳細

BUSY
機能： 相手話し中のため接続に失敗したときに送出します。
書式： BUSY
出力例： BUSY
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OK
機能： コマンド正常終了

次の条件の時に送出します。
(1) コマンドが正常であったとき（「A」「D」「O」コマンド実行時なし）
(2) エスケープコマンド入力後オンラインコマンドモードに入るとき
(3) オンラインコマンドモード時に「ATH」コマンドが入力され、通信が切断され

たとき
書式： OK
出力例： OK

CONNECT
機能： 相手と通信状態になったときに送出します。
書式： CONNECT＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ なし : 相手と通信状態になりました。

  (ベーシックリザルトコードセットのみ)
1200 : 回線速度が1200bpsで接続完了しました。
2400 : 回線速度が2400bpsで接続完了しました。
4800 : 回線速度が4800bpsで接続完了しました。
9600 : 回線速度が9600bpsで接続完了しました。
14400 : 回線速度が14400bpsで接続完了しました。
19200 : 回線速度が19200bpsで接続完了しました。
28800 : 回線速度が28800bpsで接続完了しました。
32000 : 回線速度が32000bpsで接続完了しました。
38400 : 回線速度が38400bpsで接続完了しました。
57600 : 回線速度が57600bpsで接続完了しました。
64000 : 回線速度が64000bpsで接続完了しました。

出力例： CONNECT 38400

RING
機能： 着信があった場合、応答するまで2秒間隔で通知します。
書式： RING＜パラメータ1＞＜／パラメータ2＞＜［パラメータ3＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞　 発信側のアドレス

＜パラメータ2＞ 　発信側のサブアドレス
＜パラメータ3＞　 ユーザ・ユーザデータ

出力例： RING
補足： ○ 発信側のアドレス以降を付加させるには「W」コマンドで指定します。

NO CARRIER
機能： 通信相手との接続に失敗したときや、通信中に何かの原因で切断した場合に送出し

ます。
書式： NO CARRIER
パラメータ： なし
出力例： NO CARRIER

ERROR
機能： 次の条件のときに送出します。

(1) 不正なコマンドが入力されたとき
(2) コマンド入力が最大文字数を超えたとき
(3)「D」コマンドで短縮番号を指定して発信しようとしたときに、短縮番号にアド

レスが登録されていなかったとき
(4) パソコンのER信号がOFFの状態で発信したとき
(5) アナログポートを使用しているときに「$A」「$B」「$D」コマンドで設定し

ようとしたとき
書式： ERROR
出力例： ERROR
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COMPRESSION：NONE
機能： PIAFS通信の圧縮なしで接続したときに送出します。
書式： COMPRESSION：NONE
出力例： CONNECT 32000 PROTOCOL：PIAFS COMPRESSION：NONE
補足： ○ PIAFS通信のV.42bis圧縮なしで接続したときのみ表示します。

PROTOCOL：PIAFS
機能： PIAFS通信で接続したときに送出します。
書式： PROTOCOL：PIAFS
出力例： CONNECT 32000 PROTOCOL：PIAFS COMPRESSION：NONE
補足： ○ PIAFS通信で接続したときのみ表示します。

COMPRESSION：V.42bis
機能： PIAFS通信のV.42bisデータ圧縮で接続したときに送出します。
書式： COMPRESSION：V.42bis
出力例： CONNECT 32000 PROTOCOL：PIAFS COMPRESSION：V.42bis
補足： ○ PIAFS通信のV.42bis圧縮ありで接続したときのみ表示します。
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4-3．RS20用ATコマンド
◎：コマンド実行時に設定が保存され、電源を切っても設定が保持されます。
○：「＄S」コマンドを実行すると設定が保存され、電源を切っても設定が保持されます。
注：初期値は各コマンドの説明を参照してください。

ドンマコ 要概能機 値期初 ドンマコ 要概能機 値期初

A 答応信着 － R# 否拒信着 －

D 信発ルヤイダ － ￥D IUU と定設の示表ルーメ
示表 注

○ E 定指ーコエ 1 ￥L 示表報情信着発 －

H 断切 － ○ ￥M 設の示表知通ルーメ子電
示表と定 注

I 示表ドーコ置装 － ○ ￥Q 定設の式方御制ーロフ 3

O ーデらかドーモドンマコ
すどもへドーモ信通タ － ￥S 示表定設種各 －

○ Q 定設無有ドーコトルザリ 0 ○ $A と定設のトーポグロナア
示表 注

○ V ッマーォフドーコトルザリ
定設ト 1 ○ $D 定設通共トーポグロナア

示表と 注

○ W ドーコトルザリ GNIR 表
定設示 0 ○ $N す関に御制のトーポターデ

示表と定設る 注

○ X 定設トッセドーコトルザリ 3 ○ $ PN 示表と定設のトーポターデ －

Z 化期初ターメラパ － $S 存保のターメラパ －

○ S/ ドアブサのトーポターデ
定設ターレパセスレ / ○ C% 定指ルコトロプ縮圧 2

○ C& DC 定設御制号信 1 S S 定設のタンイポタスジレ 0

○ D& RE 定設御制号信 0 ○ ? す示のタンイポタスジレ
示表容内タスジレ －

○ K& 定設式方御制ーロフ 3 = S 示のタンイポタスジレ
更変容内タスジレす －

○ S& RD 定設御制号信 0 +++ ドンマコプーケスエ －
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各コマンドの詳細

A
機能： 「RING」が表示されているときに本コマンドを入力して相手と通信中にします。
書式： ATA
パラメータ： なし
入力例： ATA

D
機能： 発信して相手を呼び出します。
書式： ATD＜パラメータ1＞＜／パラメータ2＞＜パラメータ3＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞相手アドレス（相手電話番号）

 ￥： 再発信する
＜パラメータ2＞相手サブアドレス
＜パラメータ3＞
； ： コマンドモードへ入る。発信するときはOコマンドを入力する
CB： スティルスコールバックの発信をします。
DL： デュアルリンクワイヤレスモードで発信する
PA： ITMUX同期64Kで発信する
PB： ITMUX128kbpsマルチリンクPPPで発信する
P0～P7 ：→P.80参照
D0～D7：→P.80参照

入力例： ATD0123-45-6789 PA：MUX同期64KPPP通信で発信
ATD0123-45-6789DL PB：MUX128KマルチリンクPPP通信で発信

補足： ○ 相手電話番号は最大32桁までで0～9の数字が使用できます。
その他の文字は使用しても無視されます。

○ 相手サブアドレスは最大19桁までで0～9の数字が使用できます。
また、／以降が省略された場合は相手サブアドレス指定なしとみなします。
／は、／Sコマンドで変更できます。

○ CB、DL、PA、PB、P0～P7、D0～D7は必ず最後に付けてください。
○ CB、DL、PA、PB、P0～P7、D0～D7はcb、dl、pa、pb、p0～p7、

d0～d7でもかまいません。

E
機能： エコーバックするか否かを指定します。
書式： ATE＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： エコーバックしない

1 ： エコーバックする（初期値）
入力例： ATE0

H
機能： 通信を切断します。
書式： ATH
パラメータ： なし
入力例： ATH
補足： ○ 最初にエスケープコマンド（+++）を入力し、コマンドモードにしてからHコ

マンドを入力します。

Ｉ
機能： 装置コード、装置メーカを表示します。
書式： ATI＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： 装置コード（ATコマンドのバージョン：960）

を表示する
4 ： 装置メーカ（Aterm RS NEC Corporation）を

表示する
入力例： ATI4
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O
機能： エスケープコマンド（+++）を入力したあとのオンラインコマンドモードから、通

信状態にもどります。
書式： ATO
パラメータ： なし
入力例： ATO

Q
機能： リザルトコードを返すか返さないかを指定します。
書式： ATQ＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： リザルトコードを返す（初期値）

1 ： リザルトコードを返さない
入力例： ATQ0

V
機能： リザルトコードを数値で返すか英数文字で返すかを指定します。
書式： ATV＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： リザルトコードを数値で返す

1 ： リザルトコードを英数文字で返す（初期値）
入力例： ATV0

W
機能： リザルトコードRINGの表示のしかたを設定します。
書式： ATW＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： RINGのみを返す（初期値）

2 ： RINGの後に続けて相手アドレス、サブアドレ
ス、ユーザデータを表示する

入力例： ATW2
補足： ○ 電話番号とサブアドレスはサブアドレスセパレータで区切られます。

○ 電話番号またはサブアドレスとユーザ・ユーザデータの区切りは［  です。

X
機能： リザルトコードセットを指定します。
書式： ATX＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： ベーシックセット

1 ： 拡張セット1
2 ： 拡張セット2
3 ： 拡張セット3（初期値）
4 ： 拡張セット4

入力例： ATX0
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■ リザルトコードセットの一覧

字数 語英 クッシーベ 張拡 1 張拡 2 張拡 3 張拡 4

0 KO ○ ○ ○ ○ ○

1 TCENNOC ○ － － － －

2 GNIR ○ ○ ○ ○ ○

3 REIRRACON ○ ○ ○ ○ ○

4 RORRE ○ ○ ○ ○ ○

7 YSUB － － － ○ ○

91 00046TCENNOC － ○ ○ ○ ○

12 00023TCENNOC － ○ ○ ○ ○

76 NOISSERPMOC ： sib24.V － ○ ○ ○ ○

96 NOISSERPMOC ： ENON － ○ ○ ○ ○

28 LOCOTORP ： SFAIP － ○ ○ ○ ○

Z
機能： パラメータを初期値にもどします。
書式： ATZ＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： ＄Sコマンドで設定した内容にもどす

1 ： 受話音量以外のパラメータを初期化する
98： ハードウェアリセットをし、すべてのパラメー

タを初期化します。
99： ソフトウェアリセットをし、＄Sコマンドで設

定した内容にもどします。
入力例： ATZ98

/S
機能： データポートのサブアドレスセパレータを表示、設定します。
書式： AT/S＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞

0 ： セパレータの表示
1 ： セパレータの設定
1=/（初期値）
1=#
1=＊

入力例： AT/S1=#
補足： ○ Dコマンドで使用するサブアドレスセパレータも変更してください。

○ アナログポートで使用するセパレータ（＊）は固定です。
○ 液晶ディスプレイには設定したサブアドレスセパレータが表示されます。

&C
機能： CD信号制御を設定します。
書式： AT&C＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： ER-ON時には常にCD-ON

1 ： 通信中は常にCD-ON（初期値）
入力例： AT&C0
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&D
機能： ER信号制御を設定します。
書式： AT&D＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： パソコンのER信号をみる（初期値）

1 ： ER信号を常時ONとみなす
入力例： AT&D1

&K
機能： フロー制御方式を設定します。
書式： AT&K＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 または5：フロー制御しない

3 または6：RS-CSフロー制御する（初期値：3）
4 　　　　：XON/XOFFフロー制御する

入力例： AT&K4
補足： ○「￥Q」コマンドと同じ機能です。

&S
機能： DR信号制御を設定します。
書式： AT&S＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： ER-ON時には常にDR-ON（初期値）

1 ： 通信中は常にDR-ON
入力例： AT&S1

#R
機能： 着信中に入力して着信を拒否します。
書式： AT＃R
パラメータ： なし
入力例： AT＃R

￥D
機能： UUIメール着信時のランプ表示設定と設定内容を表示します。
書式： AT￥D＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 : 設定内容の表示

1 : ランプ点灯選択
1=0 : UUIメール着信時、ランプ点灯しない
1=1 : UUIメール着信時、ランプ点灯する（初

期値）
入力例： AT￥D1=0

￥L
機能： データポート、アナログポートの最新発信・着信番号や着信しなかった理由を表示

します。
書式： AT￥L＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： 最新の発信番号の表示

1 ： 最新の着信番号、切断理由の表示
入力例： AT￥L1
補足： ○ SEND CAUSE=切断理由情報です。詳細については「取扱説明書」（「8-1.液

晶ディスプレイの表示」 ）を参照してください。
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￥M
機能： 電子メール着信通知時のランプ表示設定と設定内容を表示します。
書式： AT￥M＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： 設定内容の表示

1 ： ランプ点灯選択
1=0 ：電子メール着信時、ランプ点灯しない
1=0 ：電子メール着信時、ランプ点灯する（初

期値）
入力例： AT￥M1=0

￥Q
機能： フロー制御方式を設定します。
書式： AT￥Q＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： フロー制御しない

1 ： XON/XOFFフロー制御する
2 ： CSフロー制御する
3 ： RS-CSフロー制御する（初期値）

入力例： AT￥Q0

￥S
機能： データポート設定値、Sレジスタ値、ATコマンド状態を表示します。
書式： AT￥S＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： データポート速度、データフォーマット、フロー

制御方式、エコー指定、信号制御、信号線状態
の表示

1 ： Sレジスタの内容をSレジスタ名とともに表示
2 ： リザルトコード有無、リザルトコードフォー

マット、リザルトコードRING表示、リザルト
コードセットの状態の表示

3 ： Sレジスタ内容の表示
入力例： AT￥S0

＄A
機能： アナログポートの設定、設定内容を表示します。
書式： AT＄A＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞

0 ： 設定内容の表示
7 ： ダイヤル桁間タイマ

7=0：5秒（初期値）
7=1：9秒
7=2：11秒
7=3：13秒

8 ： フッキング検出タイマ
8=0：0.03秒～1秒
8=1：0.3秒～1秒（初期値）
8=2：0.5秒～1.5秒

10 ： 受話音量
10=0：小音
10=1：中音（初期値）
10=2：大音

11： 情報通知サービス
11=0：情報通知サービスしない（初期値）
11= 1：ナンバー・ディスプレイサービスを使用する

12： 情報通知サービス（サブアドレス）
12=0：サブアドレス通知しない（初期値）
12= 1：サブアドレス通知する

入力例： AT＄A7=1
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＄D
機能： アナログポートの共通設定、設定内容を表示します。
書式： AT＄D＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞

9 ： アナログポート［#］発信設定
9=0：使用しない
9=1：使用する（初期値）
9=2：##発信する

＄N
機能： データポートの設定と表示をします。
書式： AT＄N＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞

0 ： 設定内容の表示
9 ： 無通信監視タイマ

9=0 ：監視しない
9=1 ：1分
： ：
： ：
9=10 ：10分（初期値）

14 ： 強制切断タイマ
14=0 ：強制切断しない
14=1 ：1時間で切断する
： ：
： ：

14=10：10時間で切断する（初期値）
入力例： AT＄N9=2

＄NP
機能： データポートで内線PIAFS通信するときの設定と設定内容を表示します。
書式： AT＄NP＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞

0 ： 設定内容の表示
1 ： 発信モード

1=0：PIAFS（32K）で発信する（初期値）
1=1：デュアルリンクワイヤレスで発信する

入力例： AT＄NP1=1

＄S
機能： ATコマンドで設定したパラメータや自動ボーレート検出したパソコンの速度を保

存します。
書式： AT＄S
パラメータ： なし
入力例： AT＄S

%C
機能： PIAFSデータ通信のとき、データ圧縮をおこなうか否かを設定します。
書式： AT%C＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ： 圧縮なし

2 ： V.42bisデータ圧縮あり（初期値）
?： 本データ圧縮の設定内容の表示

入力例： AT%C2
補足： ○ 32kbpsデータ通信のときに有効となります。
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S
機能： Sレジスタを指定します。
書式： ATS＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0～7（初期値：0）Sレジスタ番号

詳細については「Sレジスタ」（→P.187）を参照してください。
入力例： ATS0=10

?
機能： 現在のSレジスタポインタの示すレジスタ内容を表示します。
書式： AT?
パラメータ： なし
入力例： AT?
補足： ○ Sコマンドと続けることができます。

例）ATS0+AT?→ATS0?

＝
機能： 現在のSレジスタポインタの示すレジスタ内容を変更します。
書式： AT=＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0～7：Sレジスタ番号（初期値：0）

詳細については、「Sレジスタ」（→P.187）を参照し
てください。

入力例： AT=
補足： ○ Sコマンドと続けることができます。

例）ATS0+AT=2→ATS0=2

+++
機能： データ通信中につながっている回線を切らずにコマンドモードへもどし、コマンド

を入力することができます。
書式： +++
パラメータ： なし
入力例： +++
補足： ○ データ通信を停止し、1秒間待ってから「+++」を入力してください。

また、+と+との間は1秒以内に入力してください。
○ エスケープ文字はS2レジスタで変更できます。
○ 通信状態へもどすには0コマンドを入力します。「CONNECT」が表示され通

信状態へもどります。
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Sレジスタ

号番タスジレ 容内 囲範 位単 容内 値期初

0 答応動自

0

回

いなし答応動自

1
1～ 552 「けだ数の値定設 GNIR 自、後出送を」

るす答応動

1 GNIR 示表数回出送 0～ 552 回 「 GNIR るす示表を数回たし出送を」 0

2 字文プーケスエ

0

IICSA

しな字文プーケスエ
34
）＋（1～ 721 とタクラャキプーケスエを字文たし定設

るす

3 字文帰復 0～ 721 IICSA るすと字文帰復を字文たし定設 31
（ RC ）

4 字文行改 0～ 721 IICSA るすと字文行改を字文たし定設 01
（ FL ）

5 字文退後 0～ 23 ，
721 IICSA るすと字文退後を字文たし定設 8

（ SB ）

7 視監間時続接 1～ 05 秒 合場いなが答応に内以間時定所、後信発
るす断切は 03

他のそ んせましトーポサ
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リザルトコード

字数 語英 容内

0 KO 了終常正ドンマコ

1 TCENNOC 了完続接のと末端手相

2 GNIR 知通信着

3 REIRRACON 断切線回

4 RORRE ドンマコ正不

5 0021TCENNOC spb0021 了完続接で

7 YSUB 中信通手相

01 0042TCENNOC spb0042 了完続接で

11 0084TCENNOC spb0084 了完続接で

21 0069TCENNOC spb0069 了完続接で

31 00441TCENNOC spb00441 了完続接で

41 00291TCENNOC spb00291 了完続接で

81 00675TCENNOC spb00675 了完続接で

91 00046TCENNOC spb00046 了完続接で

12 00023TCENNOC spb00023 了完続接で

62 00882TCENNOC spb00882 了完続接で

82 00483TCENNOC spb00483 了完続接で

76 NOISSERPMOC ： sib24.V sib24.V 了完続接でドーモ縮圧

96 NOISSERPMOC ： ENON sib24.V 了完続接でしなドーモ縮圧

28 SFAIP:LOCOTORP ルコトロプ SFAIP 了完続接で

BUSY
機能： 相手話し中のために接続が失敗したときに送出します。
書式： BUSY
出力例： BUSY

OK
機能： コマンド正常終了

次の条件の時に送出します。
(1) コマンドが正常であったとき（A, D, Oコマンド実行時はなし）
(2) エスケープコマンド入力あとに、オンラインコマンドモードに入るとき
(3) オンラインコマンドモード時にATHコマンドが入力され、通信が切断された

とき
書式： OK
出力例： OK
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CONNECT
機能： 相手と通信状態になったときに送出します。
書式： CONNECT＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ なし : 相手と通信状態になりました。

 (ベーシックリザルトコードセットのみ)
32000 : 回線速度が32000bpsで接続完了しました。
64000 : 回線速度が64000bpsで接続完了しました。

出力例： CONNECT 32000

RING
機能： 着信があった場合に応答するまで2秒間隔で通知します。
書式： RING＜パラメータ1＞＜／パラメータ2＞＜［パラメータ3＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞　 発信側のアドレス

＜パラメータ2＞ 　発信側のサブアドレス
＜パラメータ3＞　 ユーザ・ユーザデータ

出力例： RING
補足： ○ 発信側のアドレス以降を付加させるにはＷコマンドで指定します。

NO CARRIER
機能： 通信相手との接続に失敗したときや、通信中に何らかの原因で切断した場合に送出

します。
書式： NO CARRIER
パラメータ： なし
出力例： NO CARRIER

ERROR
機能： 次の条件のときに送出します。

(1) 不正なコマンドが入力されたとき
(2) コマンド入力が最大文字数を超えたとき
(3) Dコマンドで短縮番号を指定して発信しようとしたときに、短縮番号にアドレ

スが登録されていなかったとき
(4) パソコンのER信号がオフの状態で発信したとき
(5) アナログポートを使用中に＄Aコマンドで設定しようとしたとき

書式： ERROR
出力例： ERROR

COMPRESSION：NONE
機能： PIAFS通信の圧縮なしで接続したときに送出します。
書式： COMPRESSION：NONE
出力例： CONNECT 32000 PROTOCOL：PIAFS COMPRESSION：NONE
補足： ○ PIAFS通信のV.42bis圧縮なしで接続したときのみ表示します。

PROTOCOL：PIAFS
機能： PIAFS通信で接続したときに送出します。
書式： PROTOCOL：PIAFS
出力例： CONNECT 32000 PROTOCOL：PIAFS COMPRESSION：NONE
補足： ○ PIAFS通信で接続したときのみ表示します。

COMPRESSION：V.42bis
機能： PIAFS通信のV.42bisデータ圧縮で接続したときに送出します。
書式： COMPRESSION：V.42bis
出力例： CONNECT 32000 PROTOCOL：PIAFS COMPRESSION：V.42bis
補足： ○ PIAFS通信のV.42bis圧縮ありで接続したときのみ表示します。
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